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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　あとがき








　序章　脱だつ出しゆつ







　異い音おんが娘を押おし包つつんでいた。


　途と方ほうもない力と力の衝しよう突とつが盤ばん石じやくたるべき巨大な構こう造ぞう体たい──島を揺ゆるがせ耳みみ障ざわりな轟ごう音おんを発生させている。地じ震しんのそれに似てはいるが違ちがう。そこには地鳴りとは異ことなり何かが軋きしみを上げるかの様な──鋭するどく鼓こ膜まくを引っ搔かく様な響ひびきが混じっていた。


　ただ大きいだけではない。低いだけでもない。明らかにこれは尋じん常じような音ではない。音源を特定できなくても、それだけは分かる。耳にした誰だれしもが気付く筈はずだ──これは何かが壊こわれかけている音、終わる音、存在の断だん末まつ魔まなのだと。


　だが──


「……やはり今の出力では無理か」


　世界の終わりをも暗あん示じするかの様な、威い嚇かくに満みちたその音のただ中に在あって、娘はただ淡たん々たんと──いやむしろ気け怠だるいともとれる様な口調でそう呟つぶやいた。


　一見すればその娘の姿はごく真まっ当とうな人間のそれにも見える。


　だがよく見れば普ふ通つうの人間では有り得ない。青い色合いを帯おびた髪かみよりも何よりも──眼を凝こらせばその姿の向こうに風景が透すけて見える存在が尋常な人間である筈もない。娘はまるで幽霊か虚きよ像ぞうの様にその場に浮ふ遊ゆうしながら、轟音の満ちるこの巨大なホールの中で虚こ空くうを見み据すえていた。


　娘は──ナタリイと呼ばれている。


　正式に彼女を呼ぶとすれば、汎環境邀撃戦用自由塑形兵器オール・ラウンド・フリー・フオーミング・インターセプターＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉タイプ・シリアル14個体識別名〈ナタリイ〉付属対人インターフェイス・イメージであるが──最も早はやそのやたらに長い名称を付けた者達は居ない。わざわざ声に出して彼女を呼ぶ者も居ない。それらの者達はこの世界においては数千年の昔に死に絶たえてしまった。


　そして同時に──彼女は最早、〈竜機神〉でもない。


　強しいて言うのならばその残ざん滓しに過ぎないのだ。


　だが──


「やはり……」


　ナタリイは己おのれを取り巻く喧けん噪そうなど聞こえていないかの様に──悠ゆう然ぜんとした仕し草ぐさで周囲を見回した。


　鋼はがねで構成された六面を持つ巨大な一室。


　その中に一本の──やはり同様に巨大な円柱がそびえている。主動力室と呼ばれているこの場所は、この島に偽ぎ装そうされている巨大兵器──自じ由ゆう軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉の力の源みなもとであり、ありとあらゆる物質を『力』そのものに変へん換かんする巨大な『炉ろ心しん』であった。


　ある意味でこれはナタリイを造った者達の遺産であり──墓ぼ標ひようでもある。


　だが……


「今優先するべきなのは〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー〉──パシフィカ・カスール」


　あの少女の存在に比べればこの自由軌道要塞の価値は低い。あくまでこの要塞は計画の途中で予想外に獲かく得とくされた戦力であり、その損そん失しつは計画の遂すい行こうを頓とん挫ざさせる程のものではない。


　そしてそれはこの自由軌道要塞を『器うつわ』としているナタリイ自身にも言える事だ。あの計画に投入された六体の改良型インプルーブド〈竜機神〉の損そん耗もうは五体分まで当初から計上されていた。今いま更さらナタリイが消しよう滅めつしたところでそれが即そく座ざに彼女等の決定的な敗北を意味する訳ではない。


　だが──パシフィカは違う。


　彼女が死ねば計画は頓挫する。無論、世界中にばらまかれた『因いん子し』が再び結集して彼女と同じ様な〈律法を破る者〉が誕生する可能性は在あるのだが……それは果たして何年後になる事か。そして一度こちら側の手の内を具ぐ体たい的てきに『パシフィカ・カスール』という形で晒さらしている以上、それまで秩序守護者ピースメイカー達が黙だまって見ているとも思えない。今守り切れなければ次も計画の遂行は不可能だろう。


　だから……


「……パシフィカ・カスールは……」


　要塞内の警備システムに接続してパシフィカの存在を検けん索さくする。


　すぐに見つかった。


　ナタリイは即座にそちらへインターフェイスのイメージを転てん移いさせる。あくまで少女の姿は実体を伴ともなわない幻まぼろしであり、この要塞内に限かぎって言えば、どこにでも一いつ瞬しゆんで出現する事が出来る。


　数多あまた在る部屋の一つ──そこで、パシフィカは椅い子すに腰こし掛かけていた。今の自分に出来る事は無いのだと自じ覚かくしているのか、大人おとなしくしているが、それでも兄や姉、知人が闘たたかっていると想うとやはり落ち着かないらしく、何度も椅子の上で身じろぎを繰くり返している。


「──パシフィカ・カスール」


「うわっ!?」


　いきなり声を掛けられて驚おどろいたのか、パシフィカは飛び跳はねるようにして椅子から立ち上がった。


「な──ナタリイ!?」


　反射的な動きでパシフィカが身み構がまえる。


　無理も無かろう。ナタリイは目的の為ために彼女の兄を一度は洗せん脳のうした。それは彼女の身を敵から護まもる為の処置だったとはいえ、利害関係において一部対立する構造が出来てしまったのは事実だ。


「な、何よ!?　いきなり──」


「時間がない。貴女あなただけでも脱だつ出しゆつして貰もらうわ」


「──え？」


　眼を瞬しばたたかせてパシフィカが聞き返す。


「私だけでもって──」


「セーネス達に脱出を提てい案あんしたけれど、どうも上う手まく行かないのよ。この自由軌道要塞は、ほぼ完全に秩序守護者達に動きを抑おさえられていて、逃げられないの」


「そんな……だからって」


「戦略級攻性魔法を撃ち込まれれば、不確定要素が多すぎてどれだけの被ひ害がいが出るのか分からない。全ぜん壊かいは免まぬがれるとは想うけれども、貴女が安全であるという保証は何ど処こにも無いの。かといって全員を脱出させる隙すきも力も今は無いから……」


「ダメ、そ、そんなのダメ！」


　パシフィカは必死の形ぎよう相そうで首を振る。


「私だけだなんて──」


「パシフィカ・カスール。これはお願いではないの。宣せん告こくよ」


　ナタリイは言った。


　自分が酷ひどい事を言っているという自覚は在る。


　だが今ここでセーネスやこの少女に蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれようと、姉妹でもあるゼフィリスに否定されようと、彼女はここで〈律法を破る者〉を死なせる訳にはいかない。


　パシフィカの存在を活いかす、その為だけにナタリイの姉妹達や彼女の主あるじ達は死んだ。そして彼女自身は五千年の間、〈竜機神〉たる自分を棄すて、単なる人格プログラムに己おのれを作り替かえ、この要塞のシステムの奥深くに潜ひそむという屈くつ辱じよくの歳さい月げつを耐たえてきた。


　今ここでパシフィカ・カスールを死なせる訳にはいかない。


　断じてそれは許されない……


「ダメ──」


　叫ぶパシフィカの足下に空間転移用のフィールドを呼び出すナタリイ。最早、パシフィカと問もん答どうをしている暇ひまはない。いつ問題の魔法がこの自由軌道要塞を攻撃してくるか分からないのだ。


　ナタリイが知る限り、ラインヴァン王国が保ほ有ゆうする戦略級攻性魔法は重力場変動を利用した兵器である。重力場は時空間にも干かん渉しようする事から、機を逃のがせば空間転移にも大きな影えい響きようが出るだろう。


「ダメだったら──！」


　光る円えん筒とうが彼女を下から上へと押し包んでゆく。


　そして──


「──!!」


　ナタリイは愕がく然ぜんとして背後の虚こ空くうを振り返った。


　要塞の警けい戒かい監かん視しシステムから『急激な重力場変動』の情報が送られてくる。


　間違いない。戦略級攻性魔法だ。


（空間転移の停てい止しを？　いえ──）


　文字通り一瞬──いやそれにさえ満たない短い時間にナタリイは手持ちの情報から可能性を検けん討とうする。


　今ここで転てん移いを中断してしまう事と、敢あえて強行してしまう事と。どちらがパシフィカ・カスールの身の安全を確保出来る可能性が高いか──


（いえ。ここで中断しても恐らく〈ヴァンガード〉は機能の殆ほとんどを失う。そうなれば〈秩序守護者〉の攻撃を防ふせぐ事は全く不可能。〈中継点〉でも大量投入されれば今のセーネス達に防ぎきるだけの力は無い──）


　ならばパシフィカをこのまま転移させた方がまだ生き残る確率は高い。


　そう判断してナタリイは空間転移の作業を続行する。


　やはりそれは一瞬にも満たない時間の出来事である。


　だが──


（まずい──）


　重力場の影響が既すでに出ている。


　千分の一秒程度の遅おくれであったが、これが決定的な齟そ齬ごを生じさせる事になった。


（転移先が──）


　上う手まく設定出来ない。


　予よ想そう値ちよりも重力変動が大きく変動速度も早いのだ。ナタリイに届けられる情報の数値は恐ろしい勢いで上じよう昇しようしてゆく。ナタリイの予想が甘かったのか、それとも〈秩序守護者〉の策さく略りやくなのかは不明ではあるが、何にしてももうこの空間転移はナタリイに制せい御ぎよしきれるものではなくなっていた。安全確実な脱出は最早期待出来ない。


　一体、パシフィカは何ど処こに飛ばされるのか。


　そしてパシフィカ自身の身にもどんな影響が出るか──


（パシフィカ・カスール──『我われ等ら最さい後ごの希望』）


　かつての主の言葉をナタリイは想い出す。


　最後の希望。


　だからこそ──


「パシフィカ・カスール──」


　祈りで現実は変えられない。


　願いで事実は曲げられない。


　まして紛まがい物ものの生命でしかない自分にはその権利も意義も無い。


　だがそれでも──


「──生きて！」


　無論その声は本人には届とどかなかったろう。全くそれは無意味な発言でしかなかった。


　だがそれでもナタリイは叫さけばずにはおれなかった。


　そして。


　強烈な重力場によって効果範囲内全すべての物体を完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいする戦略級攻性魔法〈奈落ギンヌンガガプ〉は、ナタリイ達の居る自由軌道要塞の上に一瞬の遅ち滞たいも無く炸さく裂れつした。




　第一章　反乱の始まり







　そもそもの原因が何だったかに興きよう味みは無い。


　財さい布ふでも落としたのか。女に振ふられたのか。仕事で失敗したのか。注文と違う酒さけが来たからか。たまたま機き嫌げんが悪かったのか。あるいは空が蒼あおかったからか。人間が暴あばれる理由などそれこそ人間の数と同じだけ存在する。客個人の事情など店側の人間としては知った事ではない。


　はっきりしているのは──店内でその男の行動は間違いなく他ほかの客に迷めい惑わくを及およぼしていたという事だ。店員の側から見ても客の我わが儘ままとして許きよ容よう出来る範はん囲いを大きく逸いつ脱だつしていた。喚わめいては酒を辺あたりにぶちまけ、他の客につかみかかり、罵ば詈り雑ぞう言ごんを喚きながら意味もなく壁かべを殴なぐり続けた。その意図があるかどうかは別にしてもこれは明らかに営業妨害に相当する。


　そしてその事さえ確認出来ればフューレの動く理由としては充分だった。


「なんだぁてめえは──っ!?」


　男は問もん答どう無む用ようで拳こぶしを振り上げ、フューレに襲おそい掛かってきた。


　大おお柄がらな体たい軀くである。


　本人も自覚の上で膂りよ力りよくには自信があるのだろう。小こ生なま意い気きな餓が鬼き一人など一撃で床ゆかに沈めてみせる──そんな風にさえ想っていたかもしれない。


　しかし。


「…………」


　フューレはつまらなさそうな表情で殴りかかってくる男を見据えていた。


　あまりにも御お粗そ末まつな拳けん打だだ。技わざなどと呼べる様なものではない。とりあえずただ力任まかせに拳を振り回しているだけである。腕を動かす事に夢中になって下半身までは──自分自身の立ち方にまでは注意が向いていないのだ。


　男は完全に素人しろうとだ。


　正式な訓練を受けた者ならば、たとえ酔よっていてもここまでは動きが乱れない。訓くん練れんとは如い何かなる状況下でも必要な行動が採とれる様、意識ではなく身体からだに動きそのものを刻きざみ込む事なのだから。


　即そく座ざにフューレはそこまで判断した。


　男がフューレに向き直り、声を上げ、そして手を振り上げる──恐おそらく周囲の者達の、そして殴りかかってきた者達の感覚からすればそれは一瞬に過すぎないだろう。だが彼にとっては相手を値ね踏ぶみして適てき切せつな対処方法を選せん択たくするに充分な時間であった。


「…………」


　彼はただ一歩後こう退たいしながら左足で引っかけた椅い子すをほんの少し──恐らく誰だれもフューレのそんな動作には気付いていなかったろう──前に蹴けり出してやるだけで良かった。


　伸びきった拳が空を薙なぐ。


　殴りつけた際の反動をあてにしていた拳は、自らの勢いを殺せず……それに引きずられて身体全体が泳いだ。


　咄とつ嗟さに平衡バランスをとろうと左足が前に出るが、そこにはフューレがさり気なく蹴り出しておいた椅子が在った。障しよう害がい物ぶつに引っかかり、踏み出すべき位置に至る事ができなかった脚あしが床を滑すべり──体勢を立て直し損そこねた酔よっ払ぱらいは、呆あつ気けなく転てん倒とうする。


「げっ……!?」


　酒場の床で声を上げる酔っ払いに向け、フューレは素す早ばやく踏ふみ込んだ。


　問題はここからだ。


　この男を畳たたんでしまうのは簡単だが、それでは『従業員が客に暴力を振るった』という事実が残って店にも迷惑がかかる。まあ考えにくい事ではあるが、この男がそれなりの身分なり権力なりを──あるいは金銭を──持っていて、それを背景にして官かん憲けんへと訴うつたえ出れば、何日か営業停止を喰くらう恐おそれもあった。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


　フューレは男に向けてそのまま手を差し伸べる。


　少し離れて見ていれば、それは倒れた男に手を貸かしてやろうという動作に見えたかもしれないが──


「──え？」


　さすがの酔よっ払ぱらいも、あまりの早はや業わざに毒どく気けを抜ぬかれたらしい。


　むしろきょとんとした様子でフューレの手を……その内に在るものを見つめている。恐おそらくそれが何なのか咄とつ嗟さには分からなかったのだろう。


「……大人しくするか、それとも鼻の穴をもひとつ増やすか。どっちがいい？」


　囁ささやく様ように言うフューレの掌の内側──袖口には、小型のナイフが光っていた。他の者からは殆ほとんど見えまい。だが男の眼からは、今まさに彼の顔に突き刺さらんと切っ先を向けている凶器が──その刃やいばに潜ひそむ致ち命めい的てきな鋭えい利りさがはっきりと視し認にん出で来きた筈だ。


　実を言えばこの距離と瞬間タイミングがなかなか難むずかしいのだ。


　威い嚇かくが足りないと意味がない。そのまま起き上がってまた殴りかかってくるだろう。かといって恐怖や緊きん張ちようが過ぎるとやはり人間は半なかば錯さく乱らんして暴あばれ回る事がある。必要なのは軽い驚きだ。虚きよを誘さそう様な──そんな一瞬が在あれば良い。


「あ…………」


　男の表情にじわりと恐怖と緊張が滲にじみ出る。


　しかしフューレは機き先せんを制するかの様に間かん髪はつ入れず言葉を繫つないだ。


「あんたはふざけて俺に殴りかかった。別に本気で喧けん嘩かしようとか、そんな事を考えてた訳じゃないよな？」


　フューレの口調に恫どう喝かつ的てきな響きはない。勝ち誇ほこる様子も無論、感じられない。ただ仕事に徹する者の淡々とした声こわ音ねで酔っ払いに告げるのみだ。


「こんなのは挨あい拶さつみたいなもんだ。違うか？」


「……そ……そうかもな」


　酔っ払いの表情に困惑と安あん堵どが交差する。


　フューレが何を望んでいるのか朧おぼろ気げながら理解出来た為だろう。


「じゃあ、こんなところで座すわってないで、カウンターで飲みな。とりあえずは水で舌したを洗った方がいい。どうせ飲むなら、一滴の味まで楽しもうぜ？　次の一杯は俺がお勧すすめのを奢おごるからさ」


「あ……ああ、そうだな……」


　酔っ払いが曖あい昧まいに頷うなずく。


　フューレは微び笑しようすると軽く手首を揺ゆらした。出した瞬間と同様、まるで猫の爪つめのようにナイフが音もなく袖そで口ぐちの中へと消える。


　今度は男が立ち上がるのに手を貸してから、その背中を親しげな動作で軽く叩たたき──そしてフューレは周囲を見回した。


「なんでもない。ちょっとしたおふざけさ」


　そう言って肩を竦すくめる。


　広くもないその店内のあちこちから集中していた視線は、彼の一言ですぐさま散ちった。


　こういった場面では、フューレの言葉に異を挟はさまない──それがこの店に限らず、この界かい隈わいに並ぶ酒場では暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていた。


　恐れではない。単なる信用だ。


　些さ細さいな事は気にせず、彼の采さい配はいに任まかせてしまうのが楽しく酒を飲むためのコツだと常連達は知っているのである。


　酔っ払いも、大きな恥はじをかかされる事もなかったためか、大人しくカウンターに戻もどると店主にとりあえず水を注文している。案外と素す直なおなその行動からすれば元々はそう悪い奴やつでもないのだろう。


　フューレは客一同に軽く手を挙あげて挨拶すると、そのまま厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。


「……いつも済まないね」


　厨房にいたエプロン姿の中年女性──店主の妻は、フューレに微笑ほほえみかけた。


　彼女も酒場で働いて十年以上、酔っぱらいのあしらい方はそれなりに知ってはいるだろうが……やはりこういうものには向き不向きがある。


　此こ処こは常連客も多い小さな酒場である。


　席は全部で三十余あまり。店主とその家族が切り盛もりしているだけの──つまりはそれで何とか切り盛り出来る程度のこぢんまりとした店構えだ。酒場とはいうものの、頼たのめば食事も出来るし出前だの配はい達たつだのもする……そういう店である。


　王都の下町にはこうした酒場が多い。下町の通りを数分歩けば必ず一軒はこうした酒場が見つかるだろう。十軒以上同じ様な店が並んでいる事も珍めずらしくない。


　だが酒場は酒場。やはり時とき折おり、揉もめ事ごとは起こる。


　そしてフューレが呼ばれるのはそれが店員では収おさめきれないと判断された場合である。


「助かったよ。あ、それからこれ──先月の分。遅れて済すまなかったね」


　そう言って店主の妻はフューレに小さな袋を手て渡わたす。支払いの滞とどこおっていた先月の用心棒代だろう。


　だが──


「謝あやまる必要はねえよ。利り子しはもらうさ」


「──え？」


　利子を要求されるとは思っていなかったのだろう。店主の妻の表情が困こん惑わくに揺れる。簡単に利子をつけられる位なら、そもそも支払いが一週間も遅れたりはしない。


　不安げな表情を浮うかべる店主の妻にフューレは肩を竦すくめて言った。


「あまりものでいいから小お母ばさんのサンドイッチで手を打とうじゃないか。二人前」


　店主の妻の顔が一転してほころぶ。


「──そういう事ならおやすいご用だよ」


　彼女は包丁と野菜を手にとって言った。








　酒場の用心棒バウンサー。


　断言ははばかられるが、その単語から多くの人間がまず思い浮かべるのは、強こわ面もての大男ではないだろうか。銅どう像ぞうのようにそこに立っているだけで威い嚇かくになるかのような、そんな人物──だが一度動き出せば鮮あざやかな手て並なみで不ふ埒らち者ものを店の外に叩き出すような。


　そういう意味でフューレは意外な存在であったかもしれない。


　彼は王都ザウエルに幾いくつかある繁華街の中でも、最下層の──いわゆる下町とも言うべき地区で、幾つかの店と月つき極ぎめで契けい約やくし、巡じゆん回かい用心棒という稼か業ぎようを営いとなんでいる。


　契約した店が支し障しようなく営業できているか順に見て回り、連絡が入れば店に急行し、店内の揉もめ事ごとを解決するのが彼の仕事だ。揉め事解決といってもその内容は、もっぱら酔っぱらって暴れる連中を大人しく──いろいろな意味で──させる事だが。


　一八歳の少年が用心棒、というのもある意味で異例だが、それに加えてフューレは体たい軀くは同世代の少年達と大差なく、顔立ちもむしろ優やさ男おとこと呼べるような整い方をしている。ただ単に容よう姿しを論じるならば、用心棒どころか、場末の酒場にいるだけでも違い和わ感かんが出てしまう様な少年だった。


　一年前、それまでの仕事を辞じしてこの稼か業ぎようを始めた当初は『小僧の来る場所じゃない』などとさんざん馬ば鹿かにされたものだが──今では前記の様な酒場から売春宿まで、フューレの巡じゆん回かい路ろに入っている店は三十軒を越える。


「……ふん」


　風になびく黒髪をなでつけながら、フューレは切れ長の黒い眼で夜の繁華街の情景を見回した。


　彼にとっては見み慣なれた街の情景だ。


　数年間、離はなれていた事も在るが──この王都は彼にとって生まれ育った街である。良い所も悪い所も見てきた。風景は無論の事、そこに流れる風や光までが彼にとっては馴な染じみのものである。特にこの街に愛着がある訳でもないのだが、やはり住み慣れた場所であるが故ゆえに膚はだで街の様子を感じ取る事も出来る。


　だから……分かる。


　ここ数日は何か空気が違う。


　緊きん張ちよう感かんの様なものが街全体にうっすらと覆おおい被かぶさっている。


　無論、その一番大きな原因はフューレの眼にも明らかだ。数日前に起こった騒さわぎ──ギアット帝国の秘密兵器らしい巨大島が王都沿岸にまでやってきたという非常事態の余よ韻いんがまだ街に残っているのである。


　だが──


「余よ程ほど切せつ羽ぱ詰つまってるのか、あるいは……」


　フューレは立ち止まって王城の方角を振り返る。


　王室やその周辺からは何の発表も無い。


　問題の騒さわぎについて、聞こえてくるのはいずれも市民同士の間で流れている断片的な流りゆう言げん飛ひ語ごの類たぐいばかりである。


　問題の島は半はん壊かいした姿を沖おき合あいに晒さらしたまま沈ちん黙もくしているという事。


　島の攻撃に国際条約で禁止されていた戦略級攻性魔法が使用されたらしいという事。


　その際の影響で民間の船せん舶ぱくや港こう湾わん施し設せつ──特に倉そう庫こ群ぐんにかなりの損そん害がいが出たという事。


　沖合にはまだギアットのものらしい奇き妙みような形の戦艦が浮かんでいるという事。


　等々……


　そもそもその『動く島』がギアット帝国の秘密兵器であるというのも公式な情報ではない。だが──もしそれが事実であるのならばこの二十年余りなかった戦争が突とつ如じよとして始まるかもしれないのだ。


「……単に自分達でも状況が把は握あくし切れていないのか」


　この王都で何かが起こっているのは間違いないのだが、庶しよ民みんにはその内容を確かめる術すべがない。前記のもの以外にも無責任な噂うわさは山ほど流れているが、以前の仕事の関係で、フューレは流言飛語の類がどれだけ当てにならないか──必要とあればどれだけ簡単に人じん為い的てきな操そう作さを施ほどこせるものであるかを、よく知っていた。


「あるいは──故こ意いに誰かが混乱させているのか」


　呟つぶやくフューレ。


　だが今は一いつ介かいの市民に過すぎない彼にとってはそこまで推すい測そくを巡めぐらせるのがせいぜいだ。


　彼は再び歩き出すと、真まっ直すぐに通りを抜け、繁華街の外はずれへと歩いてゆく。


　歩くことおよそ十五分──王都全体から見ても外がい縁えん区く画かくに相そう当とうするその一いつ郭かくに、彼の住む家はぽつねんと立っていた。


　あまり大きな建物ではない。


　持ち主が誰かも分からない小型の廃はい屋おくを、適当に改かい修しゆうしてフューレが住んでいるだけだ。ろくにものも置いていないし、出ていけと言われれば、ただそのまま出てゆく──そんな積もりで彼はここに住んでいた。


　数日前までは。


　しかし──


「…………」


　フューレは一瞬、戸口の前で固まった。


　慣なれない言葉を口にするのは、やはり躊躇ためらいを覚える。


　彼にとって、それはひどく縁えん遠どおい言葉だったからだ。


「た──…………たた、ただ、ただい…………」


　練習でもしようか──と思うが、すぐに馬鹿らしくなって彼は溜ため息いきをついた。たかが自分の家に入るだけの事に何な故ぜいちいち気を揉もまねばならないのか。


　いつもと同じ様に無む造ぞう作さな手つきで扉とびらを開く。


　そこに彼が見たものは──


「──にゃ？」


　碧あおい眼を丸くしてこちらを振り返る少女が一人。


　長い、少し癖くせのある金きん髪ぱつと、どこか仔こ猫ねこのように愛らしく、そして同時に気品を備そなえたその顔立ち。歳は十代半ばだろう。貧ひん相そう、ではないがその白い肢し体たいにはまだ成長の余地が在る事が見て取れる。


　そう。


　少女は──半はん裸らだった。


　どうやら着き替がえ中だったらしく、その手には下着が引っかかっていたりする。


「…………」


　少女は時間が凍こおり付いたかの様に、動く事もなくそこに立ち尽つくしている。


　フューレはというと、やはり思考停止した様に、その場に固まってしまっている。


　どちらにとってもこれは不意打ちだったらしい。


　やがて──


「う…………」


　二人を固こ着ちやくさせていた驚きよう愕がくという名の氷は瞬しゆん間かん的てきに融ゆう解かいした。


「うきゃあああああああっ!?」


　次の瞬間、ものすごい勢いきおいで椅い子すが飛んできた。


　反射的に身を反らしてそれをかわし、続く動作で慌あわててフューレは扉を閉しめた。


「ご、ごめん──」


　半なかば無意識に謝ってから──フューレは視線を地面にごろんと転ころがった椅子に注そそぐ。


　質しつ素そだが堅けん牢ろうな造りの木造家具。脚あしなんぞは棍こん棒ぼうそのものだ。あれの直撃を喰くらっていたら『痛い』では済すみそうにないだろう──何となくそんな事を思い付いた瞬間に、フューレの意識は常態に復帰していた。


「──っていうか、てめえ、いきなり椅子投げるかっ!?」


　扉越しにフューレが叫ぶ。


「普ふ通つうは服投げるとか、悲鳴上げてしゃがむとか、そーゆーのだろうが！」


　だが──


「やかましい、この痴ち漢かん！　ド助すけ平べえに常識を説かれる筋すじ合あいはないわよっ！」


　返ってきた声にひるんだ様子はない。


　元々立て付けの悪い建物なもので、少女が喚わめく声や、地じ団だん駄だを踏ふんでいるらしい音が扉の向こうから漏れてくる。


「見たわね？　見たわね？　乙おと女めの柔やわ肌はだ、みーたーわーねえええええっ!?」


「見たくて見たんじゃねえよ！」


「じっくりたっぷり見ておいてからなんたる言いぐさっ!?」


「誰がだ！　つまんねえ事言ってねえでさっさと着替えろ！」


　怒ど鳴なり返してからフューレは扉とびらに背中を預あずけて腕を組んだ。


「……まったく」


　ここ数日の付き合いで、少女の性格は大体分かっている。


　しばらく待てば収まる筈はずだ。


　さっぱりしているというか何というか──とにかく感情変化は激しいが、あまりそれが後あと々あとまで尾を引かないのである。よく突っかかってはくるのだが、根こん本ぽん的てきな部分で悪意というものが無いのだろう。


「妙なもの、拾っちまったよなあ」


　そう呟つぶやいてフューレは夜空を見上げた。








　薄うすい闇やみの中でゆらりと白い肢し体たいが揺れる。


　艶あでやかな肌はだを惜おしげもなく晒さらしながら娘は気け怠だるげに身を起こした。


　傍かたわらには彼女の歳の倍には達して居るであろう男がこれまた全ぜん裸らで横たわっている。珍めずらしくもない情事後の光景だ。特に娘の場合はそれが職業なのだから。


　ただ──


「伯はく爵しやく様──」


　夢見る様な口調で言って娘は男の身体からだに覆おおい被かぶさる。自らの体臭を相手に染しみ込ませようとでも言うかの様に、滑なめらかな肌を相手にこすりつけながら、娘は相手の反応を待った。


「なんだね？」


　鷹おう揚ような口調で男が言う。こちらにも情事の後を想わせる気怠さが絡からみ付いていた。


「伯爵様がきてくださって、私は嬉うれしゅうございます──」


「来るとも。何度でも来るぞ。御前は絶ぜつ品ぴんだからな……」


　男の言葉に娘は嫣えん然ぜんと笑う。


　幼さを顔立ちの何ど処こかに残しながら──しかしその笑顔は男を奮ふるい立たせずにはおかぬ様な、蠱こ惑わく的てきなものをたっぷりと含んでいる。まだ二十歳になったばかりではあるが、娘は既すでに男を悦よろこばせる術すべを幾いくつも身につけた優秀な娼しよう婦ふであった。ベッドでの反応や奉ほう仕しは無論の事、何なに気げなさそうな表情や仕草の一つさえもがこの娘に限っては計算され尽つくした技能なのだ。


「でも伯爵様──」


　娘はその白い掌で男の胸をなでさすりながら言った。


「何やら、先日から王都にはただならぬ雰ふん囲い気きが……。不ふ穏おんな噂うわさも飛び交かい、民たみの心も不安に揺れております。こうした時は、しばしば治安を乱す不心得者も横行します──どうかお気を付けくださいましね」


「おお。ギアットの『要よう塞さい島とう』の一件だな」


　男は剛ごう胆たんそうな笑顔を見せて言った。


「なに、あの一件は既すでに済すんでおる。事後処理に手間取っておるのでまだ公式発表はされておらんがな。それに──」


　言って男は手を伸ばし──娘の身体をまさぐった。


「この私がそこらの暴ぼう徒と暴ぼう漢かんになぞ後れをとるものか。瘦やせても枯かれても王都護衛師団・第三連隊を預あずかる身──武芸の鍛たん錬れんも抜ぬかりはないわ」


「頼たのもしゅうございます──」


　言いながら娘が笑う。


　そして──


「ですが伯爵様。いかに剛ごうの者といえど、隙すきを生む場合はございます──」


「……!?」


　愕がく然ぜんと男が身を震ふるわせる。


「例えば──情事の後など」


　娘の言葉と共に男の喉のどに突き刺さった一本の──長い針は、気管を貫つらぬき、延えん髄ずいを破壊し、男の身体をベッドに縫い止めた。


「かっ……かあ……っ！」


　眼を見開き、男はしばしかくんかくんと痙けい攣れんしていたが──やがて全身を脱だつ力りよくさせて大人しくなった。


「……ふふ」


　やはり嫣然と微笑みながら、娘は男の顎あごの下に手を添そえて脈を測はかる。確実に男が死亡した事を確認すると、娘はさっと身を起こして男の首から凶きよう器きの針を引き抜き、これまた素す早ばやく脱ぎ捨ててあった衣装を身につけた。


「……ね？　こんなにも呆あつ気けない」


　言って娘は最後に男の死体に軽く口づけをする。


　男は恐おそらく最後まで気付かずに逝いっただろう。


　自分が贔ひい屓きにしていた高級娼婦の正体が特殊な暗あん殺さつ部隊の一員であるという事も。


　自分がこの娼婦にとっては上じよう客きやくであると同時に便利な情報源であったという事も。


　そして──


「さあ……始めましょうか……」


　そして自分の暗殺を皮かわ切きりに──この王都に静かな反乱が開始されたという事も。








　少女の機嫌は、フューレが持ち帰った包みの中身を見て、瞬間的に直っていた。


「わおっ！」


　などと感かん嘆たんの声を漏もらすほどでもなかろう──と持ち帰ったフューレ自身が思ってしまうのだが、少女は何やらそのままだらだらと涎よだれでも垂たらしそうな様子でサンドイッチを眺ながめている。


　高い肉は使わず、ただ野菜と卵を使っただけの、極きわめて単純な代しろ物ものなのだが──


「どうしたのよ、これ？」


「仕事先でちょっとな」


　そう言ってフューレは立ち上がる。


「あ。お茶だったら私が淹いれるよ？」


「よせよせ、また火傷やけどするぞ」


　苦笑してフューレは隣となりの調ちよう理り場ばへと歩いた。


　どういう育そだち方をしてきたのか、とにかくこの少女は家事の類たぐいが下へ手ただ。一応一通りのやり方は知っているので、別に家事などは家政婦の類に任まかせっきりで育った良家の子女、という訳でもなかろうが……どうも手慣れていないと言うか、鈍どんくさいというか、細かな部分で手際が悪い。


　少なくとも一人暮らしをした事がないのであろう事は、フューレにも想像がつく。


　しかし──


「あー……」


　困こまった様に頰ほおを搔かきながらフューレは声を上げる。


　振り返った先には、楽しそうにサンドイッチを眺ながめている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。


　色彩の変化にも乏とぼしい殺風景な室内で、そこだけが特別に彩さい色しよくしたかのように、鮮あざやかさを放っている。


「そういや、なんて呼べばいいんだ？」


　今更間ま抜ぬけだとは思うが、ふと思い出してフューレは尋たずねる。


「は？　何が？」


　顔を上げて少女が首を傾かしげる。


「おまえの名前だよ」


　家の中にはフューレと少女の二人しか居ないので、いちいち名前を呼ばなくても話しかければ少女は応じてきたのだ。


「──さあ」


「さあっておまえ──」


「だって覚えてないんだもん。言ったでしょ。でも確かに名前が無いのも不便よね」


　あっけらかんとした口調で少女が言う。


「フューレが考えてよ」


「俺が……？」


「そう。拾ひろってくれたのフューレだし。権けん利り在るよ」


「猫じゃねえんだから」


　そう言いながらも、フューレは首を傾かしげて考える。洒落しやれた名前でも考えようかと思ったのだが、生あい憎にくと思い浮かばない。知っている女性名を幾いくつか脳のう裏りで列れつ挙きよしてみるが、目の前の少女には似合わなかったり、あるいは別人と混こん同どうしてしまいそうで、適当なものが見つからない。


　しばし記憶を随ずい分ぶん昔むかしにまで遡さかのぼり──ようやくフューレは妥だ当とうと思われる一つの名前を掘り起こしてきた。


「パメラ……とか」


「ふうん。いいんじゃない？　じゃ、私はパメラって事で」


　などと握にぎり拳こぶしから親指など立てて言ってくる少女。


「いいのか、おい」


　あっさり少女がその名前を受け入れたので、むしろフューレは拍ひよう子し抜ぬけした。


　全く……この少女は自分の置かれている状況が本当に分かっているのだろうか。


　自分なら、己の本名さえ分からない状態などというものにどれだけ耐たえられるか、分からない──とフューレは思う。最初は頭がおかしいのかとも思っていたのだが──どうも違うらしい、という事は既すでにフューレも気付いていた。


　忘れてしまったものはしょうがない。だからくよくよ悩なやまない。


　要はそういう考え方らしいのだ。


　間違っているとは思わないが──恐らく常人には真ま似ねの出来ない割り切りと前向きさであろう。まあ変に暗くなられたり錯さく乱らんされても、扱あつかいに困るので、この少女の明るさはフューレにとってありがたいものではあったが。


「……ちなみになんか由来があるの？」


「昔──友達が飼かってた猫の名前」


「……ま、いいけど」


　苦笑して少女──いや、パメラは言った。








　女達に躊躇ためらいはなかった。


　本来そこは普ふ通つうの人間が近づく事を許ゆるされるような領りよう域いきではない。王族や一部の重臣、あるいは彼等の意向によって特別に許可された者だけが近づく事を──そして足を踏み入れる事を許される場所だ。


　謁えつ見けんの間ま。


　奥おくに玉ぎよく座ざを配はいし、床ゆかには長なが々ながと紅い絨じゆう毯たんが敷しかれている。左右には精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこされた太く高い柱はしらが立ち並ならび、その広さにもかかわらず、奇妙な圧あつ迫ぱく感かんを醸かもし出していた。


　訪おとずれた者の背せ筋すじを正す為に計算され尽くした荘そう厳ごんさがそこには在る。


　だが──


「…………」


　女達は平然と扉とびらを蹴けり開ひらき、謁見の間の中へと雪崩なだれれ込んだ。


　世間一般的な常識は彼女らにはない。正確に言えば──彼女はそれらを知識として心得てはいるが縛しばられてはいない。


　ただ主であるブレンテン公爵のために働く事だけが彼女らの全すべてなのだ。


　彼女らの表の顔は高こう級きゆう娼しよう婦ふ。


　貴族の如ごとき美しく華々しい衣装で着き飾かざり、高い知性と教養を以て貴族や豪ごう商しようと談だん笑しようし、そして徹底的に仕し込こまれた閨ねやの技わざで彼等に奉仕する。


　だがその裏側に隠されている本来の仕事は、男達から情報を引き出し、協力を強しい、そして邪魔になれば肌を重ねた相手の喉のどを切り裂さく事だ。


〈グロウ・ランサーズ〉。


　彼女らはブレンテン公爵が抱かかえている私兵組織の一員である。ある意味ではかつてバイラッハ男爵が組織した〈クリムゾン・ソード〉や〈オブスティネート・アロウ〉に近いが、あくまで戦闘技術そのものに特化していた特務戦技兵達に対し、〈グロウ・ランサーズ〉の女達は『戦争』ではなく『政治』の道具として仕立て上げられている所に大きな違いが在る。金と女は、建たて前まえだけの政治理念や人道論よりも遥はるかに権力者を動かし易やすい──基本中の基本だった。


　そもそも彼女等はブレンテン公爵が王国内での地位を極きわめる為に育て上げた道具である。


　故に──たとえ相手が国王であろうと、彼女らは躊躇ためらいなどしない。徹底的にたたき込まれた公爵への忠誠は、訓練された犬のように──いや、本能のみで動く昆虫のように、何の疑問も抱かせず、彼女らに行動を促す。


　だが──


「…………」


　女達は困こん惑わくの表情で立ち止まった。


　居ない。


　玉座は無論、周囲を見回しても王族の姿はない。彼等の側そつ近きんの姿さえも。


〈ブラック・ホーク〉からもたらされた情報によると、確かに半時間前、十数名の人間がこの部屋に入ったとされている。その中には国王と第二王妃、それに第一王子が含まれていたとも。そして以後、誰かが出ていったという情報は入っていない。


　どこかに抜け道が在ったのか。


　しかしそれにしても、何名もの気配が移動すれば、監視役の〈ブラック・ホーク〉隊員が気付かない筈はない。では連絡がなかったという事は──


「罠わな……!?」


「はい、御ご名めい答とう」


　緊きん張ちよう感かんの欠けつ落らくしたその声と共に、女達の背後で音をたてて扉とびらが閉じられる。


　慌あわてて身構える九名の〈グロウ・ランサーズ〉を囲むようにして、四つの人影が柱の陰からゆらりと歩み出た。


　いずれも、十代半ばから後半の少年少女である。まだその容姿は未成熟な部分を引きずっていて『子供』という言葉の範はん疇ちゆうからは抜け出ていない。


　だが──彼等が〈グロウ・ランサーズ〉の女達を見み据すえるその眼はひどく怜れい悧りで、武器を携たずさえるその姿も恐ろしい程に違い和わ感かんがなかった。昨日今日に武器を握にぎった者の姿ではない。それこそ武器が肉体の一部になる様、何年もの修しゆう練れんを重ねた者だけが持つ自然な一体感がそこには在った。


「特とく務む戦せん技ぎ兵へい──」


　緊きん張ちようにかすれた声で女の一人が呟つぶやく。


「〈ブラック・ホーク〉の隊員が連絡するのを待ってから、ボクらが制せい圧あつしたの。お偉えら方がたはとっくに脱出済み」


　そう言って特務戦技兵の一人が──栗色の髪かみをした少女が手にした三叉剣カタールを構えた。


　ちきん、と澄すんだ鍛たん鉄てつの音を響ひびかせて、大小三本の剣が扇おうぎ状じように展開する。


「さてお姉さん達。できれば降こう伏ふくしてくれないかな。ボクは最小限の手間で仕事をこなす主義なのよね」


　その少女──王国軍第五特務部隊〈オブスティネート・アロウ〉の一人ファファル・アーマライトはそう言って〈グロウ・ランサーズ〉の女達を見回した。
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「……馬ば鹿かが！」


　女の一人が叫ぶ。


　人数は九対四。常識的に考えれば、数において半分にも満みたない相手からの降伏勧かん告こくを受け入れる馬鹿は居ない。


　しかし……


「ご主人様に義理立てするのは結けつ構こうだけどさ……死んじゃったらつまんないよ？」


　溜ため息いき混まじりで言うファファル。嘲あざけるのでも誇ほこるのでもなく……何なに気げない口調だ。敵に対してというよりも親しい友人に忠告するかの様な口ぶりであった。


　だが……女達はそれを挑ちよう発はつと受け止めた。


「黙れ、虐殺人形共ジエノサイド・ドールズが！」


　そう叫ぶと──〈グロウ・ランサーズ〉の暗殺娼婦達はファファル達に襲おそいかかった。








　上は黒っぽいシャツ。


　下も黒っぽいズボン。


　いささか服装としては愛あい想そうに欠けると言わざるを得ない格かつ好こうではある。だがそれでもフューレ本人は気に入っていたし、似合わないと言われた覚えはない。若い癖くせに何ど処こか妙みように物事を悟さとりきったかの様な──そんな雰ふん囲い気きのある彼には確かに相応ふさわしい衣装でもあるのだろう。いちいち衣装の色だの何だのの組み合わせで気を使う必要が無いのも良い。


　しかし当然、同じ服を他人が着ても似合うとは限らない訳で。


「……うーむ」


　フューレは首を傾かしげて目の前に立つパメラを眺ながめた。


「見事に似合わないな……」


「当たり前でしょっ!?」


　言ってパメラは自分の着ている服をつまんだ。


　彼女の身体を覆おおっているのはフューレの着替えである。元々は細身のフューレが着るものであるのだが、やはり男女の体格差は肩かた幅はばや身長といった部分で顕けん著ちよに見えてくる。フューレが着ているとそうでもないのだが──やはりパメラが着るとあちこちが余あまってだぶだぶに見える。


　食事が終わった後──パメラはフューレに着き替がえを要求した。彼女はここ数日、出会った時の格かつ好こうのままだ。家のものは好きに使わせているので、一応フューレが仕事に出ている間に毎日水みず浴あびや入浴はしているらしいが……それでも同じ服を着たままともなればどうしても汚れてくる。まして元々着ていた服がかなり薄うす汚よごれた旅たび装しよう束ぞくだったものだから、家の中でずっと着ているのにも抵抗があるだろう。


　そういう訳で、フューレは適当に見み繕つくろった衣装を手渡した訳だが──


「なんで男物なのよっ!?」


「女物が無いからだよ」


　至し極ごく当とう然ぜんといった口調で言うフューレ。


「それともなにか？　俺の家の衣い装しよう棚だなから女物の服でも出てくるのを期待してたのか？」


「それは──」


　パメラは思わず口元を抑おさえて困こん惑わくの表情を浮かべる。


　まあ確かに男しか住んでいない家の衣装戸棚から女物の服がぞろぞろ出てきたらそれはそれで怖こわいものがあるだろう、とフューレは想う。まあ出ていった恋人や死に別れた家族のものが残っているという事はあるだろうし、実を言えば前の職業についていた際には職務上ある種の必要もあったので二着ほど持っていたのは事実だが。


　しばし何事か想像している様であったが──やがてパメラは囁ささやく様な口調で言った。


「ちょっと……イイかも」


「…………」


　思わずその場で傾かたむきかけるフューレ。


「……今、何を想像した!?」


「ぬふふふ。秘密」


　などと言って悪いた戯ずらっぽく笑うパメラ。


「でもやっぱり困るよ」


「何が。とりあえずは裾すそでも絞しぼって着てればいいだろ。今は他に着るものも無いんだから我が慢まんしてくれ。今日か明日中には何とかするから」


　とフューレ。


　買うなり、知り合いに借りるなりすれば解決する事だ。娼しよう館かんに行けば女物の衣装は分けて貰もらえるだろう。もっとも彼女等が仕事場に常じよう備びしているのは『商売用』なので普段着として着るのには問題があるかもしれないが。


「いや……まあ……シャツとかはそれでいいんだけどね？」


「いいんだけど？」


「…………」


「…………」


　何処か引きつるような──ひょっとしたら恥はじらっているのかもしれないが──表情を浮かべているパメラと、それを怪け訝げんそうな表情で眺ながめるフューレ。


　しばし重いのか軽いのかもよく分からない沈ちん黙もくが二人の間に満ちて……


「──ああ」


　フューレは頷うなずいた。


　シャツやズボンは適当に絞って着ておけば確かにしばらく代用がきくだろうが、身につけるものの中にはさすがにそういう訳にはいかないものもあるだろう。


「まあそれはそうか。俺のをはく訳にはいかんか……」


「そ──そんな事出来る訳ないでしょっ!?　ば、馬鹿じゃないのっ!?」


　真っ赤になって喚わめくパメラ。


「フューレのなんてはける訳ないでしょっ!?　変へん態たいっ!?」


「そこまで言うか、おまえは」


　フューレは顔をしかめて言った。


「たかが靴くつの事で」


「…………」


　今度はパメラが傾かたむく番であった。








　ラインヴァン王国首都ザウエル。


　千年の都と言われたこの街は今、静かな動乱の波に飲み込まれつつあった。


　発ほつ端たんは何かと問われれば困る人間も多いだろう。だが、実際に何かの動きが出たのは、先日の騒さわぎ以降の事である。


　ギアット帝国の反乱軍が持ち出したという秘密兵器……創世戦争時の遺産、〈スキッド〉。それがラインヴァン王国首都に肉にく薄はくし、それに対応して王国軍は大きくその配置を変えた。


〈スキッド〉は即そく座ざに破は壊かいされたものの、その残ざん骸がいの回かい収しゆう権けんを巡めぐって、ギアット帝国とラインヴァン王国が衝しよう突とつ、ギアット帝国の強きよう襲しゆう魔ま導どう艦かんや、後から追いついてきた高速艦を含む先せん遣けん艦かん隊たいと、ラインヴァンの王おう都と護ご衛えい艦かん隊たいとの睨にらみ合いはその後も続いた。


　同時に陸戦兵力も海岸付近に集中され、王国軍の戦力配置は著いちじるしい偏かたよりを見せていた。


　その隙すきを、ブレンテン公爵率ひきいる反乱軍が突いてきたのだ。


　大規模なものではない。


　それは内乱とさえ言えないような、小規模なものだ。家屋や公共施設が破壊される事もなく、必要以上の血が流される事もなく──ただ少しずつ、しかし確実に、反乱は進行していった。


　ブレンテン公爵側にいるペータシュタール将軍の采さい配はいは実に見事と言えた。


　まず陽よう動どう作さく戦せんと奇き襲しゆうにより指し揮き系けい統とうを徹てつ底てい的てきに分ぶん断だんした上で、大規模な戦力はあくまで現状維持の為に投入し、数と規模を絞った精せい鋭えいを王族や重臣といった重要人物の捕ほ縛ばく及び暗殺に使用するという方法を彼は採とったのである。


　恐らく彼はこの反乱の後の事まで考えているのだ。


　王都に住む一般人は、何が起こったかを、全すべての事が済すんでから知るだろう。そして多くの民たみにとって、日々の生活にそれほど変へん容ようが無ければ、為い政せい者しやの交代など関心の埒らち外がいにある。あくまでペータシュタール将軍は、一般人の生活とは違う領域で、この反乱を遂すい行こうする積もりなのだ。


　たとえ軍事的に成功しても、その後の為政に支し障しようを来すような反乱は、すぐに旧体制派に巻き返されて終わる。


　しかし──


「……大だい丈じよう夫ぶかな」


　小型の運送用馬車の車内。


　王宮から出される廃はい棄き書しよ類るいや、郵便物を扱あつかうその馬車の貨物室に、特務戦技兵クリストファ・バイラッハと、ラインヴァン王国第一王子フォルシスの姿が在った。


　貨物室に積み上げられた木箱で壁かべを作り、何とかクリストファとフォルシスが身を滑すべり込ませるだけの空間を確かく保ほしている。偽ぎ装そうとしてはかなり初歩的なものだが、凝こった作業をするだけの時間的な余よ裕ゆうが無かった以上は仕方在るまい。


　今回──数と情報戦に対する経験不足という不利を補おぎなうべく、クリストファ達は異能力者達による予知という、極きわめて不安定な方法に頼たよって先回りをしている。事前に未来を知る事が出来るのは圧あつ倒とう的てきな有利さの様にも見えるが、予知能力に頼った行動はどうしても精度と確率の問題から博ばく打ち的てきな側そく面めんがつきまとう。


　今回こそ紙一重で敵の動きに先んじる事ができたが──果たしてこれがどこまで通用するか。


「あの子達……二人は女の子だし、僕や君とそう変わらない歳で……」


　フォルシスの表情は暗い。


　彼は心底からファファル達の事を案じている様だった。


「大丈夫です。彼等はいずれも使い手です。特に指し揮きを任せてある少女は──生き残る事にかけては相当な実力者ですよ」


　クリストファは自信を持って断言した。


　敵の制圧能力、という点では確かにファファルはさして優秀ではない。だが、それでも彼女は生せい還かん率りつの低い幾いくつもの任務を、死ぬ事なく経験してきているのだ。ただ単に生存能力を競きそえば、クリストファよりも優秀な逸いつ材ざいかもしれない。


「……そうか。余よ計けいなお世話だったかな」


「そういうフォルシス様のお心は、彼等も喜ぶと思います」


　今──彼等は王城から脱だつ出しゆつし、〈バロネス〉が確保している隠れ家セーフハウスに向かっている。


　クリストファが率いる班──二名の〈オブスティネート・アロウ〉隊員と、そして一名の〈クリムゾン・ソード〉隊員ジルヴェステ──は、フォルシス王子の護衛役を担当している。ジルが馬車の手た綱づなを握り、二名の〈オブスティネート・アロウ〉隊員はやや距離をとって馬車を護ご衛えいしている筈はずだ。


　国王と王妃は〈アンヴァー・ナイツ〉数名が護衛につき、また別の場所に身を潜ひそめる予定になっている。わざわざ分ぶん散さんして行動しているのは、万一、襲しゆう撃げきされた場合でも全ぜん滅めつを防ふせぐ為である。


「しかし──」


　フォルシスが改あらためてクリストファの顔を見つめる。


「君も特務戦技兵だったんだね……」


　そう言われ、クリスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


　確かに自分はずっとこの王子に正体を隠かくしてきた。考えようによっては、彼を騙だまし続けてきたに等しい。無論、フォルシスは随ずい分ぶんと以前からクリスがただの貴族の子弟でない事には気付いていた様子であったが──


「……フォルシス様、私は──」


　言いよどむクリストファに、フォルシスは淡あわい苦く笑しようを浮かべて応じた。


「ああ。そんな顔をしないでくれ。僕は君を責せめているんじゃない。ただ……君達のような人間から見て、僕はどういう風に映うつっているのかなって気になったんだよ」


　そう言って──フォルシスは膝ひざを抱かかえる。


　そんな彼の言葉と表情の意味がクリストファには分からなかった。


「……どういう意味ですか？」


「同じ人間なのに……僕は、君等の血と汗あせの上にのうのうと生きているんだ。何の努力もせずに。以前はこんな事、考えもしなかったけど……それって、あまりにも……なんていうか、厚あつかましいよね。辛つらい仕事、疲つかれる仕事、汚よごれる仕事は全部他人に押しつけて、自分達だけ楽をしている。無論、統治者には統治者の仕事があるし、苦労はまたものすごいんだろうけど……でも」


「いえ──」


　クリストファは思わず否ひ定ていするが、何を否定したのかは自分でもよく分からない。ただ、この王子が自分を責めるのを黙って見ているのは少々辛つらかった。


「……とにかく、僕は、君が好きだよ、クリス。だからやはり君に軽けい蔑べつされるような人間にはなりたくないんだ」


「そのような事は、決して」


　そう言いながら……クリストファは、ふとあの三兄姉妹の事を思い出した。


　誰だれかを護まもる。護りたいと思う気持ち──たとえ世界中を敵に回しても。


　それはきっとこんな気持ちなのだろう。


　実を言えば、クリストファにはある種の躊躇ためらいがあった。


　国王バルテリク。


　彼を見て……クリストファは今のフォルシスと同様の疑問を持っていた。


　自分達は、こんな男の王国を支ささえる為に、殺し合いまでして生き残ってきたのか、と。


　国家への忠誠。


　王族への敬意。


　人々の平和。


　そういった諸もろ々もろの概がい念ねんは確かに美しくも見えるが、クリストファの眼には、意味のない絵え空そら事ごとにしか映うつらない。


　自分達の強さというものを託たくすに足たるような──自分が今まで生きてきた事そのものに意味を見いだせるような、確かつ固こたるものには到とう底てい思えなかった。


『この強さは何のために？』


　そうして思い出すのは、かつて自分が殺した一人の少年の事だ。


　強さに意味を見いだせずに死んでいった──哀あわれな仲間の事だ。


『いつか君も意味のない強さに耐たえられなくなる時が来る』


　そんな言葉を遺のこして彼は逝いった。ある意味でその予言は正しかったといえるだろう。任務に追われて表に出す事は無かったが──その不安と懊おう悩のうが常に彼の中には在った。


　だが……


　この作戦行動の直前、〈バロネス〉は彼の苦悩を見抜いていたかの様にクリストファを呼び寄せ、そして言った。


「今いま更さら何を──と思うかもしれないけど。私はきれい事が好きなの。馬鹿馬鹿しくても、青あお臭くさくても、そういうのが好きなのよ。そしてそういうのを──自由とか平等とか、博愛とか……そういう事を大まじめに言える人々が好き。それは私にはないものだから。


　彼等を血で汚よごしたくないの。青臭い理想でも、それを血で汚したくないの。だから、私は貴方達にそういう事全てを背せ負おわせた。その事については弁べん解かいしないわ。私を憎にくんでくれても構かまわない。


　けれども貴方が誰か──誰でもいい、フォルシス王子でもいいし、ウイニアという女の子でもいい、ネレイディア様でもいい、誰かそういう『汚れていない』人達を護りたいと思うのなら、血にまみれなさい。殺しなさい。潰つぶしなさい。汚れは自分が全て引き受けなさい。あなたがそうして戦った分だけ、その人達を護る事ができるのよ。そして、その結果どれだけ貴方が汚れようと──それは誇ほこっていい汚れよ。私はそう思うの」


　そうだ。その通りだろう。


　フォルシスには──この王子には、このままで居てほしい。クリスは痛つう切せつにそう思う。この王子の持っている奇跡的な純粋さを護るためであるならば、クリスは世界を敵に回しても確かに後こう悔かいしないだろう。


　世間知らずと笑う人間も居るだろう。青臭いだけの理想だと笑う人間も居るだろう。世間の荒あら波なみにもまれた事のないお坊ぼつちゃんの戯ざれ言ごとだと言われても、返す言葉などない。


　だが──それでも。


　彼が王座についた国。


　この時初めて、クリスはそれを見たいと思った。








　高々と音をたてて風が吹ふき荒すさぶ。


　周囲の街並みから決けつ別べつするかのように、あるいは天を貫つらぬこうとするかのように、一本の尖せん塔とうがそびえている。風はその尖塔にぶつかり、渦うずを巻き、そして流れ去ってゆく。


　地上から無む心しんに見上げる限りでは、ただ冷たい月光に満たされて平へい穏おんたる様よう相そうを示す空も、一度上ってしまえばそこは身を切るような寒風が乱みだれ吹く世界だ──まるで人間が空に向けて昇のぼるのを拒こばんでいるかの如ごとくに。


　しかし──


「……くそ」


　呟つぶやきが風に吹き千ち切ぎられて消えた。


　尖塔の上──傾けい斜しやのついた屋根の上に、飄ひよう然ぜんと佇たたずむ人ひと影かげが在る。


　どうやって登ったのか、いやそもそもこの風の中、眼も眩くらむような高さの中、どうして平然と立っていられるのか……常識を超ちよう越えつする唐とう突とつさで、その人影はそこに居た。


　長くのばした黒髪が風に舞い、更に黒い闇やみ夜よの色を宿やどした瞳ひとみが、鋭するどい視線を虚こ空くうに注そそいでいる。顔立ちは端たん整せいなのだが──その顔色や表情には憔しよう悴すいの色が濃こい。


　邪じや悪あくな印象はないものの、乱れ舞う黒髪とその顔色のせいか、どこか魔物めいた尋じん常じようならざる凄すごみをその人影は漂ただよわせていた。


「……どこだ。何ど処こにいる？」


　呟く人影の眼がん下かにはザウエルの街並みが広がっていた。そこから見渡せば、全てとは言わぬまでも王都の半ば以上を視界の中に納おさめる事ができる。


　人影が立っているのは、ザウエルの街に幾いくつか設けられた物もの見み塔とうの上だ。


　元々は外敵の侵しん入にゆうをいち早く察さつ知ちするために設もうけられたものだが、魔法関係の警戒技術や王都の護衛を担当する近この衛え師し団だんの戦力充実により、現在では半ば放ほう棄きされている建物である。


「くそ──どこに居るんだ……」


　不ふ意いに……人影の傍かたわらの空間が水面の様に揺ゆれる。


　発生した歪ゆがみはそのまま収まる事なく、更に形を変え、色を帯おび──瞬またたく間に輪りん郭かくを得て蒼あおい髪に大きな紫むらさきのリボンを結びつけた少女の形に結けつ像ぞうした。
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「……少しは休んでくれ。このままでは倒たおれるぞ」


　少女は、まるで幻影であるかのように、脚あしの下に支えるものもなく風の中に佇たたずんでいる。常人ならば己おのれの眼を疑う様な光景であるが──人影は少女に視線を向ける事もなく、ただ一言平へい坦たんな口調でぼそりと言った。


「なんとかしろ」


　蒼い髪の少女は無表情に首を振った。


「肉体はどうとでもできるが、精神から来る疲労は私にはどうしようもない。せめて睡眠だけでもとってくれ」


「寝てろってのか？　のうのうと──この俺に？」


　人影の声には憎ぞう悪おの響きさえ含まれていた。


「……死んでない。死んでない筈だ。〈秩序守護者ピースメイカー〉の奴らだって探さがして居るんだ、絶対に死んでなんかいない筈なんだ」


「その事について異い論ろんを挟はさむ積もりはないが」


　青い髪の少女は淡たん々たんと言った。


「秩序守護者達よりも早く妹や姉を見つけたいのなら、効こう率りつよく、万全の体勢で望むのが賢かしこいやり方だ。貴方あなたが倒れてしまっては、かえって効率が下がる」


　人影は視線を滑らせ、蒼い髪の少女を横目でにらんだ。


「効率とか賢いやり方とか……おまえはそういう事しか言えないのか!?」


　投げ付けられた苛いら立だち含みの声に、少女は一瞬眼を伏せる。


「俺が潰つぶれたらラクウェルなり、他の〈守護者ガーデイアン〉因子を持った人間なりを探せばいいだろうが。所しよ詮せん〈竜騎士Ｄナイト〉は封ふう印いんを解く鍵かぎ──〈竜機神ドラグーン〉が全力稼か働どうするために必要な部品にすぎないんだろ？」


　そこまで言って──人影は口をつぐんだ。


　少女が俯うつむいたまま、顔を上げない。断だん罪ざいの言葉を浴びる科とが人にんの如ごとくただ無言でうなだれている──そんな様子を不審がる様に、人影は初めて傍かたわらに浮かぶ少女を振り返った。


　冷たい沈ちん黙もくが二人の間に横たわる。


　そして──


「……私はもう……二度とあんな想いをしたくはない」


　少女は呟つぶやく様に言った。


「……何？」


「信じてもらえなくても構かまわない。それは当然の事だ。だが……これだけは言っておく」


　少女は相あい変かわらず無表情なその顔を上げて、人影を見み据すえた。


「私は望んで貴方の側そばに居る。義務でも使命でもない。貴方達の力になる事を自みずから選んだ積もりだ。だから──」


　そこで自らの言葉に戸と惑まどうかのように、少女は黙り込んでしまう。


「………」


　青年は何か言おうとして表情を歪ゆがめ……しかし思いとどまったように沈黙を守った。








「…………」


　街を歩きながらフューレはふと視線を左右に滑すべらせる。


　気付いてからはやたらとその異い物ぶつの存在が目に付く様になった。いつからの事なのかははっきりと言えないが──それらが視界に入ってくる様になったのはここ一両日中の事である。それぞれ殊こと更さらに目立つ様な真ま似ねはしていないが……それでも数が数だけに違い和わ感かんは拭ぬぐえない。


　兵士だ。


　ラインヴァン王国の軍人達がしばしば街頭に立ち、あるいは集団で行き来しているのである。無論、単に客としてこの繁華街に来ているのならば歓かん迎げいこそすれ眉まゆを顰ひそめる筋すじ合あいではなかろう。兵士は気前の良い連中が多く、繁華街をよく潤うるおしてくれる。


　しかし軍服を着たまま、更に武装を帯びたまま──となると話は別だ。


　部隊章エンブレムを見る限りではどうも東方第四師団に属する部隊ばかりがあちこちに居る。現在の細かい配はい備び先さきなどはさすがにフューレも知らないが……どう考えても王国騎士団〈アンヴァー・ナイツ〉や王都護衛師団をさしおいて都市内を巡じゆん回かいする様な部隊ではない筈はずだ。


　無論……王おう都と治ち安あん維い持じ戦せん力りよくの増強を計はかる為に呼び寄せられたとも考えられるが、その割には本来、先頭に立って王都の治安を守るべく動いている筈の〈アンヴァー・ナイツ〉や王都護衛師団の姿を見ない。


　無論、一般人には騎士はともかく、兵士の区別なんぞはつかないだろうが……


「フューレ？」


　彼の表情に気付いたのか──傍らを歩いているパメラが首を傾かしげて声を掛けてくる。


「どうしたの？」


「あ……いや。別に」


　彼は曖あい昧まいに首を振った。


　今の自分には何の関係も無い連中の事で気を揉もむのも馬鹿馬鹿しい。今のフューレは繁華街を仕事場にする巡回用心棒であり、言ってみれば一民間人に過ぎない。


「なんでもない」


「変なの」


　小さく笑ってパメラが言った。








　……何やら街が物ぶつ騒そうになってきている。


　それはレオポルド・スコルプスにとって確定的な事実だった。


　一緒に行動している少女──ウイニア・チェスタは、しばしば見かける兵隊の姿などで、何となくその不ふ穏おんな空気を感じているようだが、レオポルドの様な確信は無いだろう。


　武術を修おさめる過程で、レオポルドはそれなりに敵の、あるいは自分の周囲の人間の気配を読むという能力を身に付けている。


　気配とはいわば、肉体的な領りよう域いきに漏もれてくる精神活動の影だ。殺意を抱けば殺気が漏れる。恐怖を抱けば怯おびえる気配がはっきりと漏れてしまう。自分の肉体運用について熟じゆく達たつした人間は、その影さえも押さえ込む事ができるのだが、普通の人間には望のぞむべくもない技術だ。


　だから──レオポルドには分かる。


　街で見かける兵士達が妙に殺気立っているのが分かる。ただの巡回作業パトロールなどである筈がない。少なくとも兵士達はいつ戦闘が始まっても不思議ではないと考えて緊張しているのだ。


「……失敗だったかな」


　そう呟いてレオポルドは宿に預あずけてきた愛用の長ちよう騎き剣けんと鎧よろいの事を思った。


　貴族である彼は街中の帯たい剣けんも許ゆるされているのだが……さすがの彼も、自分自身の身長ほどもある長騎剣を街中で持ち歩く程、常識は欠けつ落らくしていない。


　今のレオポルドは使い慣なれた武装一式を置いて、予備の小剣フアルシオンを腰の後ろに吊つって上からマントを羽は織おるという格かつ好こうである。


　だがそれが何となく頼りない。小剣の扱いに自信が無い訳では無論ないが、やはり長騎剣は手に馴な染じんでいるし、何というかレオポルドにとっては相性が良い。


「どうかしたんですか？」


　レオポルドと並んで昼過ぎの街を歩きながら、彼の連れ──ウイニアが声を掛けてくる。


「いや、まあ……大した事ではないと思いますが」


　レオポルドは気楽に笑ってみせる。強がりというより、ウイニアには自分の不安を伝でん染せんさせてはいけないと思ったからだ。


　それでなくても今──この少女の胸きよう中ちゆうは不安で一いつ杯ぱいの筈である。


　はるばるとタウルスの街から一人の少年に会いに来たこの少女は、その思し慕ぼの相手にあっさりと無視されてしまったのである。何か事情があるのではないか──そう考え直した様ではあるが、だからといって不安が完全に消えた訳ではあるまい。


「しかしどうなってるんでしょうね。バイラッハ邸には、何度行っても彼は居ない、の一点張りで。こっちの知り合いにもなかなか連絡が付かないし。案外、先日の大騒ぎと関係があるのかな」


「例のギアットの反乱軍がどうとか……って話ですか？」


「ええ。しかし困ったな」


　実を言えば、今もレオポルド達は、とある貴族の屋や敷しきで門もん前ぜん払ばらいを食らわされてきたばかりなのだ。


　先日のクリストファ──ウイニアの会いに来た少年である──の様子を見ていれば『知り合いです』と言ったところで彼が出てくるとは思えない。無論、バイラッハ邸には日につ参さんしているが、想像通り、相手側は『彼は居ない』の一点張りでとりつく島もなかった。


　仕方がないので、レオポルドは自分の貴族としてのツテを辿たどる、という方法を提案したのである。貴族が正式な面会を求めれば、そう無む下げに断ことわるまい、という判断だ。


　しかし──さすがに直接に繫つながりのない相手にいきなり面会を申し込んでもこちらの身分照会に時間と手間がかかるし、妙な勘かんぐりも受けるだろう。故に、レオポルドは王都に在住する父親の知ち己きを訪れてみたのだが……


「しかし本当に……面めん目ぼくない」


　気落ちした様子のレオポルドを慌あわててウイニアがなだめる。


「そんな事！　スコルプス様の責任でも何でもないじゃないですか」


　どの屋敷を尋たずねてみても、『主あるじは居ない』あるいは『現在、どなた様であろうと、主は会わない』と言われるばかりで、レオポルドのツテもほぼ全ぜん滅めつ状態だったのだ。追い返されるくらいならまだましで、そもそも声を上げても誰も出てこなかった屋敷さえある。


「それはそうなのかもしれないですけど……うーん、案外、父上も人望無いのかなあ」


「別にスコルプス男爵家がどう、というより、誰にも会わない、という感じが強かったですけども……」


「……うーん」


　それでも何やら納なつ得とく行かない様子で首をひねるレオポルド。


　無論、貴族達の大多数は水面下で進行している反乱の影えい響きようで、王都から脱出してしまったり、屋敷に閉じこもってしまったりしているのだが──レオポルドにもそこまでは分からない。


　何やら街中で見掛ける兵士達の殺気立った様子に不ふ穏おんな空気を感じはするものの……その一方で庶しよ民みんの生活に大きな変化はみられないのだ。間ま抜ぬけといえば確かに間抜けだが、彼の中で一連の不自然な状況や出来事が『反乱』という言葉に繫つながらないのも無理はなかった。


「しかし、これからどうす……」


　レオポルドはそう言いかけて──不意に沈ちん黙もくした。


　言葉が続かない。


　ふと上げた視界の中に──ウイニアの肩越し、王都の街並みの中に、見る筈はずのないものを見てしまったからだ。


「な……」


　まず眼に付いたのは金きん髪ぱつ。やや巻きの入った、鮮あざやかな金髪。


　そして碧あおい瞳ひとみ。猫のように、ちょっと気の強そうな、けれども愛らしい瞳。


　そして決定的だったのは──


「──だけどさあ、それはフューレだっておかしいってば。絶対！」


　その声。


　高く澄すんだ、そして可か憐れんだが同時に気け高だかさを、心の強さを感じさせる声。


「──うにゅ。そう言われると弱いけどさ」


　通りを並んで歩く少年と少女の姿すがた。


　兄妹なのか。それとも恋人同士か。何にしても彼等の格かつ好こうや様子そのものに特とく異いな点は見受けられない。


　だが──


「パ……」


　その一方にレオポルドは、見覚えがあった。忘れるはずがない。色々な意味で印象的であったし、共に信じがたい体験をも経へてきた。


　そして何より──彼が一ひと目め惚ぼれした相手だ。


　だが此こ処こに居る筈はずがない。


　彼女が此処にいる筈はないのだ。


「……スコルプス様？」


　レオポルドが絶ぜつ句くしているのに気付いたウイニアが、彼の見ている方向を振り返る。


　そして──彼女も絶句した。


「パ……」


　思わずその名が口をついて出る。


「パシフィカ!?」「パシフィカさん!?」


　声が重かさなる。


『──え？』


　同じ名を叫さけんだレオポルドとウイニアは、思わず互たがいの顔を見合わせた。




　第二章　記き憶おく喪そう失しつ







　一いつ瞬しゆんの──違い和わ感かん。


　その正体がウイニアには咄とつ嗟さに分からなかった。自分でも気付いていなかったが──それほどまでに彼女の存在はウイニアの中で大きな位置を占しめていたのだろう。自分の名を口にするのと同じ位の当然さ、自然さでウイニアはその名前を呼んでいた。


　パシフィカ。


　だから──傍かたわらの少年騎き士しが同じくその名を口にしたという事実に対して、ウイニアは咄嗟には何の疑問も抱いだかなかった。その事の意味を瞬間的に理解できなかったのだ。


　だが。


　すぐに違和感の正体に彼女は気付いた。


　どうしてレオポルドがパシフィカの名前を知っているのか？


　思わず彼と顔を見合わせる。


　困こん惑わくと驚きよう愕がくが入り交まじりレオポルドの表情は、彼も同じ気持ちである事を如によ実じつに物語っていた。恐おそらく自分も彼と似たような表情を浮うかべているのだろう。


『今──なんて？』


　期せずして同じ言葉が再び重ちよう複ふくする。その意味は今度こそ明めい白はくだった。


　絶ぜつ句くする二人。


　ウイニアとレオポルド。二人は偶ぐう然ぜんに出会い、偶然に共通の知り合いを持ちながら──今の今までお互たがいに気付いていなかったのである。


「あの──」


　沈ちん黙もくを振り払ってウイニアが声を上げる。


「スコルプス様──もしかして、パシフィカと……お知り合いなんですか？」


「──チェスタさんこそ」


　そう言ってから、二人は確認するように通りを歩く少年と少女に視線を戻もどした。


　やや癖くせのある金きん髪ぱつ。空そら色いろの双そう眸ぼう。深しん窓そうの令れい嬢じようの如き気き品ひんと、野良猫のようなふてぶてしさを同じ体の中に同居させた少女。


　衣装や髪型こそ変わっているが、それは記憶の中のパシフィカ・カスールの姿にほぼ合がつ致ちした。最後に会ってから何ヶ月もの時間が過ぎているが──その印象的な姿は見間違えようがない。


　その一方で、彼女と連れだって歩く少年の方にはウイニアは全まつたく見覚えがなかった。


　闇やみ色いろの髪かみと瞳ひとみのためか──何処かシャノンに似たような雰ふん囲い気きはあるが、彼よりは若じやつ干かん幼おさない印象がある。


　二人は何事かを喋しやべりながら歩いているが、喋っているのは専もつぱら少女の方で、少年は短い言葉で相あい槌づちを打つだけ──といった感じである。会話を嫌いやがっているとか、怒っているという様子もないので、元々あまり口数の多い方ではないのだろう。それでも無視するでもなく少女の会話に付き合っている事からすると、律りち儀ぎといえば律儀な性格なのかもしれない。そういう所もパシフィカの兄を少し連想させる。


「ええと──」


　二人は特にウイニア達に注意を払う様子もなく、そのまま通りを歩いて行く。遠ざかって行く二人の後ろ姿を眼で追いながらウイニアは言った。


「あの、お互いの事情説明はこの際、後回しにして──」


「分かっています。追いましょう」


　頷うなずくレオポルド。


　二人は少年少女の後を、一定距離を保たもって追い始めた。








　あれは何年前の事になるだろうか。随ずい分ぶんと遠い昔のような気もするのだが、実のところ十年も経過していないだろう。何やら随分と人生経験を積んできたように思ってしまうのだが、詰つまるところ自分はまだ二十歳にもなっていない若わか造ぞうに過ぎない──とフューレは内心で苦く笑しようする。それだけ密みつ度どの濃こい人生を送ってきているという事なのだろうか。


　それはともかく──


　想い出すのは猫の事。


　フューレは一匹の猫を拾った。


　いや──正確には拾ったのは彼自身ではない。確かに雨の中でその子猫を最初に抱き上げたのは彼だが……後にその猫の世話をしていたのは、同じくその場に居合わせた、彼の幼おさな馴な染じみだった。


　泥どろと埃ほこりにまみれた、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言い難がたい子猫。てっきり灰色と黒の斑まだら模も様ようだと思っていたのだが、洗ってみると見事な純白の体毛に変わってしまった。


　毛皮の色だけでこんなにも印象が変わるのかと驚おどろいた記憶がある。


　とはいえ──


「──どう？」


　そう言われてフューレは困こまった。


　眼の前には直ちよく立りつ不ふ動どうの──しかし何やら嬉うれしそうな表情を浮かべているパメラが居る。その隣となりには微笑とも苦笑ともつかない笑顔で立っている若い娘の店員が一人。


　パメラの試着している衣装は白を基調にしたもので、動うごき易やすく清潔感はあるものの、かなり地じ味みな代しろ物ものである。


　だが──それだけに着ている者の器き量りようがはっきりと出る格好ではあった。


　元々目鼻立ちの整った少女だとはフューレも思っていたが、出会った時のようなぼろぼろの旅たび装しよう束ぞくや、余あまった部分を縛しばって丈たけを調節したフューレの服を着た姿を見み慣なれていたせいか──こうして、ごく普通の女の子らしい格好をすると、妙に新しん鮮せんで可愛かわいらしく見える。


「ん──」


　フューレが困こん惑わくして沈黙していると、パメラは踊おどるように手を伸のばしたり、軽く首を傾かしげてみたりと、何やら色々な──それも、妙にわざとらしい姿勢ポーズをして見せる。


「……？」


　困惑を深めるフューレの側にすっと店員が寄ってきて、耳打ちした。


「ほら──何か言ってあげないと」


「あ、ああ。いや──」


　フューレは眉み間けんに皺しわを寄せて言った。


「よく分からん」


　似合っていないという訳ではない。それなりに可愛く見える。だが──着るものによっては、もっと愛らしくも美しくもなれる余よ地ちが残っているようにも見えた。はっきりと言うならば服がパメラの容よう姿しに負けている……そんな気がした。
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　とはいえ品しな揃ぞろえとしてもフューレの財さい布ふの中身としても、これ以上のものを求めるには無理がある。


　今──フューレ達が居るのは、王都でも下町の、庶しよ民みん向けの衣料品店である。


　衣料品店とは言っても衣服専門では商売が立ちゆかないのか、下着から装飾品、果ては雑ざつ貨かまで節せつ操そうなく取りそろえてあるような店である。


　品揃えの基本は安さと保もちの良さである。高級品を求めるならば、別の店に行かねばならない。


「こういう時はお世せ辞じにも『似合ってるよ、可愛いね』とか言うもんですよ」


　店員が苦笑して囁ささやく。


「そうか。そうだな……似合ってない事もないかな」


　自分の感想を事こと細こまかに説明するのも面倒だったし、上う手まく表現できる自信も無かったので、そう言ってみる。


「うわ。投げやり」


　パメラが顔をしかめて言った。


　それでも特に気分を害した訳ではないのか──彼女はすぐに表情を明るい笑えみに切り替かえて言った。


「ま──つきあいでもそういう言葉は嬉うれしいけどさ」


「そういうもんか」


　荒あらくれ男や大人おとなの女をあしらうには慣なれていても、同じ世代の少年少女となると途と端たんに勝手が分からなくなる──そんな自分をフューレも自覚はしていた。十四から十七までの三年間、つまりは思春期を軍で過ごしていたのだから当然と言えば当然ではあった。


（どこか歪ゆがんでるんだよな、やっぱり俺は）


　そんな事を考えてみたりもするフューレ。


　彼の内ない心しんなど知らぬ様子で、パメラは嬉うれしそうに自分の試し着ちやくした衣装をあちこちつまんで肌はだ触ざわりを確かめたりしている。


「いいの？　これ」


　大した服でもないとは思うのだが、本人はそれなりに気に入ったらしい。


「いいさ。そう高いもんでもないしな」


　いつまでもフューレの服を無む理り矢や理り着せておく訳にもいくまい。


「お買いあげ、ありがとうございます」


　店員が笑顔で一礼した。








　日曜の朝の礼れい拝はい。


　それは庶しよ民みんにとって、マウゼル教の教会施設で行われる行事としては、最もつとも身近なものであろう。


　日曜は早朝から礼拝堂が一般に開放され、多くの人々が訪おとずれる。余よ程ほど小さな村や町でもない限りマウゼル教の教会は置かれているし、礼拝に参加資格や条件はない。大きく解放された扉とびらは誰でも──特に熱心な信徒でなくとも寛かん容ように受け入れる。このため礼拝前の教会はちょっとした社しや交こう場じようとしての機能を果たす事も多い。


　礼拝行事の内容は、教典の朗ろう読どくと神しん官かんによる簡単な説せつ法ぽうだ。


　だがその内容そのものに人々は明めい確かくな意味を見いだしている訳ではなかろう。


　ただ繰くり返かえす日々の中でふと不安を覚えた時、疑問を感じた時、あるいは孤こ独どくに苛さいなまれた時、そこから離れて自分を見つめ直すための──時間と空間。それを提供する事こそがこの礼拝の役目であり、それを司つかさどる神官達の役目なのだ。


　少なくともコレット・モリーニはそう考えている。


　今日も今日とて彼女の説法が終わると、人々は誰からという訳でもなく席を立ち、コレットへの挨あい拶さつや知り合い同士の他た愛あいない会話を口にしながら教会を出て、それぞれの日常に戻ってゆく。


　だが──


　そもそも帰るべき日常を喪うしなってしまった者は、一体何ど処こに行けば良いのか。


「あ……」


　コレットは眼を瞬しばたたかせて礼拝堂の片かた隅すみを眺ながめる。


　幾いくつも並べられた長なが椅い子すの最さい後こう尾びの列、更にその一番端はしに一人の青年が座すわっていた。


　黒衣のその青年は、長椅子に身を沈しずめるようにして座ったまま、動かない。他の礼拝者達は既すでに帰ってしまっていて、残っているのはその青年だけだ。


　一瞬、寝ているのかとも思ったが──


「どうされました？」


　ふと気になったコレットは近づいて声をかけた。


　俯うつむき加か減げんだった青年の顔が上がる。


　端たん整せいな顔かお立だちだ。


　うなじの辺あたりで束たばねている黒の長髪。鋭するどい眼がん光こうを宿やどす瞳ひとみ。女性的でさえあるその整ととのい方ながら、青年の顔には歴れき戦せんの戦士然とした凄すごみのようなものが漂ただよっていた。


　だが──コレットは直感的に思う。


　この人はひどく疲つかれている。肉体的にではない。精神的にとても消しよう耗もうしている。


「何か──お悩なやみでも？　私でよろしければ御ご相そう談だんに乗らせていただきますが？」


　教会には誰にも話せないような悩みを抱かかえて煩はん悶もんした末に、その精神的な清算を求めてやってくる人間も多い。その悩みを聞き、彼等自身に変わってそれに一つの結論を与あたえてやるのも、神官の勤つとめである。


「まだ修しゆ行ぎよう中ちゆうの身ではありますが──」


　無言で自分を見上げてくる青年の視線に、何やら得え体たいの知れない圧あつ力りよくを感じ、コレットは言い訳する様に付け加えた。


　実は一般礼拝における説せつ法ぽうや教きよう典てんの朗読は、神官自身の修行をも兼かねている。コレットも聖地グレンデルから、つい一ヶ月前にこの教会──王都に幾つもある教会施設の一つ──に配はい属ぞくされてきたばかりである。


　ましてまだ若い女性神官、しかも内面の気弱さが顔に出ている彼女は、自分があまり信頼感を与えるような外見をしていない事は自覚している。


　だが──


「いや──いいんだ」


　青年はふと表情を緩ゆるめる。


　だが何処か自や棄けっぱちな彼の微笑が気になって、コレットは彼の前に膝ひざをつき、その表情を正面から覗のぞき込んだ。


「私では頼りなく思われるかもしれませんが──誰かに話してしまえば、それだけで楽になるものですよ？　無理強いはいたしませんが……そんなお顔をして座っておられると、こちらとしても気になります」


　ふと青年の笑みに皮ひ肉にくの色が混じる。


「俺はマウゼル教の信者じゃないんだよ」


「それは問題ではありません」


　コレットはきっぱりと言った。


「誰であろうと──目の前で困っている方を放ほう置ちして、何が聖職者ですか」


　青年はほんの少しだが、驚いた様な表情を示した。


　しばし何事か言葉を探していた様であったが、やがて青年はしみじみとした──ひどく懐なつかしいものでも見掛けたかの様な口調で言った。


「……あんた、いい人だな」


「いえ、あの、それは神官として当然の──」


　自分から真正面に青年を見み据すえた癖くせに、いざ真まっ直すぐ彼の視線を受けるとコレットはどぎまぎした。この程度で焦あせっているようでは、まだまだ精神修養が足りない──などと自分に言い聞かせてみるものの、どうにも鼓こ動どうが落ち着かない。


　しかし若じやつ干かん頰ほおの赤みを増したコレットには特に興きよう味みもない様子で、青年はふと、想い出したように言った。


「……実は妹が行ゆく方え不ふ明めいでな」


「そ、それは……心配でしょうね」


　しみじみとコレットは言う。


　一瞬でものぼせた自分が恥はずかしかった。


「まあ、姉とか知り合いとかも行方不明なんだが──他の連中は自分の事は自分で何とかできる。だが妹だけは……細かい事情は省はぶくが、俺が側にいてやらないと、命が危ない」


　さらりと剣けん呑のんな内容を口にする青年。


「──え？」


「さんざん探し回ったが、見つからない。だからまあ──よく人が集まる教会にでも来てみたら何か手て掛がかりはあるか、とも思ったんだよ。正直、俺が脚あしを踏ふみ入れるには抵抗のある場所だったが。色々な意味で」


「そ、それで……？」


　尋たずねた瞬間コレットは、しまった──と内心臍ほぞを嚙かんだ。


　今此こ処こにこうして座っている以上、彼の行こう為いが無む駄だに終わったという事は誰の目にも明白だ。それを、わざわざ確認させるのは──何と残ざん酷こくな真ま似ねか。


「いや……今日は収しゆう穫かくはなかったがね。まあ俺は諦あきらめの悪い人間だからな。また日を改あらためて来てみるよ」


　だが青年は特に傷ついた様子もなく肩を竦すくめて言った。


「私にお手伝いできる事があればいいのですが……」


「いや。気持ちは有あり難がたいが、正直言って今のところ手て詰づまりだ。どうしていいか、途と方ほうに暮れていたところさ」


「はあ……」


　自分まで途方に暮れたような気持ちになってコレットは溜ため息いきをつく。


「で、では──妹さんが早く無事で見つかるようにお祈りを」


「それもいい」


　青年は苦笑めいた表情を浮かべて首を振る。


「あんた個人の気持ちだけで十分だ。俺も妹も、神様の御ご加か護ごを期待できるような立場じゃないんでな」


「え？　それは──」


「──こんな所に居たか」


　不ふ意いに──声が割り込んでくる。


　開かれたままの扉とびら。そこから雪な崩だれ込こんでくる日差しの中にくっきりと浮かぶ影。


　長い髪をした女の輪りん郭かくがそこには在った。


「宗しゆう旨し替がえでもしたか？」


　言いながら悠ゆう然ぜんとその女は礼拝堂の中に入ってくる。光と影の優ゆう劣れつが入れ替わり、その姿は黒一色の人型から若い娘の──長い黒髪と黒い瞳の娘の姿へと変化する。


「あ──ええと」


　コレットは青年と娘を見比べてから──自分でもひどく間抜けな反応だとは心の何ど処こかで思いつつも──尋たずねた。


「妹さん、ですか？」


「アレは違う」


　振り向いてその姿を確認する事さえもせず──青年は皮ひ肉にくめいた口調で答えた。


「妹だったかもしれない──他人さ」


「──え？」


　意味が分からずに目を白黒させるコレット。


　だが彼女はこの目の前の青年が──ひどく哀かなしんでいる様にも見えた。


「あの、一体それは──」


「席を外はずしてくれ」


　娘が言う。


　途と端たんに──コレットは自分の心が硬こう直ちよくするのを感じた。


　困こん惑わくも躊ちゆう躇ちよも瞬しゆん時じに消しよう滅めつし、ただその娘の言葉を実行する事だけが至上の目的のように思えてくる。心の何処かでおかしいとは思いつつも、その違い和わ感かんを自分の表ひよう層そう的てきな意識や行動に結びつける事がどうしても出来ない。


　だが──精神の当とう惑わくとは裏うら腹はらに身体からだはまるで別人のそれであるかの様に動いて一礼した。


「分かりました。では」


　ひどく疲つかれて、悩なやんで、苦しんで──コレットには青年のその姿にそんな気持ちが透すけて見えるような気がする。青年の様子がひどく気がかりなのに──しかし彼女の表層意識はその未み練れんを強ごう引いんに押さえ込んでしまった。


　青年と娘に背を向けて奥おくへと引っ込むコレット。


「決着を付けるために、もう一度戦やり直そう──って訳でもなさそうだが」


　その場から離れる彼女の背中を──ふと思いついた様に青年がそう言う声がかすめた。








　パメラと並んで歩きながらフューレは小さく溜ため息いきをついた。


（まったく──）


　パメラは上じよう機き嫌げんで買ったばかりの服が詰まった紙袋を抱だいて歩いている。なんだかんだで下着を含ふくめて計三着分を買い、その内の一着を着ている。


「──ん、何？」


　フューレの視線に気付いたのか、パメラが振り返って声を掛けてくる。


「いや──別に」


「見み惚とれるんなら遠慮はいらないわよ」


「自じ意い識しき過か剰じようもそこまで来ると大したもんだ」


「何よ、自分だって変に大人ぶって年とし寄より臭くさい──」


　言いかけて、パメラはふと驚おどろいたように眼を瞬しばたたかせる。


「──どうした？」


「いや。何となく……どこかで……」


　そう口の中でもごもごと呟つぶやくとパメラは眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾かしげる。


「……」


　そんなパメラを束つかの間ま眺ながめ──そしてフューレは視線を逸そらした。


　気がつくと視界の隅すみにパメラが居る。


　彼女を拾って数日間──彼女と一緒にいる時間が多いせいか、気がつくと彼女の姿を視界の隅に捉とらえている事が多い。それはつまり半なかば無意識のうちに、眼で彼女を追っているという事だ。


　やんちゃな猫のようで目が離せない、というのはあるかもしれない。


　だが──


「でもさ、フューレってなんかこう変に大人びてるよね」


　パメラが何やら嬉うれしそうに言ってくる。


「本当に十八？」


「しばらく軍ぐん役えきについていたからな」


　言ってから──気付いた。


　退たい役えきしてからずっとその事を彼は誰にも喋しやべった事は無かった。適てき度どな距離感を保たもって他人と接するには、自分は略りやく歴れき不ふ明めいであった方が楽だからだ。


「へえ。元軍人なんだ。その歳で」


「──軍に居たのは三年間だけだ」


　そう簡かん潔けつに言って視線を前方に戻もどして話題を打ち切る。


　三年。そうたった三年だ。十四から十七の時までの三年間。まるで十年以上の歳さい月げつのようにも感じては居たが、たかがその程度。


　思えば──幼おさなかったのだろう。


　暴力に長じる事が強さだと思っていた。街の悪ガキを束たばねて暴れ回っていたが、ある時軍帰りの男に、簡単に叩たたきのめされた。


　それが悔くやしくて彼は軍に入ったのだ。


　才能は元よりあったのだろう。彼はとびきり優秀な成績で初年度の初期訓練を終えた。


　評価五──最高評価値で彼は訓練施設を出て、部隊に配はい属ぞくされた。


　だが──


「よく考えたら私フューレの事、何にも知らないよねえ」


　腕を組んで何やら表情を険けわしくさせるパメラ。だがフューレは呆あきれたように彼女を振り返って言う。


「よくも何も──自分の事だって分かってない訳だろうが」


「いや、それはそれ。これはこれ。だってさあ、若い男と同じ屋根の下となると、相手の素す性じようくらいは分かってないと乙おと女めの危機があっさりやってきそうじゃない？」


「…………」


　居い候そうろうの癖に何をほざく──とは思ったが、面めん倒どうなのでフューレは突っ込むのを止めた。


　しかしここ数日間の記き憶おくしかないのに、この少女はどうしてこうも開けっぴろげに陽気なのか。


「あ。何よそのつまんなそうな顔は。そういう態度って女心を傷つけるもんなのよ？　そこそこいい顔してる癖に、フューレって女の子に持てないでしょお」


「余よ計けいなお世話だ」


　フューレは呻うめくように言葉を返した。


「怒った？」


　からかうような表情でパメラがそう尋たずねてくる。


　フューレは小さく首を振った。


　いつの間にか家の前まで戻ってきている。他た愛あいない散歩兼買い物ではあったが、一人でしている時に比べると時間の感覚が少し違う。


　パメラは早足に歩いて、フューレの前に回り込む。まるで家の玄げん関かんを背にして通せんぼをしているような位置だが──


「ありがとね」


　不意にパメラはそんな事を言ってきた。


「……何が？」


　フューレが眉まゆをひそめて尋ねる。


　記憶が欠けつ落らくしているせいか、それとも元々の性格なのか、パメラはしばしば唐とう突とつに話題を変えてくる。だが支し離り滅めつ裂れつかというとそうでもない。


　要するに見た目以上に頭の回転が早いのだろう、という事には、フューレも昨日思い至ったばかりだ。


「まあ──これでも感謝してるのよ。ありがとね」


「だから、何が」


「拾ひろってもらった事。フューレに拾ってもらってなかったら、脳のう天てんぱーの私なんか、どうなってた事か」


　笑いながらパメラが言う。


　その笑顔が妙に人ひと懐なつっこくて──フューレは苦笑を浮かべた。


　本当にあの時の猫のようだ。


　気き紛まぐれに、その時とき々どきで振る舞いが変わる。あくまで自分の調子ペースを基本にしていて周囲に流される事はなく──しかし何ど処こか根本的な部分ではフューレにもそれなりに気を遣つかっているのか、その勝手な言動は憎にくめない。


　このままパメラと暮らすのも悪くはない。そんな風に思ったりもした。


　どこかに置き忘れてきたものを取り戻せる様な、そんな気がする。そんな気にさせてくれる少女だった。


　だが。


　この少女にはどこか、此こ処こではない、別の居場所が在るはずなのだ。自分の隣となりではない、誰かの側そばが。


　それが、何となく分かる。


　少女の仕し草ぐさや言動の端はし々ばしに、ここに来る以前の生活の影がちらつく事がある。無論、本人はそのような事を自覚はしていないだろうが。


　だからいけない。


　これが当たり前になってしまったら駄だ目めなのだ。この少女が側にいて、自分の帰りを家で待っていてくれる事に……慣なれてしまってはいけないのだ。


　いつかは居なくなる人間だ。


　彼女の居場所は此処ではない。


「ちょっと」


　少女が顔をしかめて言ってくる。


「そこではやっぱり『脳天ぱーだなんて。そんな事ないよ』とか、ここは否ひ定ていするのが健全な社会性だと思うんだけど」


「好きに言ってろ」


　そう言ってフューレは溜ため息いきをついた。








「〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉は何処だ？」


　座ったままの青年を見下ろしながら、黒髪の娘が静かな口調で尋たずねる。


　シーズ・アーティラリイ。


　どこか戦せん士し然ぜんとした硬こう骨こつな印象をまとった娘だが、まさかその正体が、腕の一振りで一つの街をも消し飛ばせる程の破壊力を秘めた超存在──正しくはその端たん末まつだと見抜ける人間は居まい。


　実際──こうして相対していても、美しいがそれだけの、人間の娘に見える。


「行ゆく方え不ふ明めいだ。分かってるだろうが？」


　青年──シャノンは呟くように応じた。


　言葉の一つ一つを発するだけでひどく疲れる。


　眼の前の相手が敵だという事は百も承知だ。だが、だからこそ──苦にがい。ただこうして向かい合っているだけで、ひどく心の奥が苦い。


「生きているか死んでいるかも分からない」


「我々はどういう形であれ、その死亡が確認されない限り、生きていると類るい推すいする。死亡した事にして時間を稼かせぐという手段も在るからな」


「ああ──そういう手も在ったか」


　シャノンは投げやりな口調で言った。


「貴様等に見つけられないのなら──むしろこのまま、ずっと誰にも見つからない方がいいのかもな」


「言っておくがステアの宣言は未いまだ有ゆう効こうだ。〈律法を破る者〉が王都に居るという確証が無ければ、一日に数万人ずつ王都の人間を殺してゆくぞ」


「だから──」


　にぶい音が会話に混じる。


　苛いら立だたしげに振られたシャノンの拳こぶしは、椅い子すの背せに半なかば以上食い込んで、止まっていた。


「こっちだって探さがしてるんだ！　勝手な事ばかりほざくなっ！」


　拳を無む造ぞう作さに椅子の背から抜くと、シャノンはその鋭するどい黒こく瞳どうで娘を見み据すえた。


「ゼフィリスといい、ナタリイといい、お前達といい……兵器なら兵器の格好をしていればいいものを……人間の格好をして、人間みたいに振る舞って……そのくせ、人間とは思えないような冷れい酷こく無む惨ざんな言葉を平へい然ぜんと吐はきまくる……！」


「この姿が、不ふ愉ゆ快かいか」


　シーズの口調はひたすら冷れい徹てつで、感情の揺ゆらぎが感じられない。


「不愉快じゃないとでも思うのか？　だからお前達は兵器なんだよ。人間の形をしているだけの、化ばけ物ものだ」


　吐はき捨てるかの様な口調でシャノンは言った。


「お前達にとって人間ってのは蟻あり以い下かなんだろうさ。好きな時に好きな様に踏ふみつぶせる。だったらそれに相応ふさわしい化け物の格好で常に居ればいいだろう。嬲なぶるような、馬鹿にするような──そんな真ま似ねをしやがって」


「言っておくが」


　シーズは冷厳な態度を崩くずさず、淡たん々たんと言う。


「確かに貴様の立場からすれば我々は敵であり、情なさけ容よう赦しやない邪じや悪あくの化け身しんにさえ見えるかもしれない。


　だが我々はそもそもこの世界の、そして人類という種族の守護者ガーデイアンだ。高い視点から見れば、人類を破滅に導みちびこうとしているのは、むしろ貴様の妹や貴様に取り憑ついているアーフィ・シリーズだ。その事を勘かん違ちがいしているのではないか？」


「人類の守護者ね──」


　シャノンは鼻を鳴らして笑う。


「何十人も何百人も殺しておいて、よく言う」


「大たい局きよく的てきに見て必要な行こう為いならば我等は躊躇ためらわない。それが我等の責務だ。我等が護まもるのは人類種族の安あん寧ねいであり、個々人の運命には関かん知ちする必要もない」


　シャノンは思わず反論しようと口を開いて──しかし言葉ではなく溜ため息いきを吐ついて口を閉とじた。意味がない。無む駄だだ。こいつはスィンではない。人間でさえない。


「私に敵意を持つのは貴様の勝手だが、それでは尚なお更さら疲ひ労ろうするぞ」


「……なんだと？」


「私は今から貴様に同行して監かん視しする。〈律法〉システムと同調したシヴィリアン・タイプの処理能力は、必要とあれば百万人の中から一人を検けん索さくして捜さがし出す事もできる。だが、〈律法を破る者〉の特性はそういった検索や探たん査さを受け付けない。


　既すでに〈律法を破る者〉が死亡している可能性もあるが、死体を発見し形けい相そう分ぶん析せきをして本人である事の確認をしない限り、彼女の脅きよう威いは消えない。ステアが前に一度それで騙だまされているそうだからな」


「…………」


　シャノンは一瞬、吐はき気さえ覚えた。


　この秩序守護者が同行する？　四六時中、自分の側そばに居る？


　考えただけで憂ゆう鬱うつ極きわまりない。


「逆に言えば、貴様が既すでに彼女を発見していて、我々に見つからないよう隠かくしていたとしても、我々には探知しようがない。


　もし隠しているのならばステアの提案通り毎日数万人ずつ殺して貴様達に精神的な揺ゆさぶりをかける方法も有効だが、本当に貴様達も彼女を見失っている場合、それは単なる無む駄だだ。人間を殺す事そのものは我等の本意ではない。


　よって貴様を監視する事にしたのだ。


　貴様ならば〈律法を破る者〉の癖くせや価値観といった些さ細さいな情報から、直感的に彼女の行動を予よ測そくして探し当てる事ができるかもしれない。また匿かくまっている場合は恒こう常じよう的てきな監視によって馬ば脚きやくを現す可能性が高い」


　しばし無言でシーズの言葉を聞き──彼は疲れたような口調でぽつりと言った。


「……俺が了りよう承しようすると思うか？」


「貴様に選択の自由はない」


　シーズは冷れい徹てつな口調で言い放つ。


　彼女は秩序守護者。人間よりも絶対上位に在ると〈律法〉に定められた存在である。確かに彼女にとって人間の自由意志を尊重する必要性などない。


「拒こばめば貴様が彼女を隠いん匿とくしていると判断して、王都の人間を宣告通りステアが殺し始める。それとも、今此こ処こで私ともう一度戦うか？　巻まき添ぞえでこの都はすぐに消しよう滅めつするぞ」


　挑ちよう発はつするような響きはない。


　事務的であるが故にその口調ははっきりとシーズの本気を物語っていた。


　教会の内部の空気が冷えてゆく。


　傍はた目めからみればただ若い男と女が向かい合って言葉を交かわしているだけの情景だが──事情を知る者ならば緊きん張ちよう感かんで卒そつ倒とうしかねない場面ではあった。確かにこの両者が本気で争えば王都とて瞬またたく間に消しよう滅めつするだろう。今此こ処こで二人が交わしている言葉は、ザウエルの住人百数十万人の命運を決するものでもあったのだ。


　危険極きわまりない静せい寂じやくが教会の中に満みちる。


　そして──


「……本当に、死んだんだな」


　シャノンは沈黙に飽あきたかの様に──ふとした口調で呟つぶやいた。


「──スィンは」


「…………」


　シーズは答えない。


　シャノンはしばし目の前の虚こ空くうに意味もなく視線を注そそいでいたが──


「……好きにしろ」


　そう言って立ち上がった。








「パシフィカ、ですよね」


　ウイニアがふと不安げに言う。


　細い路ろ地じの入り口──建物の陰かげから半分だけ顔を出しながら、彼女は先程見かけた少女と少年が、小さな家屋の中に消えてゆくのを確認していた。


「服も髪型も違うけど──」


　そう言って振り返る。


　レオポルドは、どこぞで拾ってきたらしい『娯ご楽らくの殿でん堂どう・お試ためし料金・半時間五十セトメぽっきり！』などと書かれた微び妙みようにいかがわしい看かん板ばんを抱かかえながら──どうもそれで姿を隠かくしている積もりらしいのだが──頷うなずいた。


「間違いない筈です。瘦やせても枯かれてもこのレオポルド・スコルプス、求きゆう婚こんした女性の顔を見間違う程、恥知らずではありません」


「きゅ、求婚っ!?」


「いやまあ、とりあえずは振ふられたような形になっておりますが」


　照れながらレオポルドが後頭部を搔かき──


「だ、だからといってだからといって、お、お、お、男と、男と同どう棲せいなど……あああああああパシフィカさん……！」


　看かん板ばんを放り出し、わなわなと両手を振るわせながらレオポルドが両目からだくだくと涙を流し始める。


「あの……つかぬ事をお聞きしますが。スコルプス様は、パシフィカの素す性じようをご存じですか？」


　ウイニアの探るような物言いに、レオポルドは器き用ように落らく涙るいを止め、珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せてウイニアを見据えた。


「どういう意味です？」


「いえ、なんていうか、彼女の生まれとかそういう──」


　ウイニアは言いよどむ。


　当然だ。彼女が〈廃棄王女〉であると知れば、この生き真ま面じ目めな少年騎士がどういう反はん応のうを示すか、分かったものではない。


　だが──彼がパシフィカの素性を知っているかどうかで、今後、彼に対する基本姿勢についてウイニアは変える必要がある。


　レオポルドはしばし眉まゆを顰ひそめて何やら考え込んでいたが……


「……そう尋たずねてくるって事は、ご存じなんですね──〈廃棄王女〉の一件を」


　その言葉に、ウイニアは安あん堵どの溜ため息いきをついた。


　レオポルドには感謝もしているし、好感も持っている。だからこそ、彼を騙だますような真似は極きよく力りよく避さけたかったのである。


「はい。では彼女が人間以外の何かに追われているという事も？」


「知っています。シャノンさんとラクウェルさんの事も」


　そう言って頷うなずくレオポルド。


「それを分かってて求婚されたんですか？」


　だとしたら呆あきれた神経である。


　もっともこの少年騎士らしい、ともウイニアは思ったが。


「ああ、いえ、求婚したのはそれを知る前ですが。しかし……一体、どういう事なんでしょうね。そもそも、パシフィカさんがこんな場所に居る筈がないですし、シャノンさんやラクウェルさんの姿も見あたりませんし」


「そうなんですよね」


　ウイニアが知る限り、パシフィカ達は王都とは反対方向に向かっていた筈だ。その彼女が常識的に考えてこの街に居る筈がない。


　そもそも王室から追われているパシフィカにとって、この王都は敵の本ほん拠きよのような場所である。普ふ通つうに考えればこんな所に乗り込んできて平へい然ぜんと暮らしている筈もない。


「でも本当に──あれ、パシフィカなんでしょうか。スコルプス様のお目を疑うたがうわけではないんですけど、今頃こんな所に彼女がいる筈はないし……それに何より、さっき、私達が声を上げた時に、聞こえてたと思うんです。自分の名前が呼ばれるのを。でも、全然彼女は反応しなかったし──」


　通常──雑ざつ音おん混まじりの状況下でも、人間は自分の名前を呼ばれると雑音の中から敏びん感かんにその声を拾い出して反応するものだ。


「そ、そうですね。この世の中、そっくりさんは必ず居るといいますし。他人の空そら似にであれば僕としても──なんというか、安心できます。でないと、でないとあのパシフィカさんが、パシフィカさんが、男と、男とど、ど、どうどう、どうせ──」


「同棲、ですか？」


「ああああああああ」


　さらりと言ってのけたウイニアの横で、頭を抱えるレオポルド。


　その時──


「──!?」


　不意にレオポルドの表情が凍こおる。


　同時に──彼は跳はねる様にして身体からだを伸のばすと、その動きに載のせて後方へ跳ちよう躍やく。


　何の脈絡もない唐突な行動である。


「え!?」


　一瞬、ウイニアは何がなんだか分からなかった。


　目に映うつるのはナイフのものらしい柄え。


　レオポルドが立っていた場所に、彼と入れ替かわるようにしてそれが生えていたのを見た瞬しゆん間かんさえ、その事実の意味が分からなかった。


　だが──


「何者っ!?」


　レオポルドが腰から小剣フアルシオンを抜き放ちながら叫ぶ。彼が身み構がまえるのを見て、ようやくウイニアは悟さとった──誰かが何ど処こかからナイフを投げて、それがレオポルドの立っていた場所に刺さったのだと。


　ウイニアが鈍にぶいのではない。レオポルドの反応が早すぎるのである。そして──ナイフを投げた者の反応も、また。


　そして──


「──!!」


　文字通り疾しつ風ぷうの様な早さで駆かける人影。


　地を蹴けり、壁かべを蹴り、凄すさまじい勢いに任まかせて、路地を成す建物の壁をまるで地面のように走りつつ──見ている者の平へい衡こう感かん覚かくを狂くるわせるかの様な動きで、その人影はレオポルドに襲おそいかかった。


「くっ!?」


　振り下ろされるナイフの一撃を辛かろうじて小剣で受け止めるレオポルド。


　しかも──人影は猫か猿の様に、するりと危あぶなげない動きで着ちやく地ちすると、その場に転ころがっていた小さな木き桶おけを、膝ひざと足首だけでひょいと真ま上うえに蹴けり上げる。


　人影の膝ひざ上うえ辺あたりに跳はね上げられる木桶。


「──え？」


　レオポルドがその動きに意表をつかれた瞬間──鉄てつ槌ついの様に振られた人影の右足に木桶は蹴り出され、投とう石せき器きの弾たまの如ごとく、高速で回転しながらレオポルドの顔面へと突っ込んできた。


「なっ！」


　身を横へと滑すべらせて木桶をかわすレオポルド。


　辛うじてではあるものの直撃を避よけた彼の反射神経は称しよう賛さんに値あたいするだろう。しかし、まさかその様な攻こう撃げきが来るとは思っていなかったレオポルドは、姿勢を崩くずしてしまった。


　そこへ、人影が滑るように接近。


　レオポルドは体勢を立て直そうとして──その身体が壁に当たった。


　狭せまい路地裏。騎士としての戦闘を主しゆ眼がんとして武術修練を繰り返してきたレオポルドは、こういった狭い場所、しかも変へん則そく的てきな相手と戦たたかう事に慣なれていなかった。


「…………っ！」


　だがそれでも小剣を突き出せたのは、日頃の修しゆう練れんの賜物であったろう。


「く──」


　時間が、凍こおる。


　レオポルドの突き出した小剣は相手に突き刺さりこそしなかったが、その首くび筋すじに触れていた。彼がそれをわずかに引き戻すだけで、相手の首は血を噴ふくだろう。


　しかし。


　同時に相手のナイフも、レオポルドのこめかみに突きつけられていた。こめかみは頭部において最もつとも骨ほねが薄うすい部分だ。鋭えい利りな刃は物ものであれば、簡単に貫つらぬける。


　レオポルドと襲撃者と──互たがいに相手の命を握にぎっている状態だ。
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「み……見事」


　呻うめくようにレオポルドが言う。


「何者だ──ってのはこっちの台詞せりふだな」


　ナイフをレオポルドのこめかみに突きつけながら、その人影は言った。


「ずっとつけてきていたろう」


　ウイニアが息を呑のむ気け配はいが伝わってくる。


　その人影は──パシフィカと一緒に居たあの少年だった。




　第三章　錯さく　綜そう







　屈くつ託たくのない──ただそれだけの意味のない笑顔。驚おどろきも懐なつかしさも、無論喜びさえもない、純じゆん粋すいな朗ほがらかさ。


　それが何より痛かった。


「……お友達？」


　ごく自然にフューレにそう尋たずねる少女を見て──ウイニアは膝ひざが萎なえるような無む力りよく感かんを味わっていた。


「……ああ」


　フューレは無ぶ愛あい想そうにそう頷うなずくと、テーブルにつき、レオポルドとウイニアにも座すわるように勧すすめた。


「すまんが茶だけでも沸わかしてくれるか？」


「いつもやらせたがらない癖くせに」


「いいから」


　フューレが押しつけるような口調で言うと、パメラと呼ばれている少女は肩を竦すくめてから奥おくの台所へと入っていった。


「……どうだ？」


　声を潜ひそめ、若じやつ干かん物もの憂うげな声でフューレが尋ねる。


「間ま違ちがいないと──思います」


　ウイニアが溜ため息いき混まじりに言う。


「僕もそう思いますね」


　レオポルドも台所を振り返って言った。


「僕たちの事は綺き麗れいさっぱり忘れてしまわれている様ですが──」


　ここで落ち込んだようにレオポルドは表情を暗くしつつも、そのまま言葉を続つづけて断だん言げんした。


「彼女はパシフィカ・カスールです。なんて言うか──顔立ちや声は無論ですが、雰ふん囲い気きというか、そういうものもそっくりです。しゃべり方とか、その呼吸の間の取り方とか」


「呼吸の間？」


　ウイニアが尋たずねてくる。


「ああ──ある程度、武道をやっていると、敵かどうかに限らず、相手との間合いとかその呼吸を取る調子リズムとかを無意識に測はかる様になるんですよ」


「そうだな」


　同意を求めるように視線を向けられ、フューレは頷うなずいた。


　もっともフューレは、自分が身に付けたものは『武道』などという大たい層そうな言い方で呼ばれるものではないと思っている。


　単なる戦闘術。思想や理想などとは無む縁えんの『敵の殺し方』だ。


「しかしパメラ──いや、パシフィカ、だったか？　あいつの知り合いが出てきてくれたのは助かった。これで厄やつ介かい払ばらいできる」


　言って──フューレは一瞬その表情を歪ゆがめる。


　ウイニアの眼には、それは、ある種の後うしろめたさの現あらわれの様ように映うつった。


　厄介払い。


　多た分ぶん彼自身はそうは思っていないのだろう。むしろその逆の様にも見える。


「ええと、タクトさん──」


「フューレでいい」


　ウイニアの言葉を遮さえぎるようにフューレが言う。フューレ・タクト。それがウイニア達の聞いた彼の名前だ。下町の酒場で用心棒をして生せい計けいを立てているという。


　だがそれ以上の事を彼は語らなかった。


　レオポルドと相あい対たいした時の動きからして、彼がそこらの用心棒とは一線を画かくす戦闘技術を持っている事は、素人しろうとであるウイニアにも分かる。レオポルドの戦闘力がどれ程ほど並なみ外はずれたものであるか──王都に来る途と中ちゆうで彼女は何度も目撃していた。


　それに。


　彼女が切きり盛もりしていた宿やど屋やには傭よう兵へいなどが泊まった事も何度かあり、荒あら事ごとに従じゆう事じする者達のまとう雰囲気、というものにはある種の共通性がある事を、ウイニアは知っていた。


　そして例外がある事も。


　彼女は今までにその例外を三人、知っている。


　レオポルド、シャノン、そして……クリストファである。


　とことんにまで強い人間は、自分の強さを表に出さない。弱い犬ほど良く吠ほえるというが──その逆に、本当に強い者は周囲を威い嚇かくする必要がないからだ。


　そういう意味で、このフューレも彼等と極きわめて近い場所に居るのだという事は分かる。無ぶ愛あい想そうではあるし、ある意味で近付きがたい雰囲気はあるのだが──決して周囲を怯おびえさせるような刺とげ々とげしい雰囲気はない。


「フューレさん。パシフィカと出会った時は、彼女は一人だったんですか？」


「一人だった。港の近くの路地裏をふらふら歩いてた」


　フューレがテーブルに頰ほお杖づえをつきながら言う。


「たまたま通りがかった俺に『ごめん。ちょっといいかな。ここどこ？　今はいつ？　ついでに、私って、誰だれなんだろ？』とか聞いてきたんだが。正直、一いつ瞬しゆんコレかと思ったぜ」


　フューレは頭の横で人差し指を立ててくるくると回して見せた。


「パ……パシフィカらしいといえばらしいような」


「どういう『らしさ』だ」


　そういう状況でも物もの怖おじせずに他人に声を掛かけてものを聞いてしまえる──そんな屈くつ託たくのなさ、誰かに先入観なしに接する事のできる優しさといった部分は、まさしくウイニアがあこがれたパシフィカの『強さ』だ。


　辛つらい状況に晒さらされてきた筈だ。


　裏切られた事もあるだろう。


　罵ののしられた事もあるだろう。


　だがそんな目に遭あいながらも、歪ゆがまず曲まがらず、他人に触ふれる事を恐れず、真まっ直すぐに自分自身を育てる事のできる──そんな、心の『強さ』。


「パシフィカには、いつも一緒に彼女の兄と姉が居た筈なのです。なんというか──少々特とく殊しゆな事情があって。絶対に行動を共にしている筈なんです。一時的に離はなれる事はあっても、何日も離れるなんて事、ないと思うんですけど……」


「それらしい人間は見かけてないがな」


　フューレが言う。


「もっとも──振る舞いを見ていると、誰かと一緒に暮らしていたらしい事は分かるが」


　そういう人間の影が、言動の背はい後ごにちらつくのだ、とフューレは言う。


「…………」


「なんだ？」


　眉まゆをひそめてこちらに聞いてくるフューレを眺ながめながら、ウイニアは思う。


（この人──パシフィカの事が好きなんだ）


　本人が自覚しているかどうかはともかく、彼女に好意を持っているのは間違いない──情が移るというのとは別の意味で。


　惹ひかれているからこそ、その誰かの一挙手一投足が気になるのだ。言葉の一つ一つを正確に覚えてしまうのだ。自分の中で無意識のうちに繰り返してしまうのだ。そして……だからこそ彼女の背後にシャノンやラクウェルの影を見るのだ。


　それはウイニアにも経験のある事だから、よく分かる。


「まさか──シャノンさん達は……」


　レオポルドが表情を強こわ張ばらせて呟つぶやく。


「いや、でもまさか──」


　レオポルドが言いよどんでいる内容は、ウイニアにも想像が付く。


　シャノン達が死んだのではないか。


　彼はそう考えているのだ。実際、〈廃棄王女〉たるパシフィカを殺すため、まず護衛役のシャノン達を排はい除じよしようと考えるのは自然な発想だろう。


「側にいて当然の人間が居ない、となれば可能性は二つだな。はぐれたまま、見つけられていないか、さもなくば──死んだか、だ」


　フューレはあっさりと言った。


「しかし、あいつの兄と姉か──そいつらも変人なのか？」


「──え？」


「記き憶おく喪そう失しつに陥おちいって──それを自じ覚かくしている筈なのに、全然気にしてないように明るいからな、あいつ。同じように……」


「違います！」


　レオポルドが怒ったように口を挟はさむ。


「パシフィカさんが明るく見えるのは、記憶喪失だから──」


　そこまで言いかけて、レオポルドは黙り込んだ。パシフィカや、シャノンの事を変人呼ばわりされたのが気に障さわったのだろう。実に彼らしい反応だが──


「スコルプス様」


「あ、いえ──」


　レオポルドは口ごもって俯うつむく。


　ウイニアにも分かっている。パシフィカが明るいのは──むしろ当然の事なのだ。


　今の彼女には〈廃棄王女〉という最も重い抑よく圧あつの原因がない。本人はその事実に気付いていなくても、心が軽くなっているのは事実だろう。


「なんか、事情がありそうだな」


「それは──」


　歳からすれば不ふ相そう応おうなほどの鋭するどい瞳ひとみで見み据すえられ、ウイニアは口ごもる。


「まあ、他人の事情なんざどうでもいいが」


　そう言って肩を竦すくめるフューレ。


　そこへ──


「お茶、入ったよ」


　と声がする。


　見ると、茶を載のせたトレイを持ったまま、台所と居間の扉とびらを開いて中に入ろうと、パメラは──パシフィカは、足首を扉に引っかけて引っ張っている。


　だが、立て付けが悪いのか、それとも力の入れ方がおかしいのか、うまく扉が開かない。片足だけでトレイを持って立つパシフィカの姿はいかにも危あぶなっかしかった。


「あ、ごめんなさい、手伝います──」


　そう言って慌あわててウイニアは立ち上がった。








　海岸沿ぞいの倉そう庫こ街がい。


　戦略級攻性魔法〈奈落ギンヌンガガプ〉の影えい響きようで少なからず被ひ害がいが出たこの沿えん岸がん地ち域いきは、現在人通りがほとんど無い。


　一般に戦略級攻性魔法というものはその正体が知られていないため、その破壊力は無論の事、後にどのような影響が出るのか、といった部分も庶しよ民みんにとっては全くの謎なぞとなっている。このため、沿岸地域には〈奈落〉の副作用である種の『呪のろい』が発生しているだの、殺されたギアット帝国反乱軍の兵士達が怨おん霊りようとなって彷徨さまよって居るだの、出所も分からない様な噂うわさが流れ、人々を遠ざけているのだ。


　もっとも、これを幸さいわいと、津波や重力変動の余よ波はで破壊された倉庫などから、物資を盗ぬすんで行く火事場泥どろ棒ぼうのような連中も出ているのは事実だが。


　そして──


　今、気け怠だるい夕陽を受けて、長々と通りの路ろ面めんに刻きざまれた人影が二つある。


　その影を辿たどれば、そこには共に長い黒髪をした男と女の姿が見受けられる。


　男は長ちよう身しん瘦そう軀くに髪や眼と同じ漆しつ黒こくの装しよう束ぞくと、やはり漆黒の鞘さやに収おさめられた刀を帯おびる青年。女は整った顔立ちと豊ほう満まんな体軀ながら、どこか女らしさよりもある種の硬かたさ、殺気に近いような冷たさをまとわりつかせている娘。


　連れだって歩いているものの、青年は娘の方を見ようとはせず、たまたま同じ方向に歩いている他人の様な雰ふん囲い気きがある。


　言うまでもなく──シャノンとシーズである。


「こんな場所に居るとは思えないが」


「…………」


　傍かたわらのシーズの言葉にシャノンは立ち止まって眉をひそめた。


「──どうしていちいちついてくる？」


「監かん視しすると言ったはずだが」


　シーズが感情のこもらない声で言う。


「だからって俺の横に四六時中突っ立ってられたら、たまらん」


「苛いら立だっているな」


「苛立ってるとも」


　シャノンは吐はき捨てるように言った。


「化け物が側そばにいるかと思うとな。それが人間というもんだ」


「…………」


　シーズは特に表情を変える事もなく、シャノンの横に並んで歩いている。


　だが──


「──アーフィからどこまで真実を聞いている？」


「真実？　お前達が人類を裏うら切ぎって侵しん略りやく者しやの手先になり、最終的には人類を閉じこめておくための看かん守しゆになった事か？」


「言葉とは便利なものだ」


　シーズは言った。相変わらず淡たん々たんとした口調で皮肉な響きは感じられないが──


「同じ事実にしても比ひ喩ゆや形けい容よう詞し如い何かんで何とでも印象を操そう作さできる。精せい密みつ性せい、正確性に欠けるな」


「何が言いたい？」


「侵しん略りやく者しや──と定義するのは簡単だが、ではその侵略者は何のために人類領域に対し侵略を行った？　略りやく奪だつか？　殲せん滅めつか？　違う。どちらもなされていない」


「…………」


「彼等は、何のためにわざわざ『封ふうじ込める』などという手段を採った？　懲ちよう罰ばつか？　これも違う。懲罰であればそれは罰された者が罰である事を認識し、屈くつ辱じよくと苦痛を感じねばならない。だがお前達はそれを感じた事があるのか？」


　シーズの言葉にシャノンは立ち止まった。


「……だが現に、お前達は多くの人間を殺してる。タウルスでも、〈スキッド〉でも。そしてこの王都でも殺そうとしている」


「〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉が居るからだ」


　シーズは怯ひるむ事なく言った。


「この世界を瓦が解かいさせる要素を持った〈律法を破る者〉の存在を、我等は見み過すごすわけにはいかない。我等はこの世界を、この世界に住む人類を守るという使命を背負っているからだ」


「確かに言葉は、使い方を選べばいくらでも印象を操作できるな」


　青年が皮肉な口調で言うが、娘の無表情は小こ揺ゆるぎもしない。


「だが、もし〈律法を破る者〉が存在しなかったとしたら、シャノン・カスール、お前は我々の存在にすら気付かなかったろう。


　全すべては〈律法を破る者〉から──いや、それを用意した者達の計画から始まった」


「…………」


「どうせ聞いているのだろう、アーフィ・ゼフィリス。否定する事ができるのなら出てきて否定するがいい」


　シーズは虚こ空くうに向かって言い放つが──どこからも反応は無い。


「利用されていたのだ、お前達は」


「何のために？」


「無論、敗北したブラウニン──正確にはブラウニンと呼ばれる軍事組織の復ふく讐しゆうと、そしてこの封棄世界から人類を解放する為に」


「…………」


「今のお前達に何か、それが関係があるか？　この世界を『閉とじこめられた』ものとして認識した事は？　この世界の『狭せまさ』に息が詰つまった事は？　生まれてこの方、一度でもあるか？　誰かそれをこの世界の中で感じた事があるのか？」


「それは──」


「ないだろう。確かにお前達はかごの中の鳥かもしれん。だがそれを鳥が認識できなければかごなどないも同然ではないか。いや、むしろ致ち命めい的てきな外敵などから守られ、環境が安定し、保証されている分、より優すぐれた生存条件だとは思わないか？」


　シーズは相手の反応を待つように、そこで言葉を切るが──シャノンは答えない。


「我々は〈律法を破る者〉が憎にくくてその抹まつ殺さつを画かく策さくしている訳ではない。彼女は敗北したブラウニンが残した、呪のろい、鳥かごを破るための楔くさび。その為に彼女の誕生は計画され、用意され、実現された。最初から、我等この世界の守護者に対する、兵器として。


　我々は相あい容いれない存在だ。だがそれを望のぞんだのは私でもなければ〈律法を破る者〉本人でもない。シャノン・カスール、貴様は我々〈秩序守護者ピースメイカー〉を悪と単純に決めつけたい様だが、全てを仕組んだのが誰なのか、もう一度考えてみる事だな」


　黙もつ考こうを促うながすかの様にシーズがそこで言葉を切る。


　二人の間に何度目かの重たい沈ちん黙もくが横たわり──


「──いやに饒じよう舌ぜつだな」


　短い沈黙に飽あきたかの様に、シャノンは言った。


「そうだな」


　シーズは呟つぶやく様に言う。


「……『化け物』でも、いわれのない非ひ難なんを受けるのはやはり気分のいいものではない、という事だ」


　そう言ってシーズは歩調を早め、シャノンの前に出る。あるいはシャノンの歩調が鈍にぶったのかもしれない。どちらであるにせよ、その事自体に意味はないだろう。


　ただ──


　廃はい墟きよのような倉庫街を一陣の潮しお風かぜが吹き抜け、娘の長い黒髪が舞った。


　露あらわになるうなじと──そして耳元。


　片方だけのイアリングが気け怠だるい色の夕陽を受けて、ささやかな輝きを放った。








「まずいわね」


　目を開いてジルが言う。


　相変わらずの、千年一日の如ごとく変わらぬ微笑を浮かべたまま、ジルヴェステは部屋の中の少年達を振り返った。


　ゆらゆらと小さな炎を揺ゆらせている暖だん炉ろの周囲に、四人の少年達が居る。


　一人はフォルシス王子、もう一人はクリストファ・アーマライト、そして他の二人はクリスと同じく〈オブスティネート・アロウ〉の特務戦技兵である。
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　彼等の居るのは、〈バロネス〉が別人の名義で確保している屋敷の一つだ。


　特定の人物を匿かくまったりするのに用意しているもので、〈バロネス〉とこの屋敷の所有者が同一人物であるという事は、特務戦技兵達を除けば三人と知る者は居ないらしい。


　内ない装そうも広さも、平均的な貴族の別べつ邸てい、といった印象である。


　だが──今、窓という窓はカーテンが降ろされ、暖炉の炎も必要最小限のものになっている。その気になって魔ま導どう士しや気配を読める人間が調べればこの隠れ家の中に人間が居るのはすぐに分かるだろうが、ただでさえそういった特殊技能者の数は少ないし、広い王都の中から一軒の隠かくれ家がを探すのは相そう当とうな重労働だろう。


　ここはまず何よりも目立たないのが先決である。


　しかし──


「一時間ごとの未み来らい予よ測そくを行おこなった訳だけど。三時間後の風景に私達が居ないのよ」


「それは──どういう意味だ？」


　特務戦技兵の一人が尋たずねてくる。


「つまり三時間後、私達はこの屋敷に居ない可能性がある、という事。確率的には──そうね。諸要素を加か味みして考えれば的中率は三割ってところ」


「居ない……」


　フォルシス王子が呟く。


「それはつまり、僕達がここから移動したか、させられたか、という事だね？」


「御ぎよ意い」


　フォルシスの言葉にジルは頷うなずいた。


「どちらにせよ、我々にその意い図とは無かった、という事は、予想外の事態が起こる、という事か」


「起きないという可能性も高いのだけれどね」


　ジルのその言葉に、特務戦技兵達は顔をしかめた。


　未来予測。


　この不安定で正確さに欠ける能力に頼たよって、クリストファ達は動いている。


　単純に情報戦、あるいは組織だった暗殺、誘ゆう拐かいといった作業に関しては、クリストファ達よりも実戦経験があり、装そう備びも人数も多い〈ブラック・ホーク〉側が有利だ。


　この構こう図ずをひっくり返すための奇札ジヨーカーとしてクリストファ達は〈クリムゾン・ソード〉の中でも特に未来予測能力の高い者達の予知に従って動いている訳だが……


「断片的な映像イメージから来る予知だけに、判断を間違うと自分の首を絞めかねないな」


　クリストファが呟つぶやく。


　まるで機械式時計の様に、自動的かつ正確に戦闘作業を行える様訓練されてきたクリストファ達にとって、こういった曖あい昧まいな情報による行動方針の決定は、ひどく神経をすり減へらす作業ではあった。


「魔法で探知された、という可能性は？」


　フォルシスが言ってくる。


「王都の内部には禁法地帯が幾いくつも虫食い穴の様にありますから──魔法による広域探査は無理です。それに魔導士達は、沖おき合あいに停泊しているギアットの強きよう襲しゆう魔ま導どう艦かんや先せん遣けん艦かん隊たい、それに街中の敵性兵力への牽けん制せいと監かん視しに忙ぼう殺さつされている筈なので、こちらの探査にそう大人数は回していない筈はずですが」


　別の特務戦技兵が言う。


「見み極きわめ時だね」


　クリストファが呟くように言う。


「この班の指揮者は貴方あなたよ、クリス。判断は任まかせるけれど」


　ジルの言葉にクリストファは一瞬考え込むような表情を見せたが──


「分かった。移動しよう。状況、青の四。デニス、サットン、二戦術単位半径で周辺を索さく敵てき。十分で済すませろ。ジルねーさん、済まないが、十分後の未来予測で僕達の姿を確認。安全確認の後、移動する」


「……どこへ？」


　若じやつ干かん不安げな表情でフォルシス王子が尋たずねてくる。


「王都を出ます。とりあえずはグレンデルの親王室派神官である、ガーネスト・ホーグ枢すう機き卿きようの所へ」


「……分かった」


　クリストファの言葉にフォルシスは頷うなずいた。








「──パシフィカ？」


　まるで初めて聞く意味不明の単語であるかのように、少女は──パシフィカ・カスール本人は、語尾をつり上げて怪け訝げんの響きを声に載のせながら言った。


「それが、私の名前？」


「──だそうだ、この二人によると」


　フューレが投げやりな口調で答える。


「私の事、知ってるんだ？」


「ええ、それはもう」


　レオポルドが、続いてウイニアも頷うなずく。


「私の友達？　家族？　ご近所さん？　何？」


　興きよう味み津しん々しんといった様子で──当然と言えば当然だろうが──尋ねてくるパシフィカの様子に、やはりウイニアは少し胸が痛いたんだ。


　不意に、この子はやはりパシフィカ・カスールに姿すがた形かたちが酷こく似じしているだけの別人ではないか、といった考えが頭をもたげてくる。


「立場的には友達──というのが一番近いと思います」


　本人にこういった事を説明するのは忸じく怩じたるものがあるのだろう。少々言いにくそうにレオポルドが説明する。


「僕もウイニアさんも、旅を続けていた貴女あなたと、旅先で出会った人間です。貴女の兄上、姉上と一緒に──本当に覚えていないんですか？」


「ごめん」


　顔をしかめてパシフィカが言う。


「全然、綺き麗れいさっぱり？」


「う……うん」


「あんなに仲の良かったシャノンさんとラクウェルさんの──兄上と姉上の事も、忘れてしまわれたんですか？」


「うー……なんか私が凄すごく薄はく情じよう者ものに聞こえる……」


　パシフィカが上うわ目め遣づかいにレオポルドを見つめるが、レオポルドは悲ひ嘆たんのためか、ある種の興こう奮ふん状じよう態たいで言葉を続けた。


「リタおばあさんの事も？　フィーシェやデュメテアの事も？　あのキダーフという殺し屋の事も？　〈魔バ蟲グ〉に殺されかかった事も、僕と貴女の結婚の事も──」


「ちょっと待て」


　フューレが口を挟はさむ。


「なんか黙だまって聞いてると微び妙みように洒落しやれにならん単語が混じってないか？」


「あ、いや、それは──」


「大体結婚って何だ、結婚って」


　フューレの言葉で改あらためてパシフィカも気付いたのか、眼を瞬しばたたかせてレオポルドを見つめる。


「ちょっと。何？　私ってばその──スコルプスさんとそーゆー関係だったの？」


「あ、いや、その」


　言葉に詰つまるレオポルドを見て、ウイニアは内心、苦笑した。


　パシフィカが自分達の事を覚えていない状態は確かにレオポルドとしては哀かなしいものがあるだろう。だが、逆に言えばこの状態を逆さか手てにとって、自分に都つ合ごうのいい情報を彼女に刷すり込む事だってできる筈なのだ。


　それができないのは──というか、そんな事を考えもしないのは、やはりそれだけこの少年騎士が善人だという事だろう。


「僕が求婚して──振られたというか、うやむやになったまま、なのですが」


「そ、そうなんだ──」


　言ってパシフィカは眼を丸くする。


　ここで照れたり、戸と惑まどったりするかと思いきや──


「ふっふっふ」


　などと反そっくり返って意味ありげにフューレの方を向いてみたりする。


「なんだ、その笑いは」


「どう？　さんざか馬鹿にしたり無視してくれたりしたけど。私が美少女だという証明がここに！」


「物もの好ずきが一人出てきただけだろが」


　白けた感じでフューレが言う。


　もっともウイニアはその口調の端はしに潜ひそんだ揺ゆれに気付いたが。動どう揺よう、とまではいかないまでも、少々気になる話題ではあるのだろう。


「む。ここでこう、眼から鱗うろこがぽろぽろぽろと落ちまくって私を見直し、惚ほれ直すという展開はないの？」


「ないない」


　溜ため息いきをついてフューレが言う。


「あ。でも意外。今の今までスコルプスさんとチェスタさんがそーゆー関係かと思ったけど。仲良さそうだし」


「何をおっしゃいます。僕はパシフィカさん一ひと筋すじ、ウイニアさんは──とと」


　さすがにここでぺらぺらとクリスの事を喋しやべるのは、ウイニアに悪いと思ったのだろう。レオポルドは口を濁にごした。


　クリス。クリストファ。


　ふとウイニアは居ても立ってもいられないような気分になる。


　彼の事はひどく気にかかる。なんといっても彼女はクリスに会うためにここまでやってきたからだ。


　だがその一方でパシフィカを──それもシャノンやラクウェルとはぐれ、記憶さえ失い、自分が追われる立場である事さえ知らない彼女を放っておく訳にもいかない。


　いっそ身体からだが二つあったら。そんな事さえウイニアは思う。


「えへへ──なんか嬉うれしいなあ、そういうの」


　そんなウイニアの葛かつ藤とうなど露つゆ知しらぬ様子で、パシフィカがにへら、と相そう好ごうを崩くずす。


「聞いて聞いて。フューレってさ、何日もこんな美少女と一緒に住んでる癖くせに、てんで無関心なのよね。そりゃいきなり、へはへは言いながら襲おそわれても困るけどさあ、ちょっとそういうのって自信なくすというかなんというか」


「そ、そうなんですか。いや、それは良かった。本当に良かった」


　レオポルドが嬉しそうに言う。だがパシフィカは面白くないのか、顔をしかめて尋たずねる。


「なんでよ」


「パシフィカさんが、そう簡単に男と……ど、ど、ど、同どう棲せいするような破は廉れん恥ちな方だとは思っておりませんでしたが、やはり現実に一緒の建たて物ものに入るのを見てしまうと──心配で心配で、も一つ心配で、おまけに心配で！」


「……スコルプスさんって、案あん外がい妄もう想そう逞たくましくない？」


　ちょっと身を引きつつパシフィカが言う。


「ああ、そのような名前でお呼びくださいますな！　以前のようにレオ、と！」


「うーん」


「何はともあれ、タクトさんにはお礼を言わねば。そしてありがとうございました。後は僕がパシフィカさんを責任持ってお守りしますので──」


「いや、待て」


　フューレが若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな表情で片手を挙あげ、レオポルドの言葉を制せいした。


「喜んでいる所を悪いが、はいそうですか、とパメラ──いや、パシフィカだったか。こいつを引き渡すわけにはいかねえよ」


「な、何な故ぜ？」


　拒こばまれるとは想ってもみなかったのか、明らかに動どう揺ようと不ふ満まんを表情に滲にじませてレオポルドが尋ねる。


「『結婚』の一語ばかりが注目されてるけどな。そもそもかなり不ふ穏おんな単語も出てきていたぞ？　キダーフってのは、あの職業的殺人者の、キダーフ・ザ・サイレンサーじゃないのか？　〈魔蟲使いバグハンドラー〉の」


「……な、なんでそんな事を、貴方は？」


　驚いたようにレオポルドが尋ねる。


「軍でもちょっと特殊な部署に居たからな。職業的殺人者の中でも有名な連中の名前は聞き覚えがある」


「あ。軍人さんだったんですか」


　若干、今更とも思えるようなウイニアの言葉にフューレは小さく頷うなずいた。


「元、だがな。とにかく──そんな凄すご腕うでに狙ねらわれていたと分かった上で、『はいそうですか』と引き渡す訳にはいかんだろ」


　睨にらむような眼でレオポルドを見据えるフューレ。


「いや、しかし僕がお守りしますから──」


「貴様程度の腕で超一流の職業的殺人者と対等に渡り合えると思ってるのか？　自うぬ惚ぼれるな」


　さすがにこの言葉には温おん厚こうなレオポルドもかちんと来たらしい。


「では貴方なら守れるというのですか？　先ほどは僕と引き分けたではありませんか」


「本気でそう思ってるところが、青いっていうんだよ」


「あの。私の意見は？」


　パシフィカが口を挟はさむが、何な故ぜかフューレとレオポルド、双方からきっぱりと無む視しされた。単純に目の前の相手に敵てき意いを燃やすのに忙しくて、聞こえていなかっただけなのかもしれないが。


「手て加か減げんしていたと？」


「殺気が無かったからな」


　当然だと言わんばかりにフューレが応おうじる。


「ならばもう一度戦ってみますか？　僕だって本来の力ではなかった」


　珍めずらしく挑ちよう発はつ的てきな口調と目つきで言うレオポルド。


　それを苦にが々にがしい表情で見据えながらフューレは言った。


「すぐそうやって熱くなるから、相手の実力も読めないんだよ。いいだろう。気は進まないが、実力の差というものを教えてやる」


「ちょ、ちょっとお二人とも──」


　ウイニアがなだめようとしても、二人は振り向きもしない。


「こんな事やっている場合じゃないでしょう。パシフィカも、止とめて！」


「え。でも──」


　ウイニアに言われてパシフィカは腕を組み、考える事──数秒。


　何を思ったか、パシフィカは腕うで組ぐみをとくと、両手を胸元で祈るように合わせて、いきなり目を潤うるませながら──器き用ような、とウイニアは内心驚く──言った。


「やめて、二人とも！　私のために争わないでッ！　ああ、なんか青春って感じだけど、それはそれでおいといてっ！」


　今度は声が届いたのか、二人は同時にパシフィカを振り返って、言った。


「黙だまってろ」「黙っててください」


　眼を丸くして硬こう直ちよくするパシフィカ。


　彼女は首だけでウイニアの方を振り返り、言った。


「えと。駄だ目めでした」


「ああああああ」


　ウイニアは頭を抱かかえた。








「クリス──」


　呼ばれて馬車の点検をしていたクリスは振り返った。


　ジルヴェステがいつもの微び笑しようを貼はり付かせたまま、側に寄ってきて、囁ささやく。


「気になるのは分かるけど。今は集中した方がいいわよ」


「──何の話？」


「ウイニア・チェスタの事」


「…………」


　クリスは憮ぶ然ぜんとした表情で馬車の点検を再開する。


「心配しなくても、一般人にそんなに影響は出ないわよ、今度の一件は。貴方あなたが彼女を無視した判断は正しかったわよ」


「見てたの？」


「ええもう。それは可愛かわいい弟の事だから」


　どこまで冗じよう談だんなのか本気なのか、いま一つこのジルヴェステという少女は見切りが付けにくい。


　もっとも──特務戦技兵達は、任にん務む遂すい行こう中ちゆうは相そう互ご監かん視しの義務を負う。クリスとウイニアの再会の場面も、仲間から監視されていたとしても不思議はないし、その事について今更憤ふん慨がいするような青さは、クリスにはない。


「大だい丈じよう夫ぶ、またきちんと会えるから。今は我が慢まんした方がいいわ」


「……それは予知？」


「希望的観測」


　あっさりとジルヴェステが言うので、クリスも苦笑を浮かべた。


「でも今は貴方が私達の指揮官なのよ。今の貴方は駒こまじゃない。フォルシス王子は無論、私やデニスとサットンの命運をも握にぎってるの。だから集中して」


「……正直言って、荷が重いね」


　素す直なおにクリスがそう言う。


「いい答え」


「──そう？」


「軽いと思われたら、たまらないもの」


「それはそうだ」


　クリスは肩を竦すくめた。


「でも大抵の特務戦技兵はそうは言わないわよ？」


「……」


「守るって言うのは、そういう事なんだって。〈バロネス〉がそう言っていたわ。自分の命でも他人の命でも──それが重いと思うからこそ、そう簡単に投げ出せない。とても当たり前の事よ。でもどれだけの特務戦技兵がその当たり前の事を分かっているか……」


「僕だって分かってなかった。ついこの間までは」


「そうね。でもだからこそ、あなたは、そういう意味では希望なんだって。特務戦技兵という立場をいつか卒業できるかもしれない、自分自身にかけられた呪のろいを越えていける最初の人になれるかもしれないから」


「…………」


　クリスは一瞬、手を止めてジルヴェステを──まるでその背後に〈バロネス〉の姿を見ようとするかの様に──見て、言った。


「それこそ、荷が重いよ」








　去ってゆくレオポルドとウイニアの背中を眺ながめつつ、フューレは顔をしかめていた。


　我ながら子供じみた約束をしてしまった──そんな想いが在ある。


　短い舌戦の後、後日、どちらが強いか決闘めいた腕うで比くらべをする事を、彼はレオポルドと約束してしまったのである。


　正直な所、フューレの見立てではレオポルドの腕はかなり良い部類に入る。


　恐らく単純に武術の腕という意味ではフューレと同等か──あるいは彼よりも上かもしれない。


　その程度の事はフューレにも分かる。


　だがその動きはあまりにも単純で、本人の性格を如によ実じつに表している。端たん的てきに言ってしまえば、はったり技わざや、ある種の外げ道どう技わざなどをぶつけられると、途と端たんに隙すきが出来る。わざわざフューレが壁を蹴けって襲いかかった事、あるいは桶おけを蹴り出して攻撃した事などは、それを見抜いたが故の行動だ。そうでなければあのような変へん則そく的てきで危険の大きい戦い方など、フューレもしない。


　自分の弱点をレオポルドも多少は自覚しているらしいが、そういった際に自分にどれだけ大きな隙が出来ているのか、までは自覚できていない様だ。そしてそれは、フューレであれば少なくとも二回は彼の急所を突つく事ができる程の隙であった。


　戦闘とは、単純に技の切れや速さを競きそう事ではない。周囲の状況、相手の心理、その場にある物品、その他諸もろ々もろを全すべて利用した上で、自分が『負けない』あるいは『死なない』事を目指す、という作業を意味する。


　その意味でレオポルドの戦い方は素す直なおすぎるし、正せい々せい堂どう々どうとしすぎている。


「フューレ？　何よ、まだ怒ってるの？」


　ずっと戸口に立ったままの彼に、中からパシフィカがそんな声を掛けてくる。


「いや、そういう訳じゃないが」


　言いながらフューレはパシフィカを振り返り、そして言った。


「すまん、ちょっとだけ出てくる。食事の用意の方は、適当に頼たのむ。何だったら一人で食ってくれ」


「え？　どうしたのよ。後から追いついて闇やみ討うちしようとか、考えてるんじゃないでしょうね。それはいくらなんでも」


「するか、んな事」


　言い捨てて、フューレは歩き出す。


　一番最初に通りかかった角を曲がって、立ち止まり、フューレはポケットから紙巻き煙草たばことマッチを取り出した。


　片手で器き用ようにマッチをすって火を付けると、彼は煙草を吸い始める。なんというか──昔悪ガキに混じっていた頃に粋いきがって吸っていた習慣が残っているだけだが、短い時間を潰つぶすには丁ちよう度どいい小道具だ。


　そして。


「煙草は感心しないぞ」


「肺活量に影響が出るような吸い方はしてねえよ」


　不意にかかった声に、フューレは驚く様子もなく答えた。


「しかし今日はえらく客の多い日だな」


　フューレは言って傍かたわらを振り返る。


　そこには一人の男が立っていた。丁度建物の暗がりの部分に居るために、その人にん相そう風ふう体ていははっきりとしないのだが──


「で、何の用だ」


「招しよう集しゆうがかかった。二日以内に〈ホーク・ネスト〉に出頭しろ──〈レイス〉」


「今更、暗号名コードネームなんぞで呼ぶな。俺はとっくに軍を退たい役えきしたぞ」


「辞表は受じゆ理りされていない。現在お前は予備役扱いになっている」


「知った事か」


　煙草を路面に投げ捨てながらフューレは言った。


「今は一人でも人員が必要だ。少佐もお前の能力は高く──」


「だ、か、ら！　知らねえよ。俺はもう部外者だ。放っておいてくれ」


「……また、来る」


　そう言って人影は去っていった。


「全く──人手が要いる、とか言いながら暇ひまな事してんじゃねえよ」


　呻うめくように呟くと、フューレは溜ため息いきをついて地面にくすぶっている煙草をブーツの靴底で踏ふみ潰つぶした。




　第四章　暗殺者と騎き士しと







　大小のナイフを総計十本。


　他に鋼こう糸しを五本と急所を護まもる簡かん易い防ぼう具ぐ。


　それらを食卓の上に並べて眺ながめながらフューレは短く溜ため息いきをついた。


「……何をやってんだ、俺は」


　馬鹿馬鹿しい話だ。


　彼がやろうとしているのは本物の戦闘ではない。言ってしまえば喧けん嘩かだ。それも──認めたくない事だが、女絡がらみの。痴ち話わ喧げん嘩かの類たぐいでないのがまだ救いだが──これに完全とは言わないまでも、軍時代の標準武装を以もつて臨のぞもうというのだ。冷れい静せいになってみれば、どうしようもなく恥はずかしい事を自分はしようとしている。


　しかし──


「うわ。行商でもすんの？　ナイフの」


「するか、んなもん」


　横手からフューレの装そう備びを眺めつつ、パメラ──いや、パシフィカが声を掛けてくる。


「あ。これ林りん檎ごの皮かわ剝むきによさそう」


「やめろ。錆さびる」


　そう言ってパシフィカのつまんでいたナイフを取り返す。しばしパシフィカはフューレの『武装』を黙だまって眺めていたが──珍めずらしく溜め息をついて言った。


「ねえ──止めようよ。あのレオポルドって人、悪い人じゃなさそうだし。何も喧嘩しなくっても」


「悪い奴やつではないかもしれないが、頼たよりない」


　フューレは断言した。


「まともに戦えばそうでもないだろうけどな。変へん則そく技わざにかなり弱い。職業的殺人者と渡り合うには、経験不足だ」


「フューレも似たような歳じゃない」


「歳はな」


　そう言ってフューレはナイフを革鞘シースに収めると、手足や腰に金具や紐ひもを使って固定してゆく。


　前記の通り、歳も体力も、単純に武術としての熟達度もフューレとレオポルドは大差ない。本人がどれだけ自覚しているかは分からないが、恐らくレオポルドには剣術に関して相当な才能が在る。しかもその上で彼は修練を怠おこたってもいない。むしろ競技試合のような単純な条件でやり合えば、フューレが負ける可能性も高かった。


　だが決定的な違いが彼とレオポルドにはある。


　確かめた訳ではないが間違いなかろう。


　レオポルドは多分──人を殺した事が無い。


　剣を扱うその速さと角度にわずかな躊躇ためらいが見えるのだ。


　最後の一線で刃を停とめる事を前ぜん提ていに剣を振る者と、最初から振り抜く積もりで剣を撃うち込む者と……その速さや見切りに差が出るのは当然の事だ。殺意の有る無しではない。『殺しても構かまわない』と思うだけの割り切りが無ければ、本来の戦闘力を発はつ揮きしきれる訳がないのだ。


　その事をフューレは身を以もつて知っている。


　だが……何な故ぜかその事を指し摘てきするのは躊躇われた。特にパシフィカの前では。


「職業的殺人者……殺し屋」


　ふとパシフィカがそう呟つぶやく。


　彼女にすれば何なに気げなく思い出した言葉であろうが、ふとフューレは心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早まるのを感じた。


　殺し屋。殺人者。人殺し。


　この少女はそういった人間達の事をどう考えているのであろうか。


　恐おそれるか。忌いみ嫌きらうか。それとも──


「でも私って……なんで狙ねらわれてるのかな？」


「──俺に聞いてどうするよ」


　ナイフを固定すると、フューレは次に防具を付けてゆく。護まもってくれる部分は少なく、強度も大したものではないが──その分、動きを阻そ害がいしない。


「ひょっとして──」


　何か思いついた様子でパシフィカは口に手を当てる。


「──ひょっとして？」


「……あまりに美しいから、とか」


「その自じ意い識しき過か剰じような所には俺も時とき折おり殺さつ意いを覚おぼえたりするな」


「なんでよー」


　膨ふくれ面つらでパシフィカが言ってくる。


「しかし、よく考えればそこらの事情はレオポルドも何も言っていなかったな。連れの子──ウイニアとかいったっけか──彼女も何か知っている様だったが」


　考えてみれば間抜けな話である。レオポルドとの会話だけで頭に来てしまって、確認するのを忘れてしまったのだ。


　思えば、昔からフューレにはそういうところがある。非常に重要な局面──例たとえば命のやりとりをしている場合には、ひどく冷静であったりするのに、とてもつまらない事にムキになってしまって、周まわりが見えなくなる場合があるのだ。


　そういう時、フューレは自分もまだガキと呼ばれるような類たぐいの人間であるのだと自覚する。かつてはそれがひどく恥はずかしい事の様に思えたのだが──


「フューレって時折、凄すごく子供っぽいよね」


「お前が言うな」


　改めて他人から言われるとやはり恥ずかしいような気がする。


　振り返ってフューレはパシフィカの頰ほおの両側を摑つかんで引っ張った。


「ふひょおっ！　ひょもほお！」


「恥ずかしい奴め」


「どっちがよっ！」


　フューレの手を振り払ってパシフィカが叫んだ。
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　馬鹿馬鹿しい戯たわむれ。


　歳とし相そう応おうの風景。


　これを憎んで突き放そうとしていた時期もあった。それがどれだけ得え難がたいものであるかも知らずに。それがどれだけ脆もろく失われやすいのかという事も知らずに。


　あの猫は居ない。


　猫を一緒に拾った幼おさな馴な染じみもいない。


　彼が軍に居た短い時間の間に、共に手の届かない世界へ行ってしまった。


　だから、今度こそ。


　そんな風にフューレは思う。


　その時──


「……ちょっと待ってろ」


　そう行ってフューレはパシフィカをその場に残し、外へと出た。








　気け配はいは──約十。


　そう数えながら扉を開いたフューレは、そこに完全武ぶ装そうで十名の兵士が立っている光景を見る事となった。


　肩に縫ぬい付けられた紋もん章しようからして、東方第四師団の一部隊であろう。やはり本来であればこの王都をうろついている連れん中ちゆうではない。


「──なんだ、お前達は」


　フューレは先頭に立つ兵士に向かって言った。


　恐らくこの男が分隊長だろう。他の者とは襟えり元もとの階級章が違ちがうし装備も若じやつ干かん異ことなる。何よりも物腰が最も居い丈たけ高だかだった。


「この家を臨りん検けんする」


　隊長は開かい口こう一いち番ばんにそう言った。


「臨検？　何の権利があって──」


　何やら帝都がきな臭くさくなっているのはフューレもしばらく前から気付いていた。数多くの兵士達が完全武装で行き来する様も観みた。


　だがここはラインヴァン王国の首都ザウエルだ。もし戦争が始まったとしても、戦火に包まれるのは最後の筈はずである。しかも本来は王都の外で展開しているはずの東方第四師団が武装したまま王都の中を闊かつ歩ぽしているのは一体どうした事か。


　つまり──


（──反乱か）


　恐らくは王族や重要な役職にある貴族を押おさえる積もりなのだろう。このために虱しらみ潰つぶしに一般家屋をも調べて回って、潜せん伏ぷく中ちゆうの重要人物を捜さがしているのだ。


（ペータシュタール将軍の考えそうなこった。投入する戦力を絞しぼって『頭』を狙ねらう──軍団単位でガチンコ勝負やらせる事しか知らねえ他の将軍連中にゃ、考えもつかないだろうが……）


　黙だまってそんな事を考えるフューレをどう見たのか──分隊長らしき男は一歩前に出ながら更に居丈高な口調で言った。


「抵抗は為ためにならんぞ。そこを退どけ」


「…………」


　咄とつ嗟さにフューレは考えを巡めぐらせる。


　家の中にはパシフィカしかいない。少なくともフューレに王族や貴族を匿かくまう理由はないのだ。本来ならば調べられても痛くも痒かゆくもない。


　だが──


　パシフィカの素す性じようはまだフューレも知らない。彼女自身さえ知らない。


　だが貴族本来の特とく徴ちようでもある金きん髪ぱつ碧へき眼がんを備そなえた彼女をこの兵士達が観みたら──どう考えるだろうか。もしフューレが指揮官であるのならば、まず連行して身み柄がらを確保した上で、その素す性じようをじっくりと調べる。記き憶おく喪そう失しつなどという言い訳など通用しまい。必要なら拷ごう問もんも辞じさない──軍隊とはそういう所だ。


　ましてパシフィカは一度〈サイレンサー〉に狙われているという。


　超一流の職業的殺人者に庶しよ民みんが狙ねらわれる事などまず無かろう。ならば彼女が貴族ないしそれに類るいする身分である可能性も少なくはないのだ。


　だから──


「大人おとなしくどかんか！　ガキが！」


　しびれを切らしたのか、兵士の一人が前に出て、フューレの肩を摑つかんで乱暴にどかせようとする。


　だが、フューレは素す早ばやくその手を摑み返した。親指は相手の手の甲こうの端はし、小指付け根のやや下に──残りの五指は反対側の縁へりに引っかける。


　そのまま彼は手首を返しながら一歩前に踏み出した。


「──!!」


　兵士が──悲鳴を上げながら手を突き上げる様にして伸のばし、地面に座すわり込こむ。ねじられた関節からくる痛みを何とかして散らそうとしているのだが、どうにもならない。これを解くには身体全体を投げ出すようにして一回転させる必要があるが──そこまでは普通思い付くまい。


　単純で地味だが、関節系を狙う技は制圧力という意味において打撃系よりも確実性が高い。しかも緩かん急きゆう自じ在ざい──必要なら相手の骨を折る事も出来る。痛みは根こん性じようで耐たえる事も出来るが、関節を壊こわされてはもうまともには戦えないものだ。


　欠点といえば──地味な分、周囲の他者に対する威い圧あつ感かんに乏とぼしい事だろうか。


「このガキ──抵てい抗こうするかっ！」


　兵士達が色めき立つ。


「いきなりやってきて家見せろ、と言われてすんなり通すバカがいるかよ」


　兵士の手を離し、フューレはそう言って身み構がまえる。


「このガキ──ただ者ではないぞ！」


　隊長らしき男の叫びに応じて、兵士達は剣を抜き放った。


「何かあるぞ！」


（……早まったか）


　フューレは唇くちびるを嚙かむ。


　彼が思った以上に兵士達は殺気立っていたらしい。


　まして──今の技を見せてしまったのは失敗だった。恐らく彼の事を、潜せん伏ぷく中ちゆうの貴族達が独自に雇やとった護衛役だとでも思ったのだろう。確かに咄とつ嗟さに関節技を使う様な素人しろうとはまずいない。


「殺しても構かまわん！　中を改めろ！」


（まずい──）


　フューレは内心で焦あせりを覚えた。


　兵士達一人一人はそう恐ろしい相手ではない。だが遮しや蔽へい物ぶつも無い場所、しかも手を伸のばせば届く様な距離で、武装兵士十人を相手にする──となればさすがのフューレにも勝ち目は薄うすい。半数を相手にしている間に残りの半数に背中から斬きりかかられれば、防ふせぎようが無かった。


　狭せまい場所──例えば家の中に入り戸口で一人ずつを確実に倒してゆくという手も無いではないが、火でも放たれればパシフィカ共々丸焼けだ。フューレ一人ではいくらでも逃げる事が出来るが、パシフィカも連れて、となると……


（せめてこの半分の人数か……あるいは……）


　──背後を任まかせられる仲間でもいれば。


　そんな事をフューレが考えたその時……








「やっぱり駄だ目めですよ、決けつ闘とうなんて」


　フューレの家へと向かう道の途と中ちゆう。


　ウイニアはやる気満々のレオポルドの背中に声を掛けた。


「止めないでください、チェスタさん」


　改めて額ひたいの鉢はち巻まきを締しめ直しながらレオポルドが言った。


　今回は多少見み咎とがめられるのも覚かく悟ごの上で、彼は長ちよう騎き剣けんを携たずさえてきている。無論、あまりに大きいその武器を腰こしに吊つるわけにはいかないので、鞘さやに付いているベルトで肩から垂直に提さげている状態だ。


　時折、武装した兵士の一団とすれ違ったりするのだが、何な故ぜかいちいち見咎められたりはしなかった。こうも堂々と持ち歩いていると、かえって怪あやしまれないものなのかもしれない。


「男には──どうしても戦わねばならない時があるのです！」


「それは分かりますけど」


「シャノン義兄さんが亡き今、パシフィカさんを護る騎士は、僕で在あらねばならないのですっ！」


「あの、いえ、まだシャノンさんが亡くなったと決まった訳では──」


「見ていてください、天国のお義に兄いさん！　僕が彼女を立りつ派ぱに護って見せます！　あのようなスカした、格好付けの、ひねくれた、底意地の悪い、品のない奴やつなどに任まかせてはおけません！」


「…………」


　何やら盛もり上がっているレオポルドの背中を眺ながめながらウイニアは溜ため息いきをついた。


　元々彼が思いこみが激しい性格である事には気付いていたが、ここまで意い固こ地じになるとは想ってもみなかった。


　それだけパシフィカに惚ほれ込んでいるのであろうが──どう考えても今はそんな事で揉もめている場合ではない。


　もう一度、彼を止めようとウイニアが口を開いたその時──


「──おや？」


　ふと声を上げてレオポルドが立ち止まる。


　ウイニアの記憶に間違いがなければ、もうフューレの家は目と鼻の先、といった場所なのだが……


「あれは──」


　レオポルドの肩越しにウイニアもその光景を見た。


　フューレの家の前に十名余あまりの兵士達が立っている。しかも全員が抜ばつ剣けんしていた。


　よく眼をこらせば──彼等の前に立ちふさがる様にしてフューレが身構えている姿も見える。少なくとも話し合いをしようという様子ではなかった。


　何事か兵士達とフューレの間で揉もめ事ごとが起こっているのは明らかだ。


「まさか──」


　ウイニアは蒼そう白はくになる。


「パシフィカの事がばれたんじゃ……」


　その言葉を言った瞬しゆん間かん。


　──だん！　と地面が鳴る。


　石いし畳だたみを叩たたき割る程の勢いで踏み降ろされるブーツの靴くつ底ぞこ。レオポルドは猪いのししさえも青ざめる様な物もの凄すごい勢いで、兵士達に向かって駆け出していた。








　高々と響ひびき渡る雄お叫たけび。


　騒々しい程の足音と共にそれが猛もう然ぜんと近付いてくる事に気付いて振り返る兵士達。


　だが遅い。


　その瞬しゆん間かんにはもう叫びを発する本人は彼自身の間合いにまで踏み込んでいた。


「──!?」


　愕がく然ぜんとした表情を浮かべる兵士達に向けて──槍やりにも匹ひつ敵てきする長さの大剣が叩き込まれる。剣身は革かわの鞘さやに収まったまま、しかも刃筋をたてず、ただ『叩』くだけの一撃ではあったが──咄とつ嗟さの事で、飛び退き遅れた兵士達が、まるで人形の様に吹っ飛んだ。


「──レオポルド!?」


　驚くよりも前に──何となく呆あきれてフューレは声を上げた。


　どうやら──時間通り、生き真ま面じ目めに決闘に来たらしい。ちらりと視線を飛ばすと、彼の走り込んできた方角には、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるウイニアの姿も見えた。


「何だ？　新手か!?」


　兵士達が浮き足立つ。


　その隙すきを──無論フューレは見み逃のがしはしなかった。


　兵士達の間合いの更に内側に踏み込みつつも右手を振る。手の内に滑すべり出たナイフをまず手近な兵士の右肩に打ち込んだ。


「──ぐあっ!?」


　剣を取り落とす兵士をそのまま蹴けり倒たおし、フューレは更に別の兵士に向かって踏み込む。


「うおっ!?」


　レオポルドの乱入で混乱した兵士達の中にフューレは易やす々やすと飛び込むと、彼等の真ん中でナイフを振るった。


　咄嗟に対たい処しよしようとする兵士達だが──密みつ集しゆうしていた事が徒あだとなった。思うように動けないのである。下へ手たに剣を振れば味方を切ってしまう。


　瞬またたく間に二人の兵士が肩を刺され、三人の兵士が暴風の様に荒れ狂う長ちよう騎き剣けんに叩きのめされた。


　だが所しよ詮せん奇き襲しゆうは奇襲であり、相手も一応は訓練を受けた軍人達である。


　兵士達はすぐに体勢を立て直すと、大きく間合いをとって移動し、フューレとレオポルドを囲むように展開した。


　無意識の内に背中合わせになって互たがいの背後を補おぎないながら──レオポルドとフューレは兵士達に対たい峙じする。


「貴方あなた一人でも荷が勝ちすぎた様ですね」


　得意げにレオポルドがそう言ってくる。


「調子に乗るな、お坊ちゃん」


　毒づきながらも──不思議と腹は立たなかった。レオポルドの口調に嘲あざけるような嫌いやらしい響きがなかったからだろう。


「フューレ!?」


　家の中からパシフィカが慌あわてた様子で出てくる。どうやら騒ぎを聞きつけたのだろう。


「何でもない、家の中に入ってろ！」


　そう叫ぶフューレ。


　兵士達がパシフィカの方へと注意を向けた。


　まずい──兵士の一人がパシフィカの方に動くのを見てフューレは焦あせりを覚えた。彼女を人ひと質じちにでも取られれば形けい勢せいは一気に不利になる。しかしフューレもレオポルドも目の前の相手を一瞬で片付けて駆かけ寄る余裕は無い。


　そして──


「何をしているか！」


　鋭するどい声が一同の動きを止めた。


　騒動の現場からやや離れた場所──ウイニアのすぐ横に一人の青年が立っていた。


　一見すると純じゆん朴ぼくそうな印象の小柄な青年で、格好もごく平へい凡ぼんな一般人のそれであるが、間違いなく今の鋭い一いつ喝かつを発したのは彼だった。


「そこの分隊！　長は誰だれだ？」


　青年は大おお股またに歩いてフューレ達に近付きながら言った。


「──貴様こそ誰だ」


　分隊長らしき兵士がその青年を睨にらみつけながら言う。


「一般人の出る幕では──」


「王国軍情報部特別任務処理班〈ブラック・ホーク〉所属、スレイ・ハイラム曹そう長ちようだ」


　居い丈たけ高だかな分隊長の言葉の上から、覆おおい被かぶせる様に言うと、青年は懐ふところから一枚の金属板を取り出して兵士達に示した。


　鷹たかを象かたどった紋もん章しようと曹長を示す階級章、それに持ち主ぬしの名前が刻きざんである。


「…………！」


　兵士達の顔色が変わった。


　王国軍情報部特別任務処理班〈ブラック・ホーク〉。


　軍に籍せきを置く者ならばその名を知らぬ筈はずも無い。人員や装備といった部分は非公開である為に組織としての詳しよう細さいはあまり知られていないが──その実績から王国内でも〈オブスティネート・アロウ〉と並んで恐れられる部隊である。ペータシュタール将軍の信任も厚く、何らかの形で作戦的利害や指揮権が競きよう合ごうした場合、基本的には一般部隊よりも〈ブラック・ホーク〉に優先権が在るともされている。


「民家に対する立ち入り調査は専任の部隊が行っている筈だ。何の権限があって貴様等はここで事を構かまえているのか？」


「そ──それは」


　分隊長が口ごもる。


　どうやらこの部隊は正規の命令を受けて民家を臨検していた訳ではないらしい。


「調査にかこつけて民家で金目のものを物色するか──あるいは功を焦あせったか。おおかたそんな処ところだろうが──それは命令違反の懲ちよう罰ばつと引き合う程のものか？」


　じろりと兵士達を睨にらみつけ、青年──スレイはそう言った。


「しかし現に、こいつらは──」


「そこの男は〈ブラック・ホーク〉の人間だ」


「──え？」


　分隊長を含め、兵士達の表情が一気に青ざめる。


「超機密任務遂行中の友軍に攻撃を仕掛けたのだ、貴様等は。それがどういう事か、分かっているのか？」


　独どく断だん専せん行こうによる作戦の妨害。


　場合によっては処しよ刑けいされても文もん句くは言えない行こう為いである。


　兵士達は互いに不安げに顔を見合わせ、そして最後には分隊長へと視線を向けた。


「う……く……」


　分隊長は表情を引きつらせて部下達を眺ながめ──そして曖あい昧まいな笑えみを浮うかべてスレイとフューレを見比べた。媚こび笑いでもしたいのかもしれないが、恐怖と、そして自じ尊そん心しんが邪じや魔まをしてどうにも上う手まくいかないらしい。


「こ、この事は──私は、その──将軍への忠誠心から出た──」


「さっさと任務に戻れ！　戯たわけ共！」


　ぐだぐだと言い訳をする分隊長にスレイが怒ど鳴なる。


　分隊長はしばし葛かつ藤とうしていた様であるが──やがて不満と困こん惑わくがない交まぜになった表情を浮かべて部下に撤てつ収しゆうを命じた。ここで〈ブラック・ホーク〉の人間を相手に楯たて突ついても何ら利り益えきは無いと判断したのだろう。


　兵士達は傷ついた、あるいは気絶した仲間を立たせ、そのまますごすごと現場から立ち去ってゆく。彼等の後ろ姿が見えなくなると、ようやくフューレは肩の力を抜いて溜ため息いきをついた。


「タクトさん。貴方は──超ちよう極ごく秘ひ任にん務む遂すい行こう中ちゆうって」


　困惑の表情でレオポルドが尋ねてくる。


「はったりだよ。だが──まあ助かったな」


　そう言ってフューレは肩の力を抜くと、スレイと名乗った青年に歩み寄った。


「何しに来た、スレイ」


「迎むかえに来たんだよ。お前を」


　スレイは懐ふところから自分のものとそっくりの認にん識しき票ひようを取り出して、フューレに投げ渡す。


　だがフューレはそれを受け取らず──それはただ彼の足下に堅かたい音をたてて転がった。


「ロッシにも言った筈だぞ。俺はもう退たい役えきしたと」


「ロッシが言った筈だろ？　もう一度来るって」


　そう言ってスレイは笑った。








　スレイは状況がよく分からず困惑するレオポルド達に、自分は元フューレの同僚であると告げた。〈ブラック・ホーク〉の名前はレオポルド達も耳にしている。今更隠かくしても大した意味は無かろう。


　そして──


「この際だから言ってしまうと──」


　スレイは溜め息をつきながら言った。


　テーブルの周囲にはフューレとスレイ、それにパシフィカの他にレオポルドとウイニアの姿もある。とりあえず外で立ち話でもなかろう──という事でフューレは彼等を家の中に招き入れたのである。


「今現在、王都では反乱が進行中だ」


「反乱──」


　どうにもその言葉に実感がわかないのか、レオポルドが眼を丸くしたままそんな言葉を呟つぶやいてみる。


「もっとも──表面的にはそれほど規き模ぼは大きくない。反乱といっても、現政権を握にぎっている王族を公務から退任させ、各公的機関の長を拘こう束そくした上で権限を委い譲じようさせる──それだけの事だからな。前もって綿めん密みつに計画されていただけに、重要人物数十名の拘束と暗殺で事は済すむ」


「…………人を殺しておいて『だけ』ですか」


「戦争となればその何万倍も死ぬからな」


　とがめるようなウイニアの言葉に、スレイは平然とそう言った。


「むしろ人じん道どう的てきと評価して欲しい位だよ」


「そんな──」


「悪いが、倫りん理りや道徳について君達一般人と我々が合意出来るとは想っていない」


　スレイは断ち切る様に言った。


　酷こく薄はくな様にも見えるがこれはスレイに限った事ではないし彼が殊こと更さらに冷れい酷こくという訳でもない。〈ブラック・ホーク〉の様な部隊では仕事の必要上、明らかに一般人とは違う価値基準や道徳観念を要求される。いや──正確には違う価値基準や道徳観念を、併あわせ持ち使い分ける事が要求されるのだ。


　二人の王国国民を守る為に一人の王国国民を殺しても顧かえりみない──これは確かに普ふ通つうの人間には馴な染じみにくい感覚であろうが、この程度の問題に拘こう泥でいしている様では、情報部の特務班など務つとまりはしない。


「それはともかく──今言った様な状況で、我々としても人手不足でね。優秀な人材を遊ばせておく訳にはいかなくなったという訳だ」


「優秀な人材──」


　パシフィカが言葉を反はん芻すうする。


　その意味に彼女が思い至いたるであろう前にスレイが補ほ足そくの言葉を繫つないだ。


「〈レイス〉──いや、このフューレは俺達の中でも特に破壊工作、暗殺戦に秀ひいでていたのでな。たった二年の訓練で天才的な──」


「スレイ！」


　鋭く叫ぶフューレ。


「……そうか」


　何かを悟さとった様子でスレイは頷うなずく。


「悪かった。彼等はお前の前歴を知らなかった訳か」


「それ以上言うな」


　フューレが唸うなるような口調で言う。


　ウイニアの、レオポルドの、そして誰よりもパシフィカの驚おどろいたような視線が痛い。


「ロッシにも言ったが──俺は〈ブラック・ホーク〉に戻る積もりはない。俺はもう軍とは無関係だ。放っておいてくれ」


「……惜おしいと俺は思うがね」


「俺は思わない。帰れ」


　とりつく島もない口調で言われ──スレイは肩を竦すくめた。


「分かった。俺達も忙いそがしい身だ。もうこれ以上は無理強じいしないよ。しかし──」


　フューレと──そして彼を囲むように座すわっている少年少女達を一いち瞥べつし、スレイは立ち上がった。


「しかし、何だ」


「いや……達者で暮らせ」


　苦く笑しようしてそう言うと、スレイは静かな歩調でフューレの家から出ていった。


　奇き妙みような沈ちん黙もくが部屋に満ちる。


「まあ──そういう事だ」


　フューレは肩を竦すくめて言った。


「レオポルドは気付いてただろうけどな」


　少女達の視線がレオポルドに集中する。


「──何となくは」


　そう言ってレオポルドは頷うなずいた。


　フューレの動きは明らかに訓練されたものだ。だが通常の武術とは明らかに違う動きでもある──その程てい度どの事は、レオポルド程の技ぎ量りようが有れば気付かない筈はずがない。


「まあ俺の事は……どうでもいい」


　フューレはパシフィカを振り返る。


　驚いてはいる様だが──今のところ彼女の表情に怯おびえや嫌けん悪おの情が見えない。


　単にそれらの感情を外に出さないようにしているだけかもしれないが、それは即すなわち、まだ彼女がフューレに対して気を遣つかっている証しよう拠こだ。


　その事だけでも、少しはフューレは気持ちが軽くなったような気がした。


「それよりも。レオポルド、ウイニア。この間はうやむやになっていたが、お前等はパシフィカがどうして職業的殺人者なんぞに狙ねらわれているのか……知っているんだよな？」


「そ──それは」


　ウイニアが口ごもる。


「言えないような理由か？」


「フューレ・タクト。その前に一つ聞いてもいいですか？」


　フューレとウイニアの間に割り込む様にしてレオポルドが問う。フューレを見み据すえる少年騎き士しの表情は妙みように思い詰つめた様な暗さを含ふくんでいた。


「なんだ？」


「あなたは──もしパシフィカさんの正体が殺人狂だったとしたら、どうしますか」


「…………」


　フューレは眉み間けんに皺しわを寄せて黙だまり込こんだ。


　パシフィカが殺人狂？


　馬鹿な話だ。この鈍どんくさい少女に何が出来る？　何かの間違いで人を殺す程度の事なら出来るかもしれないが──大量殺人などをする能力も無ければ、できる性格でもなかろう。


「ちょ、ちょっと──」


　パシフィカが顔色を変えて立ち上がる。


「ご心配なく。あくまでもたとえ話です。もっとも──」


　レオポルドは片手を挙あげてパシフィカを制し──しかしその表情は変わらず厳きびしくしたままで言葉を続けた。


「殺人狂であった方が、まだ楽だったかもしれませんが」


「…………」


　フューレもパシフィカも沈黙する。


　つまりレオポルドが言いたいのは──とにかく生なま半はん可かな覚悟では聞くな、という事なのだろう。それだけパシフィカの背後に在る事情は重いという事である。


　しかし──


「なめるなよ」


　ろくに逡しゆん巡じゆんの間も費ついやさずにフューレは言った。


「お前が知っていて平気な顔してるんだ。俺だって平気な顔して聞いてやるさ」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、レオポルドは呆あつ気けにとられたような顔をしていたが──


「なるほど。それもそうですね」


　珍めずらしくにやりと挑ちよう戦せん的てきな表情を見せて──しかし彼ははっきりと笑った。


　まるで好こう敵てき手しゆを見据えるような眼で。








　人通りの少ない王都下町の路ろ地じ裏うら。


　そこを一人歩いていたスレイは、何かを思いだしたかのような様子で立ち止まった。


　他には人の姿はない。そもそも通り道に使う様な場所ではないのだろう。空の木箱やら粗そ大だいゴミやらが邪じや魔まそうに積み上げられ、動くものと言えばゴミ箱に首を突っ込んで生ゴミを漁あさっている野良犬が一匹、居るだけだ。


　だが──


「少佐に報告。最優先トツプ・プライオリテイ。経路ルート四番を使用」


　スレイの声が響ひびく。


　返事はない。


　ただ声は無意味に散さん逸いつしてゆくだけの様に見えるが、彼は構かまわず続けた。


「予想外状況アクシデント種別タイプ七セブン。〈レイス〉の巣にてパシフィカ・カスールを発見。確認と、捕ほ縛ばく要員の出動を要請する。以上」


　そう言って歩き出すスレイ。


　同時に、それまで所在なげにゴミ箱をあさっていた野良犬がふと顔を挙あげる。


　野良犬──いや、野良犬に偽ぎ装そうされてはいるものの、その正体は脳内にある種の魔ま導どう式しきを焼き込まれた特殊軍用犬であり、非常時の連絡手段としても使われる情報部の生物兵器の一体〈ファミリア〉の四四三号である──は、脳内に記録した音声情報を確認すると、〈ホーク・ネスト〉に向かって疾しつ走そうを始めた。








「〈廃棄王女〉!?」


　愕がく然ぜんとその言葉を呟くパシフィカ。


　そんな彼女の姿をレオポルドとウイニアは痛ましげに見つめる。


　このままでいいとは思っていなかったが──やはりこの事実を改めて彼女に背負わせるのは辛つらい。


　自分が王国でも最大級の禁きん忌きとされている事。


　生みの親に名付けられる事も無く棄すてられたという事。


　生きている事を喜ぶ者よりも嫌いやがる者の方が多いという事。


〈廃棄王女〉の一語は幾いくつもの忌いまわしい連想を本人に突きつけてしまう。


　だから──


「そんな──私が、私は〈廃棄王女〉……〈廃棄王女〉……」


　譫うわ言ごとのようにそう呟き──そしてパシフィカはレオポルド達を振り返って言った。


「──〈廃棄王女〉って何？」


「ああああ」


　思わずテーブルの上に突っ伏すレオポルド。


「託たく宣せんで、『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断だんじられた姫君──ラインヴァン王室最大の禁忌。その存在は無論、ありとあらゆる記録からも抹まつ消しようされ、そもそも『生まれてこなかった』事になっている名も無き王女。棄てられた姫。それが〈廃棄王女〉だ」


　フューレが代わって説明する。


「とはいえ……にわかには信じられないな」


　そう言ってフューレは溜ため息いきをついた。


　パシフィカも同じ気持ちなのか、何度も何度も眼を瞬しばたたいている。どうにも実感がわかないのであろう。


「〈廃棄王女〉──か」


　その意味を改めて吟ぎん味みしようとするかのように、フューレはその一語を舌したの上で転ころがす。


〈廃棄王女〉。


　恐らくさすがのフューレも想像もしなかっただろう。


　この〈廃棄王女〉という言葉は今でこそ気楽に口にする者も居るが──王室がまだ神経質だった十年前は口にするだけで官かん吏りに捕ほ縛ばくされかねない禁きん句くだったそうだ。


「その一言を聞いたら、記き憶おくが戻るかとも思ったんですけど」


　ウイニアが言う。


「駄だ目めみたいですね……」


「う──ごめん」


　うなだれるパシフィカにウイニアは首を振ってみせる。


「いえ、責せめてる訳じゃないですけど」


「何にしても──」


　レオポルドがまとめるように口を挟はさむ。


「パシフィカさんの命を狙っているのは一人や二人じゃない。この国そのものです──しかもそれだけじゃない」


「まだあるのか？」


「これは〈廃棄王女〉の話よりももっと信じてもらえないかもしれないですが……〈秩序守護者ピースメイカー〉の名を冠かんされた何かとてつもない、人じん外がいの存在が彼女を亡き者にせんと狙っています」


「…………」


　フューレは眉み間けんに皺しわを寄せてウイニアの方を眺ながめるが──彼女は真しん剣けんな表情で頷うなずいた。


「まあ──信じられないでしょうね」


　レオポルドは溜め息をついて言った。


「僕も時々、あれは本当にあった事なのかと疑問に想う事がありますよ」


　そう言って彼は自分の見た光景を語った。


　巨人。虹色の光。理解を超えた戦い。


　そして──その巨人を葬ほうむったパシフィカの兄と、その影に見えた巨大な何か。


　自分で語りながらもレオポルドは馬鹿馬鹿しいと想った。元々が絵え空そら事ごとに等ひとしい内容なのだ。あれは──あの存在は、実際に眼にした者にしか理解できないだろう。その意味で彼等は確かに神の御み使つかい──〈秩序守護者〉であったかもしれない。


　しかし──


「なるほどな」


　フューレは笑いもせず、否定もせず──ただ表情に真剣なものを含んだまま頷いた。


「あの──なるほどって」


　ウイニアが尋たずねる。


　あまりにもあっさりとしたフューレの反応に、レオポルドの言葉を真ま面じ目めに聞いていないのかとも彼女は想ったのだが──


「情報部にいた頃に何度か聞いた事がある。過去の歴史や記録を検けん証しようすると、どう考えても理り屈くつに合わないような──とんでもない力が、政治的、あるいは軍事的に重要な局きよく面めんで介入してきた痕こん跡せきがあるそうだ。それも何度もな。


　情報部内部でも、その存在を疑問視する連中は居たが──我々のような存在とは別次元でこの世界を管理している者の存在は……その影くらいは、気付いている者達が居たよ」


「…………」


　レオポルドとウイニアは顔を見合わせる。


「なんか、意外ですね」


「何がだよ」


「軍とか──とくに情報部って、徹てつ底ていした現実主義で、そういう絵空事めいた話は、頭から切り捨ててかかるものだと思ってましたが」


「徹底した現実主義だから、さ」


　フューレはそう言って苦く笑しようした。


「だから──可能性としてあり得る事を、常識なんていう共同幻想で切り捨てたりはしない。何事も疑うたがってかかるのが、俺達の仕事だったしな。石頭でつとまる職場じゃないんだよ、ああいう処ところは」


「はあ……」


「しかし──そうなると……まずいな」


　フューレは顔をしかめて立ち上がった。


「移動するぞ。何ど処こか──適当な場所を探さないと」


「──え？」


　唐とう突とつなフューレの言葉に怪け訝げんそうな表情を浮かべるウイニア達。


「スレイが、パシフィカの事に気付いている可能性がある。だとしたら、すぐにここを押おさえに来る筈だ」


「そんな。今は反乱を進行中でそれどころでは。人手が足りないって──」


「今だからこそ──だよ」


　フューレは断じた。


「現政権の打だ倒とうが反乱の主しゆ旨しだぞ。ただ単に敵の親玉ぶち殺せばいいってもんじゃない。事が終わった後で自分達の正当性を主張しておかないと、国民にそっぽを向かれるからな。そういう意味では〈廃棄王女〉の事は、王室の権けん威い失しつ墜ついの材料として使える──少なくとも情報部はそう判断する筈だ」


「…………」


　パシフィカ達は思わず顔を見合わせた。








　帝都の下町──それもその外はずれ。


　シャノンは地図を片手に寂さびれた通りを歩いていた。その隣となりには相あい変かわらず彼を監視しているシーズの姿もある。


　彼の持っている地図には、無数の文字や印しるしが書き込まれている。それは──今まで彼が行ってきたパシフィカ捜そう索さくの過程で記しるされたものである。


　無数の×印。それはその数だけの落らく胆たんを彼が経験してきたという証あかしでもあった。この百万人を越す人間が住む帝都で、一人の人間を捜さがし出す事。それがどれだけ無む謀ぼうな試こころみであるか、彼は既すでに嫌いやという程思い知らされていた。


　だが──今、彼は新たな情報を得て一軒の家に向かっている。


　情報といっても、それは甚はなはだ頼たよりないものだ。今までと同様、空から振ぶりに終わる可能性の方が遥はるかに高い。


『そういえば、フューレがそんな感じの子を連れていたかな？　フューレの家？　ああ。確か下町の端はしっこの……』


　ただそれだけの──情報とも呼べないような証言。だが今の彼に、他につかむべき手がかりはない。それがどれだけ虚むなしい行為であるとしても、シャノンには他に採とるべき手段を思いつかなかった。


「一つ聞くが」


　シャノンが歩きながら言う。


「パシフィカを見つけてもお前達は直接手出しを出来ない筈だな？」


「そうなるな」


　シーズは素す直なおに答えてくる。


「お前達は……あいつの何をそんなに恐おそれているんだ？」


　シャノンは地図に視線を注そそいだまま尋ねた。


　正直、この〈秩序守護者〉とは一言も口を利ききたくない気分ではあるのだが──それでも敵方と会話する機会など滅めつ多たに無い以上、この際、引き出せる情報は引き出しておかねばならない。それがどれだけつまらない事でも、パシフィカを守る事に役立つのであるのならば。


「パシフィカは確かにお前達の影響力を跳はね返す事ができる。だがそれだけだ。お前達程の力を持っていれば、一人や二人、自分たちの言いなりになれない人間が居たって、何の問題もないだろう。この世界を維い持じするのがお前達の使命だとして──たった一人、例外が居ることがそんなに問題か？」


「彼女の特性は伝でん染せんする」


「だとしても──だ。あいつが一生の内に会える人間なんてたかがしれてる。百人か？　千人か？　だが一万人ではないよな。伝染したってただそれだけだ。いや、百万人に伝染した処ところで、お前達程の力が在れば、支配体制は維持できるはずだ。ならば──」


「我々は『支配』をしたいのではない。権力者になる積もりなど毛もう頭とうない。あくまで我々は人間達の支配するこの世界を、このままの状態で維持する事が目的だ。権力に介かい入にゆうする事も確かにあるが、それはこの世界の均きん衡こうが崩くずれそうになった場合に、不均衡を是ぜ正せいするためであって、それ以上の意味はない」


「……猿山の権力争いには興味はないか」


　自じ嘲ちよう的てきな口調で言うシャノン。


　対してシーズは嘲あざけるでもなく誇ほこるでもなくひたすら淡たん々たんと言葉を続けた。


「権力者になりたいのなら、とっくになっている。我等はあくまで管理者なのだ」


「ならば──」


「我々はだからこそ常に人にとっては絶対の存在でなければならない。そうでもなければ不均衡を是正したりはできない。だがその大前提をお前の妹は崩す」


「しかし……そんな曖あい昧まいな理由で」


「確かに曖昧な理由ではあるな」


　そう言ってシーズは頷うなずく。


「だが──本当にそれだけの事だとお前は思っているのか？」


「なんだって？」


「お前も言う様に……〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の持つ『秩序守護者の支配を受け付けない』という特性は、ただそれだけのものだ。何ら実効制圧力を持たない。確かに放置してもかまわないだろう。だが──そんなものの為に、お前に取り憑ついている〈終わりの魔獣〉が送り込まれてきたのだと思うか？」


「…………」


「我等も〈律法破壊者〉計画が最終的に何を目的にしているのかは、分からない。あるいはアーフィ達でさえ知らないかもしれない。だが、今見えている部分だけがその全ぜん貌ぼうではないだろう」


「まだ何か、あるってのか？」


「そう考えるのが自然だろう。〈律法破壊者〉計画が真の計画から我等の目を逸そらすための単なる陽よう動どうなのか、あるいは次の一手の為の伏線なのか、それとも──もっと複雑に仕組まれた計画の一端なのか。それは分からないが」


　シャノンは唇くちびるを嚙かむ。


　これ以上何かが隠かくされているというのか。


　これ以上パシフィカに何か秘密があるというのか。


　これ以上──あいつに何かを背負わせねばならないのか。


「くそ──」


　呟いてから──シャノンは顔を上げた。


　目的地に着いた。地図を確認するがこの場所に間違いない。


「…………」


　眼の前の小さな──家とも呼べないような小屋。教わった位置が正しければ、それがフューレという少年の住居らしい。


　シャノンは黙だまって扉とびらに歩み寄ると、しばしその前に佇たたずむ。


　この向こうにパシフィカが居るかもしれない。居ないかもしれない。


　もし彼女が居るのならば──それを確認した瞬しゆん間かんからシャノンとシーズは即そく座ざに決死の戦闘に入るだろう。出来れば周囲に人的被害を出さない様な場所に移って戦いたいが、自分の側そばに居るこの黒髪の〈秩序守護者〉はそれを許ゆるすまい。


　自分が手を掛けているこの扉は地獄の蓋ふたにも等しいのだ。


　事実としてはただ扉を開ける──それだけの事とはいえ、さすがのシャノンでも逡しゆん巡じゆんを覚えずにはいられない。


　シーズはそんな彼を数歩後ろから無表情に眺ながめていた。
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　しかし──


「──はずれか」


　意を決して扉を開いたシャノンはそう呟いた。


　人の姿も気配もない。


　小屋の中は──完全に無人だった。








　深い深い闇やみの底。


　分厚い水の層そうと岩がん盤ばんと、そしてある種の『場』によって天空と隔へだてられた世界。


　その中で──いつ果てるともしれない会話が続いている。


「──つまり、この世界の事じ象しよう定てい義ぎを行っているのはその装そう置ちな訳ですよね」


「そういう事になる。魔法とは所しよ詮せん、その事象定義エンジンを制せい御ぎよするマウゼル・システムの空き領域に組み入って行う『裏うら技わざ』と考えればいい。システムが巨大すぎて細部まで制御が行き渡らないからこそ、可能な事だが」


「要するに──〈竜機神ドラグーン〉や〈秩序守護者〉といったシステムと、私達の魔法は、全く別の原理で動いている訳ではないという事ですよね」


「そうとも言える。我々は独立したシステムなので、この世界のシステムに依存しないというだけの事だ。ただし空くう間かん座ざ標ひよう上じよう、この〈封棄世界〉に取り込まれているので、その独立性は完全ではない。共通項においては影響を受けるし、逆にこちらから影響を及およぼすことも可能だ。もっとも後者はすぐにフィルタリングされてしまうだろうがな」


「つまり──その気になれば貴女あなたも魔法を使える、と？」


「さして難むずかしい作業ではないだろう。だが、意味がない。我等の能力は本来、もっと上位のものだからだ」


「それは分かります。私が言いたいのは──こういうものが作れないか、という事です」


　何か大きな紙を広げるような音。


「……なるほど。そう難しい事ではない。少なくともＥ．Ｄ．Ｓ．あ　れを造る事に比べれば。細かな調整は面めん倒どうだが──」


「それは私が。魔法についてはこちらの方が専門ですから。セーネスさんにも手伝ってもらいます。片手間でかまいませんから、お願いできますか？」


「分かった」


　頷うなずく気配。


　そして──


「パシフィカ……シャノン……お願いだから、私が行くまで無事でいてね」


　のんびりした中にもどこか悲ひ壮そうな響きを含んだその声が闇の中に拡かく散さんしていった。




　第五章　娼しよう館かんにて







　ぎしりと一段目の踏ふみ板いたが鳴った。


　ウイニアは思わず表情を強こわ張ばらせて動きを止める。両手で抱かかえるようにして保ほ持じした大きなトレイはそのままに──首だけを伸のばして彼女は自分の足下を見た。


　理り屈くつでは大だい丈じよう夫ぶと分かっている。


　彼女よりもずっと体重の多いレオポルドやフューレでも割れなかったのだから、ちょっと荷物を抱かかえただけのウイニア位、問題なく支ささえられる──筈はずなのだが。


「…………」


　思わず出そうになる溜ため息いきを何とか飲み込んで、ウイニアは階段を上り始めた。


　二段目、三段目とウイニアの脚あしが進む度たびに、ぎしりぎしりとまるで呻うめき声の様な、耳みみ障ざわりな音で階段が鳴く。


　元々が古い上に、階段と言うより梯はし子ごに近い様な非常用の代しろ物ものであるため、多少は軋きしんでも当然なのだ。


　しかし今にも壊こわれそうなその音を聞くと、その度に板を踏ふみ抜いて転ころげ落ちてしまうのではないかという恐怖で脚あしが竦すくむ。


　そして何よりも──その耳障りで目立つ音が、何ど処こかで耳をそばだてているかもしれない誰だれかに、聞きつけられたりはしないかと不安になるのだ。


「──早く。誰かに見られない内に」


　六段目で思わず立ち止まって溜め息をつく彼女に──頭上から声がかかった。


「あ。はい──」


　仕方なく意を決するとウイニアは階段の軋みを聴きかない様にして、一気に残り十段余りの階段を上りきる。


　その先にあるのは──やけに薄うす暗ぐらく空気の澱よどんだ空間だった。


　屋根裏部屋である。


「──ご苦労」


　そう言いながら先程の声の主──フューレが縄なわを引っ張って階段を引き揚げる。彼は完全に階段を屋根裏へと引き込むと、取り外し式の天てん井じよう板ばんをはめ込んだ。


　こうしておけばぱっと見にはこの屋根裏部屋の存在は外部から分からない。無論──注意深い者を欺あざむけるほどの偽ぎ装そうでもないが。


「ご飯～！」


　部屋の奥おくに居たパシフィカが、まるで好物を見つけた猫の様に素す早ばやく寄ってくる。


「こら。もっとそっと動け、そっと」


　フューレがたしなめる。


　屋根裏部屋に潜せん伏ぷくしている身で、足音をたてたらまずいという理由もあるが──注意して動かないと、すぐに埃ほこりが舞い上がるのだ。どうもこの屋根裏部屋、長らく使っていなかったらしく、中は全体的に埃が堆たい積せきしており、黴かびっぽい匂においが充じゆう満まんしている。


　ちなみに二日前、入ってきた途と端たんにパシフィカやウイニアは幾いくつか備そなわった天てん窓まどを全開にして換かん気きをしようとしたのだが──これはフューレによって止められた。『そんな事をしたら屋根裏に誰か隠かくれてますよと宣伝してるようなもんだろうが』──だそうだ。


　それはともかく……


「意地汚きたない奴やつだな」


「なによお」


　呆あきれた様子で言うフューレに、パシフィカが頰ほおを膨ふくらませて言い返した。


「一日中、こんな屋根裏に閉とじこもってじっとしてるのよ。食べる位しか楽しみないじゃないの」


　確かにそれはもっともな話ではある。


　だが、フューレは顔をしかめたまま冷たく言った。


「埃ほこりまみれのメシ喰くいたいか？」


「うう──」


　呻うめくような声を上げてパシフィカはそろそろと這はう様な動きに切り替えた。


　ちなみに──屋根裏部屋といっても面積はそこそこある。ウイニア達だけが使うとなれば、むしろ広い位だ。


　ただし天てん井じようの高さだけはどうしようもない程に足りない。比ひ較かく的てき小こ柄がらなパシフィカやウイニアはともかく、レオポルドやフューレが立ち上がると、天井の傾けい斜しやや梁はりで頭を打ってしまう。


「……はあ」


　フューレが埃を払った木箱の上に食事を載のせたトレイを置くと、小さく安あん堵どの溜め息をつくウイニア。


「どうしました？　チェスタさん」


　レオポルドがやはり膝ひざ立だちで近付きながら尋たずねてくる。


「あ──いえ。その」


「客に触さわられでもしたか？」


　そうフューレに尋たずねられ、ウイニアは薄闇の中でもそれと分かるほど赤せき面めんした。


「ええまあ……ちょっと。太ふと股ももとか……その……他のところとか」


「胸とかお尻とか？」


　パシフィカが尋ねる。こういう所は同性であるからか、遠えん慮りよがない。


「ええ……まあ……」


「そんなのすぐに振り払って逃げてくれば良かったのに」


「両手で料理載せたトレイもってたら、振り払うのは無理だろ」


　フューレの言葉にウイニアは赤面したまま頷うなずいた。


「なんと……」


　いきなりレオポルドが憤ふん慨がいする。


「見ず知らずの婦女子の、ふ、ふ、ふ──」


　言いかけて一いつ瞬しゆん、彼は天井を仰あおぐ。


　怒いかり心しん頭とう──という様子にも見えるが、ひょっとしたら出そうになった鼻血を留めるためだったかもしれない。すぐに顔を戻したレオポルドは、左手で鼻を押さえていた。


「自由に動けないのを良いことに、婦女子の、胸を、腰を、太股を、うなじを、ふくらはぎを、足首を触さわるなど……！」


「気のせいか段々、特マ殊ニなア性ツ癖クになってるよーに聞こえるけど」


　激げつ昂こうしているらしいレオポルドにふとパシフィカが突っ込む。


「…………」


　一瞬レオポルドは眼を瞬しばたたかせて黙り込んだが──すぐに再び激昂して言った。


「……と、ともかく、なんという破は廉れん恥ちな行こう為い！　許ゆるせません！　男子たるもの、常に清せい廉れん潔けつ白ぱくを──」


「それはしょうがないだろ」


　フューレがどこか白けた口調で言った。


「ここは娼しよう館かんなんだから」








　娼館〈ベルロッド〉。


　王都でも北側に位置する繁華街の片かた隅すみにその建物は在ある。娼館というとブレンテン公こう爵しやくの経営する貴族や豪ごう商しよう向けの超高級娼館〈グロウ・パレス〉が有名であるが──無論、この王都ザウエルには庶しよ民みん向け、民間営業の娼館も無数に存在する。


〈ベルロッド〉館はその一つだった。


　部屋数は十。そう大きな娼館ではないが、娘達の質と女性経営者であるが故ゆえの細かい気配りで、人気のある店だ。


　ちなみに──


　専属の娼婦達を抱え、行為に及およぶための部屋ごと貸し出すのが娼館である。


　街角に立っている個人営業の娼婦に声をかけるよりも割高につくが……その分、部屋を捜さがす手間が省はぶけるし、高級感がある。事に及ぼうという段になっていきなり女の『男』を名乗る荒あらくれが踏み込んでくる可能性も低い。


　そういう訳で──王都にやや殺さつ伐ばつとした空気が漂ただよい始めたここ数日も、〈ベルロッド〉館は普段と変わらぬ賑にぎわいを見せていた。


　もっとも──一般人の夜や間かん外がい出しゆつを禁じる戒かい厳げん令れいが王室派、反乱軍双方から出されているため、夕暮れ以降になると客は全すべて兵士達になってしまうのだが。


　そして。


　フューレ達は、その〈ベルロッド〉館の屋根裏部屋に潜せん伏ぷく中ちゆうなのであった。








「でもさ──」


　トレイから分けた食事をウイニアから受け取りながらパシフィカが尋たずねる。


「これからどうするの？　王都のごたごたが収まるまで、ずっとここに隠かくれてるとか？」


　フューレ達が元々居た彼の家を出て、今この娼館の屋根裏に匿かくまわれているのは、パシフィカが王国軍情報部に捕ほ獲かくされるのを恐れたためだ。


「あまり考えたくないですね」


　そう言って、うんざりした表情でレオポルドが屋根裏部屋を見回す。まともに立てるだけの高さもないこの部屋に、何ヶ月も閉じこもっている事を考えると、やはり気が滅め入いるのだろう。


「それに──そもそも王都のごたごたが収まったところで、パシフィカさんを追っている連中が諦あきらめるわけでもないでしょうし」


　反乱騒ぎと〈廃棄王女〉の一件は、あくまで別件である。反乱が収まったところでパシフィカを取り巻く状況が根こん本ぽん的てきに変化する訳ではないのだ。


　それに──


「情報部を甘く見ない方がいい。その気になれば砂さ漠ばくの中から砂すな粒つぶ一つでも探し出す連れん中ちゆうだ。元お仲間の俺が言うんだから間違いない」


　パンについた埃ほこりを息で吹ふき落として、フューレが言う。


「ここに居られるのはまあ──あと一日か二日だな。三日目には確実に見つかる」


　そもそも〈ベルロッド〉館はフューレが巡じゆん回かい用心棒をしている店の一つである。顔見知りのよしみで彼はこの〈ベルロッド〉館の女主人に頼み込み、屋根裏部屋に匿ってもらったのである。


　だが──それだけに、フューレとこの〈ベルロッド〉館の繫つながりに関してはすぐに調べがつくだろう。


　また元々この屋根裏部屋は、訳ありの娼婦や常連客などを、昔の情夫や借金取り、その他から匿うために作られた隠し部屋ではあるのだが──無論その場しのぎの代しろ物ものなので、素人しろうと目めは誤ご魔ま化かせても情報部の人間を欺あざむけるほどのものではあるまい。


「では移動しないと。できるだけ早く」


　レオポルドがそう言ってから──言葉に詰つまる。


　地元の人間でない彼としては、土と地ち勘かんがない。ここを出るのは良いが、その後で向かうべき先を思い付かないのだ。


　無論、それはパシフィカやウイニアも同じなので、自然と皆みなの視線はフューレに集まるのだが──


「王都は駄だ目めだな。何ど処こに行っても大差ないし、状況が状況だけに突発的な事態が起これば対処しにくい」


　フューレはそう言って一口パンをかじった。


「王都から出るとすれば、比ひ較かく的てき近くて安全と思われるのは……グレンデルか」


　フューレのその言葉にウイニアとレオポルドは顔を見合わせ──そして揃そろってパシフィカを振り返る。


「え？　何？」


　二人の視線を受けて眼を瞬かせるパシフィカ。どうやらまだ自分がグレンデルの託たく宣せんに『世界を滅ぼす』と予言された〈廃棄王女〉であるという自覚が無いらしい。


「あ。そか──グレンデルっていったら、マウゼル教の総本山だっけ。私にとっては因いん縁ねんの場所……なんだよね」


「そうなります」


　頷くレオポルド。


「しかしラインヴァン領内にありながらもあそこだけは完全な独立自治区だ。他国は無論の事、ラインヴァンの軍隊も公式にはあそこには踏ふみ込こめない。情報部も行動をかなり制限されるはずだ」


　世界宗教とも言うべきマウゼル教の聖地として名高いグレンデルには、各国の王侯貴族もしばしば巡じゆん礼れいに来る。


　王侯貴族同士のいざこざはすぐに戦争に発展しかねない危機を孕はらんでいるため、マウゼル教の第一渉外局からの提案で、グレンデルは非武装地帯に指定され、各国やラインヴァンの軍隊は進しん駐ちゆうできず、巡礼に来る王族でさえ護身用以上の武器や兵力を伴ともなえない──という条約が結ばれている。


　無論、素す直なおにその条約を守る国ばかりでもない。各国共に情報部関係者を潜せん入にゆうさせてはいるし、文官に偽ぎ装そうした兵士や魔導士を従じゆう者しやとして引き連れてくる王侯貴族は後を絶たないが──それでも表立っての活動が出来ないグレンデルでは、彼等の力は大おお幅はばに制限されざるをえない筈はずだった。


「でもあそこには──教会の殺し屋が居るんじゃないんですか？」


　ウイニアが口を挟はさむ。


　彼女はシャノンと教会の教敵暗殺部隊〈粛正使パージヤース〉の戦いを見ている。教会の総本山などに向かえば、それこそあの大量生産の人形じみた個性のない殺し屋達が、大たい挙きよして襲おそってくるような気がしたのだ。


「確かにな。だが圧あつ倒とう的てきに数が少ない。〈粛正使〉は元々少ないし、異教検察官はむしろ地方の方が多いしな」


「そう──なんですか？」


　意外な答えに──ウイニアは眼を瞬しばたたかせながら応じる。


「少なくとも王都に留とどまって反乱軍の眼をかいくぐり続けるよりはマシだろうさ。組織の一番恐ろしいところは、結局のところ、問答無用の力押し──物量だからな。状況にもよるが、一般兵士百名よりは精せい鋭えい十名の方がまだ制し易い事が多い。その意味では反乱軍よりも暗殺専門の特殊兵力である〈粛正使〉を相手にする方が楽だろう」


「なるほど」


　と──これはレオポルド。


「それにまさか教会の連中も〈廃棄王女〉が自分達の聖地に乗り込んでくるとは思ってないだろう。


　その一方で──反乱軍は表だってグレンデルには乗り込めないし、追っ手を非公式に送り込むにしても、グレンデルではその動きが著いちじるしく制限される。更にはあそこには多くの貴族が同様の理由で逃げ込んでいるだろうから、放っておいても彼等が王都からの追っ手を防いでくれるだろうさ」


「それは分かりますが──しかし」　レオポルドは傍かたわらにある天てん窓まどの隙すき間まから、外を眺ながめる。


「当面の考えるべき問題は──どうやってこの建物から出るか、でしょう」


「……だな」


　フューレは短く溜ため息いきをついた。


　折おり悪わるく、フューレ達がこの〈ベルロッド〉館に逃げ込んだ直後、一個中隊規模の反乱軍勢力がすぐ近くの広場にやってきて居い座すわってしまったのである。


　単なる偶然なのだが、お陰で〈ベルロッド〉館に来る客の半数は兵士になってしまい、下にただ食事を貰もらいに行くだけでも兵士達の眼を気にせねばならない。わざわざウイニア一人に取りに行かせているのは、彼女が一番目立たないからである。フューレやレオポルドは論外だし、パシフィカのいかにも貴族らしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんは必要以上に目立つ。


　それに情報部の動きが早ければ、既すでにパシフィカやレオポルド達も要捕ほ獲かく対象として人相書きなどが各部隊に配布されているだろう。


「強行突破とか」


　あっけらかんと物ぶつ騒そうな事を言うパシフィカにレオポルドが溜め息をつく。


「いくらなんでも無理ですよ」


「レオもフューレも強いじゃない。この間だってばたばたと──」


「そう言ってくださるのは嬉うれしいんですけども……さすがに二人で三十人以上を相手にはできませんよ。囲まれて終わりです」


「そうなの？」


　振り返って尋たずねてくるパシフィカに、フューレも顔をしかめて頷うなずいた。


「さて──どうしたもんかな」


「……あの」


　そう言って片手を挙あげたのは──意外な事にウイニアであった。


「それなら……私に一つ、提案が」
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　遥はるかな高みにまで澄すみ渡わたる朱色の空間。


　夕暮れの空を見上げながら──他に何をするでもなく、人の形をした岩の様に黙もく然ぜんと彼は座り込んでいた。


　大おお柄がら──などという使い古された言葉ではその印象を表現しきれない様な巨きよ漢かんである。岩がん塊かいに荒あら鑿のみを当てて削けずりだしたかの様なごつごつした顔が、やはり岩の様なごつごつした体たい軀くの上に載のっている。どこからどのように殴なぐっても拳こぶしの方が痛むのではないかと思える様な──そんな無む闇やみやたらと厳いかつい雰ふん囲い気きが彼にはあった。


　標準的なマウゼル教の神官服を身に纏まとっているのだが……ゆったりしている筈の衣装がどうにも窮きゆう屈くつそうに見えるのは、やはりこの男には相応ふさわしくないという事だろう。恐らく鎧よろいでも着せておく方が余よ程ほど似に合あうに違いない。


　無論、それは本人が一番自覚してはいるのだが……ただでさえ神官らしくない以上、せめて服装だけでもそれらしく取り繕つくろっておかないと、本当に山さん賊ぞくや傭よう兵へいと間違われかねないという事も、彼はよく自覚していた。


「……まったく──」


　彼は空を見上げたまま呟つぶやいた。


　ラインヴァン王国首都ザウエルからマウゼル教の聖地グレンデルへと至る経路は幾つもあるが──その中の一つ。


　やや細めの枝街道の脇わきで、丈高い樹木の幹みきに背中を預あずけながら彼は既すでに半日近くも座り続けている。


「ちっとは運が向いてきたらと思ったら──これだ。本当に、貧びん乏ぼうくじばっかり引いてんな、俺は」


　彼はそう言って顔をしかめた。


　個人の都合などいちいち斟しん酌しやくしてくれないのが巨大組織の常とはいえ──半はん端ぱ者ものとして辺境に左さ遷せんされていた自分が、なんの前まえ触ぶれもなく、いきなり上層部から呼び出されたのである。指定された期日にグレンデルへと辿たどり着くため、彼はかなりの努力を強しいられる事となった。


　いや。それはいい。問題はその後だ。


　長旅の疲つかれを癒いやす間も許ゆるされずに出頭を命じられ──その結果として彼に与えられたのは、配はい置ち転てん換かんの辞令と新しい肩書きだった。


　新しい配属先は第一渉しよう外がい局。


　彼にとっては、ある意味で懐なつかしい古巣とも呼べる部署ではあるが……一度は彼を半端者と放り出したかの第一渉外局の長ガーネスト・ホーグ枢すう機き卿きようが、わざわざ呼び寄せる事の不自然さに気付かないほど、彼は愚ぐ鈍どんではなかった。


「貴族の護衛ねえ……」


　何やら反乱めいた事が王都で起こっているという噂は彼も既すでに聞き及およんでいる。そしてここしばらく、大量の王室派貴族が王都を離れてグレンデルへと逃のがれてきている事も。


　元々ラインヴァン王室及び貴族の接待をその仕事の範はん疇ちゆうに含む第一渉外局としては、マウゼル教の威光を頼たよってきた彼等を放置しておくわけにもゆかず──マウゼル教神官の中では比較的数少ない戦闘技能者をあちこちからかき集めてグレンデルまでの護衛役として派は遣けんしているのだ。


　結局のところ、これが彼の配置転換の真しん相そうである。


　ちなみに今回マウゼル教の非公開戦力であり教敵暗殺部隊である〈粛正使〉はほとんど動員されていない。彼等はかなり極きよく端たんな形で暗殺戦に特化している為に護衛活動そのものに向いていない──少なくとも彼はそう説明された。


（もっともあのホーグ枢機卿のこった──他に何か理由があるのかもしれんがな）


　彼はそんな事をぼんやりと考える。


　その時──


「──グレンデルの聖道騎士クレリカル・ソルジヤーかな？」


　不意に掛けられた声の方向を、彼は視線だけを動かして探った。


（ふん──相当な使い手がついてやがるな）


　特に気配はなかった。


　恐らく斥せつ候こう役やくなのだろう──いつの間にそこに現れたのか、歳の頃十五、六といった感じの少年が一人、彼から数歩の距離に立っている。


「ああ──そういう事になってる」


　そう言って彼は苦く笑しようした。


　ちなみに聖道騎士という肩書きは、第一渉外局が慌あわててでっち上げた役職にすぎない。さすがに王侯貴族の護ご衛えいに異教検察官を送るというのも格かつ好こうがつかないという事なのだろう。もう使われなくなって久しい単語をどこぞの記録から引っ張り出してきて、公式な役職として彼に当てはめたのである。


　くだらない欺ぎ瞞まんだとは思うが──拒こばむ程のものでもない。それで事が円えん滑かつに進むのなら、欺瞞にも意味はあるのだろう、という程度に彼は考えていた。


「ベルケンス・タンホグリオだ。そっちは？」


「〈オブスティネート・アロウ〉」


「俺はおめえの名前を訊きいてるんだよ」


「……失礼」


　ふとその少年が苦笑を浮かべる。


（ふふん。歳とし相そう応おうの顔も出来るか）


　そんなベルケンスの内心を知ってか知らずにか、その少年は頷うなずいて右手を差し出した。


「クリストファ・アーマライトだよ。クリスでいい」


「ご苦労さん」


　そう言ってベルケンスはクリストファと名乗った少年兵と握あく手しゆを交かわした。


「で──問題のお偉いさんは、何ど処こに？」


「後数分もすれば着くよ。でも──タンホグリオ聖道騎士、派遣されてきた護衛は貴方あなた一人なのかな？」


「不満か？」


「少しね」


「ふふん」


　ベルケンスが笑う。


　次の瞬しゆん間かん──彼の上半身が消しよう滅めつした。


　いや。彼が恐ろしい程の速さでその巨体を沈めながら、丸太のような脚あしで横蹴りを放ったのである。


　空気を無理矢理に抉えぐり抜くような一撃。


　ブーツの靴底がクリストファの首に激突し、その頸けい骨こつをへし折った──かにも見えた。


　だが、クリストファは既すでにその時点で蹴りを見切ってかわし、ベルケンスに向かって踏み込んでいる。ベルケンスが蹴り抜いたのは彼の残像に過ぎない。


　鳥の翼つばさの如く広がるクリストファのマント。


　その下から獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびの様に、折り畳たたまれていた長柄戦斧ハルヴアードが延のびる。伸ばす動作をそのまま攻撃に使用した一撃である。


　だがベルケンスは更に身を沈めてこれをかわし、ほぼ四つん這ばいになった状態から四し肢しを使っていきなり上へと跳はね上がる。


「──!?」


　あまりにも動物じみたその動きに一瞬、クリストファの反応が遅れた。


　その一瞬でベルケンスは彼の頭上を飛び越え、クリストファの背後に着地。今度は渾こん身しんの力を込めた正せい拳けんが無む防ぼう備びなクリストファの後頭部に突き込まれ──


　異い音おん。


「……痛えな」


　そう言ってベルケンスは苦笑した。


　彼の拳こぶしはクリストファの後頭部に触ふれる直前で、止まっていた。クリストファが振り返らずに突き出した長柄戦斧の石突きが、ベルケンスの拳と衝突していたのである。


　普ふ通つうなら指の骨を粉ふん砕さい骨こつ折せつした挙あげ句くに掌が二つに引き裂かれていてもおかしくはない勢いであったのだが──ベルケンスがひょいと戻した拳には、傷一つ無い。


「まだ不満か？」


　薄うすく笑って言いながら──ベルケンスが街道の彼方を眺ながめる。


　ようやくその道の向こうに、一台の馬車が姿を現した所であった。誰を運んでいるのか知らないが──これほどの使い手が念のためにと先に安全確認に来る程だ。相当身分が高い者が乗っているのだろう。


「いいや。まあ──僕以外の護衛役はこのままグレンデルまで同行するしね」


「……おめえは来ないのか？」


　ベルケンスは眉まゆをひそめて尋ねる。


「だからわざわざ迎むかえを要よう請せいした上に、試ためさせてもらったんだよ。僕はもう一度王都に戻って次の指示を待つ。ただでさえこちらの手て駒ごまは不足しているからね」


　そう言ってクリストファは肩を竦すくめて見せた。








　作業は屋根裏部屋ではなく娼婦達の控ひかえ室で行われた。


　客に見られぬ様、細心の注意を払って移動したため妙に時間がかかったが──しかし作業そのものは順調に進んだ。発案者のウイニアは無論だが、パシフィカや、衣装や道具を貸してくれた〈ベルロッド〉館の女主人リージア・ベルロッドが面おも白しろがって積極的に作業そのものにも協力してくれたからである。


　しかし──


「……」


「……」


　パシフィカ達が固かた唾ずを呑のんで見守る中、フューレとレオポルドはひたすら無言で互たがいを見つめていた。


　二人の間にわだかまる空気が固く──それにもまして重い。時間さえもが凍こおり付いたかの様である。限界にまで張りつめた緊張が、ほんの小さなきっかけで一気に決けつ壊かいしてしまうであろう事は誰の目にも明らかだった。


　深しん刻こくな表情のまま対たい峙じする二人。


　視線そのもので斬きり結ぶかの様に、鋭するどい眼がん光こうを宿やどした眼がお互いを映している。


　如何なる剛ごうの者であろうとも、今この二人の間に割って入るのを躊躇ためらうに違いない。


　そして──


「う……」


　視線を先に外はずしたのはレオポルドだった。


　まるで深刻な傷きずを負ったかのようによろめくと、彼は壁に手を付き、荒い息を吐はいた。


「──駄だ目めよ、レオ！」


　震える少年騎士の背中に声をかけたのはパシフィカであった。


「笑いたいのは皆一緒なんだから！」


「やかましいわっ！」


　と喚わめいたのはフューレである。


　もっとも──フューレにしろレオポルドにしろ、それと知って見なければ知人友人でも彼等であるとは気付くまい。それほど彼等の容よう姿しは変化していた。


　長い髪。白い肌。長い睫まつげ。


　そしてとどめに──フリル付きのドレス。


　一見してこの二人が少年であると判別できる人間は少ないだろう。二人は見事に変身を終えていた。


　背が妙に高い事だけはどうしようもなかったが、二人とも元々顔立ちが整ととのっているためか、それなりに化粧をするとパシフィカ達の眼から見てもさして違い和わ感かんのない『美少女』へと仕上がっている。


　ちなみにフリルがやたら付いたドレスは二人の体格──特に肩幅や腰の位置を誤魔化すためである。ついでに言うと喉のど仏ぼとけを隠かくすためにレオポルドは襟えりの高いドレスを着ており、フューレは首にスカーフを巻いている。


「でも──二人ともよく似合ってますけど」


　苦く笑しようしながら言うウイニア。


　彼女の後ろでは、やや女性としては大おお柄がらだが艶つややかな顔つきをした黒髪の中年女性──リージアが、やはり苦笑を浮かべて立っている。


「うん。よく似合ってるよ、本当。これなら明日からでもうちで働けるよ」


「タチの悪い冗じよう談だんは止めてくれ」


　うんざりした表情でフューレが言う。


　長い麻色の髪かみのカツラをかぶり、白おし粉ろいで肌はだの色も薄うすく整えられている彼は、確かに何ど処こに出しても恥はずかしくない器き量りよう良よしに見える。少々目つきが悪い様にも見えるが──それはそれで、気け怠だるい色気に見えない事もない。
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「フューレのそういう格かつ好こうが見られるとは思わなかったよ。あんたもよく思い付いたね」


「いえあの……前に一度、似た様な事があったもので」


　ウイニアが苦笑を深めて答える。


「でも本当によく似合ってますよ。レオポルドさんも」


「ああああああ」


　そう言われてレオポルドは壁かべに頭を付けたままずるずると床に座り込んでしまった。


　どうやら笑いを堪こらえていたのではなくて、単に羞しゆう恥ち心しんから悶もん絶ぜつしていたらしい。


「騎士が、騎士が女装などと……スコルプス家末代までの、恥はじ……」


「まあ、そう悲観しないで」


　ぽんぽんとレオポルドの背中を気楽に叩たたきながらパシフィカが言う。


「おそろい、おそろい」


　そう言ってパシフィカは自分も赤毛のカツラを被かぶり、衣装を指差して見せる。


　ちなみに──パシフィカやウイニアも既すでに簡単な変装を終えている。ウイニアは白粉で肌の色を誤魔化し、髪の毛は黒髪のカツラを着けている。パシフィカの場合は肌はそのまま、カツラは赤毛のもの。とりあえず一番目立つ髪の色と形を誤魔化しているだけなのだが、それでも印象はかなり変わるし、どうせ夜間であれば瞳ひとみの色は判別しにくい。


「…………」


　ふと、顔を挙あげて自分とパシフィカを見比べる、レオポルド。彼はしばし黙だまって自分の格かつ好こうを再検分していたが──


「なるほど、それもそうですね！」


「……いいのか、おい」


　表情を輝かせるレオポルドに思わずそう突っ込むフューレ。


　とはいえ……他に思い付く手段はフューレにもない。


　いくら〈ブラック・ホーク〉が優秀でも、王都全域で直接〈廃棄王女〉を探たん索さくは出来まい。ただでさえ人手が足りないのだ。そこまでしている暇ひまはない筈だ。


　となると──やはり都中に展開している反乱軍に通つう達たつをだし、そこからの情報を分析して包囲網を狭せばめるつもりだろう。


　ならばフューレ達が注意せねばならない相手は〈ブラック・ホーク〉ではなく、数に任まかせた一般兵士達による捜そう索さくである。


　だが、彼等のほとんどはパシフィカやフューレの顔を知らない。人にん相そう描がきを配くばられている可能性も無いではないが、そう素早く全部隊に行き渡る事はあるまい。行き渡ったとしても、一般兵士達が何枚も配られているであろう人相描の全てを記き憶おくしているとは考えにくい。


　これはレオポルドやウイニアにしても同様であろう。恐らく兵士達は本来の重臣や貴族、王族の探索の他に、『年の頃十五、六、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女』などという様に大まかな特とく徴ちようを知らされ、片かたっ端ぱしからそういった相手を捕ほ縛ばくする様に命令されている筈だ。


　ならば……特徴的な部分を変えてやるだけでかなり捕捉される確率は減る。


　しかし──


「にしてもフューレ、やけに手て慣なれてるわね」


　ふと気付いたかのように、パシフィカがそう言ってくる。


　確かにレオポルドの場合などは何ど処こか衣装の着こなしや仕し草ぐさに『女の子』を演じる上での無理が出ているのだが、フューレの女装にはそれほど違い和わ感かんがない。


「ま──まさか」


　パシフィカはふと何か思い付いた様子でフューレを指差した。


「元々そういう趣味が!?」


「違うわっ！」


　低く叫さけんでからフューレは溜め息をついた。


「暗殺戦の訓練では変装も必修科目に入ってたからな。『女』の演じ方も習ならった事がある。女相手だと油断する馬鹿は意外に多いんだよ」


　そもそもそういった考え方をとことん推おし進めて出来たのが、ブレンテン公爵配下の〈グロウ・ランサーズ〉なのだそうだ。


「……すごい」


　パシフィカは素直に感心した表情で言ってくる。何やら感心の方向が違うような気がしたが、やはり感かん嘆たんの眼まな差ざしを受けると悪い気はしない。


　パシフィカは拳を握にぎり締しめて言った。


「趣味じゃなく仕事で女装してたのね！」


「……いや、そういう風に言い切られると、なんか妙な感じだが」


　脱だつ力りよくしながらフューレは言った。


「さて。もう一押しのための準備をするか。ベルロッドさんには迷めい惑わくをかけるが──」


「ああ、気にしなくていいよ。フューレにはいつも世話になってるしね。うちの子達にも人気あるし。ま──事が済すんだら一度客として来ておくれ。うちの用心棒として専属契約してくれるともっといい」


「……考えておく」


　パシフィカとウイニアの物言いたげな視線を背中で受けながら、フューレは溜め息混じりにそう言った。








　高々と通りに悲鳴が上がった時──広場に駐ちゆう屯とんしていた反乱軍兵士達は、丁ちよう度ど歩ほ哨しよう役やくの交代時間を迎むかえていた。


「──なんだ？」


「娼館の方だぞ」


　眉まゆをひそめて数名が振り返る。


　夜間の外出は基本的に禁止されているため、通りに兵士達以外の人影はない。歩哨役の兵士達以外に、近くを巡じゆん回かいしていたらしい別班の兵士達も、何事かと慌あわてて駆け付けてくる姿が見えた。


　広場では約五十名の兵士の内、三分の一ずつ交代で眠っているのだが……甲かん高だかく響ひびき渡るその悲鳴を耳にして、彼等もテントから起き出して来る気配があった。


　そして──


「──なんだ!?」


　兵士達が見たものは、大量の白煙を窓の一つから吐き出している〈ベルロッド館〉の姿であった。


「火事か!?」


　兵士の一人が叫んだ。


　通りに面する二階建ての瀟しよう洒しやな建物からもくもくと煙けむりが立ち上っている。


　煙の割わりには火勢が弱いような気もしたが、よく見ると一階の窓の奥おくでは炎の光もちらちらと揺ゆらいでいるのが見える。


　更に──兵士達の間に生じた危機感に駄だ目め押おしをするかの様に、〈ベルロッド館〉の正面玄関が開くと、けたたましい悲ひ鳴めいを上げながら十数名の娘達と、そして泊とまり客だったらしい男達数名が中からまろび出てくる。


「こ、こら──夜間は外出禁止……！」


　兵士の一人が思わずそう叫ぶが、周りの兵士達は困こん惑わく顔がおでぞろぞろと出てくる男女を眺ながめていた。


　彼等は、夜間外出禁止令を破った民間人を捕とらえ、あるいは諫いさめる権限と義務がある。


　だが──彼等も軍人である前に血も涙もある人間である。


　敵を殺す事については躊躇ためらわぬ覚悟があっても、現実に火事の現場から逃げ出す人々に、煙を噴ふく建物の中へ戻れと強制できる程、彼等も杓しやく子し定じよう規ぎではなかった。


　そうこうする内に──


「なんだ？」


「おい、煙が──」


　悲鳴を聞きつけたり煙に気付いた近所の店てん舗ぽや家屋から、様子を見ようと顔を覗のぞかせる。


　最初は外出禁止令を気にしてか、恐おそる恐おそるといった雰囲気であったが、兵隊達が特に制止しないと見ると、わらわらと遠えん慮りよ無く建物の中から出てきた。


「どうなってんだい？」


「うわ──火事か？」


　口々に声を上げながら野や次じ馬うま達がなおも煙を吐き続ける〈ベルロッド館〉を眺める。


　さすがに彼等まで兵士達は見過ごすわけも行かず、彼等はランプや鞘さやに入れたままの剣を振り回して怒ど鳴なった。


「戻れ、夜間外出禁止令が──」


「何言ってんだ！　隣となり近きん所じよが火事だってのに寝てられるか！」


「む──」


　野次馬達に叫び返されて兵士達も言葉に詰まる。


　確かにいつ自分の家も燃え上がるか分からないのに、じっと家の中にこもっている馬鹿はいないだろう。


　だがその結果──通りには百名以上の民間人と四十名余りの兵士達が入り乱れる結果となった。こうなっては最も早はや、夜間外出禁止令云々を喚わめいても意味が無い。


「くそ──このままでは埒らちがあかん！　とりあえず火を消すぞ！」


　分隊長の一人が部下に指示を出す。


　何にせよこのまま火を放置しておいては事態が改かい善ぜんしない。簡単な消火作業ならば、兵士達も訓練を受けているし、このまま王都の防火隊が到着するのを待っていると、取り返しのつかない程火勢が強まる可能性もあった。


　近所の連中も手伝って、家の中から持ち出してきた桶おけで水を被かぶり、兵士達が〈ベルロッド〉館に突入していく。夜間外出禁止令で兵士達と揉もめていた野次馬達は一転して声せい援えんを兵士達に送った。


「がんばれ──っ！」


「おおっ！」


　勇いさましく応える兵士達。


　だが──


「……なんだ、これは？」


　火傷やけどを覚悟で突入した彼等が見つけたのは、一階奥の厨ちゆう房ぼうで大量の白い煙を吐はき続ける壺つぼであった。


「なんだ？　揚あげ物の油にでも火がついたのか？」


「しかしこの煙は──？」


　首を傾かしげる兵士達。


　後に彼等が〈ベルロッド館〉の館主から、事情の説明を受けたところによると──どうやら揚げ物の最中に油あぶら壺つぼに引火した上に、慌あわてた娼婦達がそこへ砂糖だの小麦粉だの、挙あげ句くの果てには石鹼粉を委い細さい構かまわずぶっかけてしまった為、大量の白煙を館内に充じゆう満まんさせてしまう結果となったのだそうだ。


　何にしろ煙の割には炎それ自体は殆ほとんど燃え広がっておらず、発見が早かった事、消火活動が迅じん速そくだった事から、結果的には元々老ろう朽きゆう化かを理由に取り壊こわす予定だった厨房施設一式が焼けただけで被害は済すんだという。


　そして──








「……意外に、簡単、だった、わね」


　走りながらもパシフィカが笑う。


　今、彼女らが走っているのはもう既すでに〈ベルロッド館〉のあった通りではない。大通りから枝のように、あるいは毛もう細さい血けつ管かんの如ごとく分かれて細々と伸びる路地裏を、縫ぬう様にして走っているのである。


　大通りよりは当然走りにくく、回り道になる事も多いが、当然ながら発見されて見とがめられる可能性は大通りよりも低い。


「使い古されてるがな。それだけに使い易やすい手ではある」


　そう言いながら走るのは、フューレである。隣となりには頭からずり落ちそうになる赤毛のカツラを押さえながら走っているレオポルドと、こちらは黒髪のカツラを被かぶっているウイニアの姿もある。


「こんな変装、今にもばれそうで……冷ひや汗あせものでしたよ」


　そう言いながらレオポルドも笑う。


　ちなみにレオポルドは長騎剣を携たずさえたままだが、白いシーツを巻いておいたのが幸さいわいして、特に見とがめられる事もなかった。家財道具か何かだと思ってくれたのだろう。


「そうか？　なかなかの美人ぶりだぞ」


「貴方に言われたくないです」


「それはそうだろうな」


　そう言ってフューレは苦く笑しようした。


　火事を起こして、混乱する現場から逃げる──それがフューレの使った『駄だ目め押おし』である。即そく席せきの変装だけではさすがに見破られる恐れがあるが、現場が混乱していればその可能性は減る。


　無論──〈ベルロッド館〉の火はフューレ達が慎しん重ちように時間と場所、そして油や石鹼粉等の量を決めた上で付けたものだ。予あらかじめ厨房の周囲には水を撒まいて火が燃え広がるのを防ぎ、その一方で可能な限りに煙を大量に出すようあり合わせの材料を調合しておいたのである。


　実のところ実際に火事にする必要は無かったのだが、元々厨房の改装が予定されていた事、そして〈ベルロッド館〉の娼婦達が後々余よ計けいな疑うたがいを抱かれぬ様に、という事でリージアの許可の元、フューレ達は火をつけ──そしてそのまま逃げ出したのだ。


「さて──」


　フューレは走りながら脳のう裏りに王都の地図を思い描く。


　まず向かうのはレオポルド達の泊まっていた宿だ。そう遠い位置ではない。歩いても半時間とかからない場所だ。


　無論、宿が監かん視しされている可能性もあるので、直接近付くのは隠密接敵ストーキング技能を持ったフューレのみである。レオポルドはパシフィカ達の護衛役に残し、三人はフューレが帰ってくるまで、宿に近い街門の側そばに潜せん伏ぷくさせる。確か街門の側にはちょっとした雑ぞう木き林ばやしがある筈なので、一時間やそこら隠れているのもそう難むずかしい事では無かろう。


　ちなみに──わざわざ宿に戻るのは、脚の確かく保ほの為だ。


　いくら近いとはいえ、別の土地──グレンデルに行くには馬か驢ろ馬ばが必要だ。徒と歩ほではもし追っ手がかかれば追いつかれてしまう可能性が高い。


　だが反乱軍が王都を押さえつつある今、そういった『脚』は新たに手に入れるのは難しいのだ。ここは多少の危険を冒おかしてでもレオポルドの馬とウイニアの驢ろ馬ばを連れに行く必要があった。


「すぐに、戻る。大人おとなしくしてろよ！」


　そう言ってフューレはパシフィカ達から離れた。


　カツラを投げ捨て、袖そで口ぐちから抜いたナイフを一いつ閃せんさせると、彼の身体からだを包んでいた女物のドレスははらりとはがれて後方に舞い、彼はいつもの身軽な格好に戻る。


　更に加速しようとした、その時──


「フューレ！」


　何ど処こか切せつ迫ぱくしたようなパシフィカの声に、ふとフューレは立ち止まった。


　振り返ると、パシフィカも立ち止まって少し表情を曇くもらせている。


「気をつけてよ！」


　どうやら彼の身を心配してくれているらしい。フューレは内心で苦く笑しようした。


　言うまでもない事だが──気を付けねばならないのはフューレではなく、パシフィカの方である。反乱軍や〈ブラック・ホーク〉が捜しているのは彼女だ。フューレやレオポルド、ウイニアは、そのオマケに過ぎない。


　とはいえ──


　心配されて悪い気はしない。


「……分かってる」


　何年ぶりだろうか。


　苦笑でも冷笑でもない──自分でも意外なほどに穏おだやかな笑顔を浮かべて、フューレは頷うなずいて見せた。




　第六章　還かえるべきところ







　隠かくれるという作業は非常に神経を使う。


　それが不特定多数の相手からとなると尚なお更さらである。どこまで偽ぎ装そうをしたところで『完かん璧ぺき』はない。人のやる事に『絶対』もない。故にそれはどの程度で自分の不安感と折り合いを付けるかという作業でもある。


　王都をぐるりと取り囲む市し壁へき。


　これは単に王都の外がい縁えんを他と区別するために置かれたものではなく、有ゆう事じの際さいに敵軍を押しとどめ、王都民を護まもる為ための防ぼう壁へきとしての役割を果たすようになっている。


　だが、パシフィカ達の様な王都から逃げ出そうとする者達が居た場合──それはまず最初に突破すべき障害となる。


　王都の市壁に設けられた門は大小含ふくめると三十近くに上る。


　その中の一つ──北方、つまりはグレンデル方面に向いた門の一つが、パシフィカ達の目指す『出口』である。


　パシフィカ達が目指している門は比較的小さく、ある種の通用門である。それだけに大型馬車は通行できず、小型の馬車が何とか一台通れる程度の幅はばしかない。騎き馬ばでも何とかすれ違うのが精せい一いつ杯ぱいだ。


　今、彼女らはその門の近くに位置する雑ぞう木き林ばやしに身を潜ひそめている。ここに、レオポルドの馬とウイニアの驢ろ馬ばをフューレが連れてきて落ち合うことになっているのだが──


「……やっぱり遅いよ」


　灌かん木ぼくの茂しげみの中でパシフィカが呟つぶやく。


「何かあったんじゃ……」


「往復にかかる時間からすれば……慎しん重ちように慎重を期したとしても、少々かかりすぎるような気がしますね、確かに。帰りは馬に乗っている筈はずですし」


　レオポルドが応じる。


「あの、私見に行って──」


「駄だ目めですってば」


　そわそわするパシフィカに、珍めずらしくレオポルドが強い口調で言った。


「入れ違いになる位ならまだしも、下へ手たにパシフィカさんが単独で動いて捕つかまったりしたら、元も子もないじゃないですか」


「そ──それはそうだけど」


　たじろぐように言うパシフィカ。


「あの……私が見てきましょうか？」


　ウイニアが口を挟はさむ。だがレオポルドはこれにもすぐに首を振った。


「駄目です。元々今の王都は一般人の夜間外出が禁止されている状態なんですよ。ただでさえ女性の一人歩きは目立つのに、この状態で出歩いたら、間違いなく人目を引きます」


「うー……」


　パシフィカが顔をしかめて呻うめく。


　そんな彼女をしばし見つめ──そしてレオポルドは溜ため息いきをついた。


「分かりました。僕が見てきます」


「え？　あ……でも──」


　これは意外な提案だったのか、ウイニアが眼を瞬しばたたかせた。


「二人ともここから動かないで。じっとしてれば、しばらくは見つからないでしょう」


　そう言うと、レオポルドは茂しげみから立ち上がる。


　さすがに長ちよう騎き剣けんは目立ちすぎるのでそこに置き──代わりに予備の短剣だけを腰に付けて彼は茂みから出ていった。


「スコルプス様──」


　小走りに去ってゆくレオポルドの後ろ姿を眺ながめながらウイニアが呟つぶやく。


「あの方らしいわよね」


「──え？」


　ウイニアの言葉の意味が分からず、眼を瞬しばたたかせるパシフィカ。


「だって……男の人の立場としてはかなり辛つらいと思うけど。好きな人が自分の眼の前で別の男の人の心配をしてるのよ？」


「へ？……あ」


　一いつ瞬しゆんパシフィカは意味が分からない、といった表情を浮かべたが──彼女らしいといえばらしい──すぐに合が点てんがいったらしく、彼女の表情はばつの悪そうなものに変わった。


　レオポルドはパシフィカの為に、嫌いやな顔もせずに恋こい敵がたきの安あん否ぴを確認しに行ったのである。


「悪い事しちゃったかな」


「どうかしら。それを根に持つ様な人じゃないとは思うけれど……」


　そう言ってウイニアはもう一度レオポルドの去っていった方向を眺めた。








　甲かん高だかい馬の嘶いななきが夜の街に響き渡る。


「ちっ……！」


　小さく舌した打うちしてフューレは周囲の気配を探さぐる。


　幸さいわいにも宿屋の人間が起き出して近付いてくる様子はないが──何ど処こで誰だれが聴きいているか分かったものではない。


　レオポルド達が宿泊していた宿屋の裏。


　そこに宿泊者の馬や驢馬などを繫つないだりするための馬小屋がある。いや──小屋と評するには語ご弊へいがあるかもしれない。ただ単に柱と屋根と飼かい葉ば入れと水入れがあるだけで、そこには壁さえもない。もっとも王都の庶しよ民みん用の宿にはこうして馬を繫いでおく場所があるだけでも上等な部類に入るのだが。


　それにしても──


「この馬鹿馬、主人に似て融ゆう通ずうが利きかねえ」


　そう呟いてフューレは目の前に立つ一頭の馬を睨にらみ付けた。


　いかにも血けつ統とう書しよ付きですといわんばかりに立りつ派ぱな外がい見けんの馬だ。一見すれば上品で大人おとなしそうな馬なのだが……いざ乗ろうとすると、高たか々だかと嘶くわ激しく暴れるわで、どうにもフューレには御ぎよする事が出来ない。


「御主人様の所に連れてってやろうってんだから大人しくしろよ！」


　低い声でそう言ってフューレはレオポルドの愛馬パラベラムの手た綱づなを引っ張るものの、やはり不ふ機き嫌げんそうに前足で地面を引っ搔かいている。


　その姿からは、主人のレオポルド以外は絶対に背中に乗せない──そんな気き迫はくが伝わってくる。ある意味、騎士の馬としては天あつ晴ぱれな心意気かもしれないが、現状では迷めい惑わくな頑がん固こさであった。


　同じく連れてゆく予定のウイニアの驢馬の方はというと、こちらは外見通り素す直なおで大人しいが──


「くそ。どうしたもんだかな」


　呟いてフューレは腕うでを組んだ。


　パラベラムが言うことを聞かないせいで、既すでにかなりの時間を浪ろう費ひしている。


「こんな馬なら先に言えよな」


　もっとも、あのレオポルドの事であるから、単に自分の愛馬の性格を把は握あくしきっていなかったとも考えられる。レオポルドが乗っている分には素直な良い馬なのだろう。


「一度戻ってレオポルドを連れてくるか？」


　とりあえず宿屋の周囲に潜ひそんでいる者が居ないのは確認してある。いっそレオポルドやパシフィカ達を連れてきてここから直接乗っていった方が早いかも知れない。


　そんな風にフューレが思った時──


「──ん」


　近付いてくる気配に気付いてフューレは飼かい葉ば桶おけの陰に身を潜ひそめた。


　方向は宿屋の方からだ。恐らく宿屋の者がパラベラムの嘶き声を聞いて様子を見に来たのであろう。


　ランプを片手にほっそりした影が二つ、宿屋から出てくる。


　共に若い女だ。


　女達はパラベラムの側まで歩いてくると、ランプを手近な柱の金具に吊つるし、そして周囲を見回した。


　そして。


「──!!」


　周囲を探るように滑すべっていた女達の視線がぴたりと自分の潜んでいる飼い葉桶の所で止まった瞬しゆん間かん、フューレは女達の正体に半なかば気付いた。


　同時に──


「──しゃっ!!」


　鋭するどい──気合いとも単なる呼こ気きともとれるような音を唇くちびるから漏らしながら、女達は懐ふところから投擲用短剣スローイングダガーを両手で抜き放ち、その動きのままフューレの方へと投げ付けてきた。


　微び妙みように狙そ点てんと時間タイミングをずらして飛んでくる四本の刃物。フューレは体たい捌さばきで三本をかわし、残る一本は咄とつ嗟さに袖そで口ぐちから引き抜いたナイフで弾はじき飛ばした。


　高々と響ひびき渡る金属の音。


「貴様らは──」


「やはり『足』を確保に来たわね。情報部の分ぶん析せき通どおり」


　そう言って女達は悠ゆう然ぜんと身構える。


　かなりの使い手だ。それはこうして相あい対たいしていると肌はだで分かる。少なくともこの女達はそこらの一般兵士と違い──人を殺した経験があるだろう。


「〈グロウ・ランサーズ〉か……」


「答える義務はないわね」


　女の一方が素そっ気けない口調で言う。


　恐らく、〈ブラック・ホーク〉の人間はフューレが顔を知っている事もあるとして、配するのを避さけたのであろう。


「……宿屋の人間はどうした？」


　当然、フューレも待ち伏せを警けい戒かいしてはいた。だからこそ、宿の中に居る人数と周囲に潜ひそんでいる気配が無いかどうかを確認してからこの場に忍しのび込んできたのである。


　確かに潜んでいる気配は無かった。


　そして宿にはレオポルド達の話によると経営者の老夫婦が一組居るだけだったという。


　という事は──


「殺したな？」


「答える義務はないわね」


　薄うす笑わらいを浮かべながら女は繰り返した。


　来るかどうかも分からないフューレ達を欺あざむくために、この女達は何の関係もない宿屋の人間を殺してすり替わっていたのだ。


「あら？　怒ったの？」


　もう一方の女が笑う。


「〈レイス〉といえば子供ながら凄すご腕うでの暗殺者だったと聞いているのだけれど？」


「…………」


　無論、その通りだ。


　フューレとて殺人の経験はある。それも一人や二人ではない。子供を殺した事はないが、女や事情を知らない一般人を殺した事もある。


　女達の行動を今いま更さら責せめられる立場ではない。


　だが──


「お前等みたいな、手段に慣なれるあまりに目的を棄すててきてしまったような連れん中ちゆうを見てるとな、むかつくんだよ」


　昔の自分を見ている様で──本当に腹立たしい。


「なんとでもお言いなさいな」


　女達は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべながら言う。


　二人がかりでなら負けない──そう思っているのだろう。


　実際、かなりの使い手である事は間違いない。フューレにしてみれば勝てない相手とは思えないが、聞き分けのないパラベラムや驢ろ馬ばを連れてここから逃げるのは無理だ。


　まして──この分では他にも何名か、周辺の住人が『敵』とすり替えられている可能性がある。まとめて襲おそってこられれば、さすがのフューレでも捌さばききれまい。


「さて。死にたくなければ答えなさい。〈廃棄王女〉は何ど処こ？」


「答える義務はないな」


　相手の口調をそのまままねて返す。


「分からないわね。庇かばう義理なんてないでしょうに？」


「そりゃ分からないだろうさ」


　フューレは薄うす笑わらいを浮かべながら言った。


「暗殺娼婦なんぞにはな」


「…………自分から言わせてくださいって言うようにし向けてあげるわね」


　そう言うと二人の〈グロウ・ランサーズ〉は同時にフューレに向けて飛びかかってきた。








「──あれ？」


　宿屋の前まで来たレオポルドは、首を傾かしげて周囲を見回した。


　妙な気配を感じたように思ったのだ。


　いや──逆だ。周囲の気配が薄うすすぎる。


　彼が宿泊していた宿屋を含ふくめ、周囲には幾いくつかの建物が並んでいる。それらの中には当然住人達が居て、眠っているにせよ起きているにせよ、気配を発している筈なのだ。


　だが──


「なんだ……？」


　この周囲はまるで無人の砂さ漠ばく地ち帯たいの様に気配がない。


　動物の気配──馬や犬や猫、それに鼠ねずみなど──は感じられるが、少なくとも人間の気配は殆ほとんどない。街中でありながらもここに漂ただよっている空気は廃はい墟きよのそれに近かった。


「軍から避ひ難なん命令か何かでも出たのかな？　でも──」


　戒かい厳げん令れい下かではあり得る話だが──無人にしては、時折散発的に発生しては消えるこの気配は何なのか。


　まるで暗くら闇やみの中に時折咲く火花を見ているかのような印象がある。荒こう野やのような気配の虚きよ無む地ち帯たいに、時折激しく鋭するどく発生する気配。


　それは──闘争の空気に似ていた。


「まさか──」


　呟きながらレオポルドは腰こしの後ろに手をやった。パシフィカ達の所に長ちよう騎き剣けんを置いてきた上に、小剣も宿屋の中──今のレオポルドは予備も予備、文字通りの護身用として携けい帯たいしている短剣しか武器がない。


　だがもし争っているのがフューレなら──


「──！」


　鋭するどく嘶いななきの声があがる。


　愛馬パラベラムの声だとレオポルドは瞬間的に悟さとっていた。それも──ある種の異常事態にパラベラムが置かれているという事も。パラベラムは滅めつ多たな事ではあのような嘶き声をあげない。


「裏か……！」


　短剣を抜きながらレオポルドは駆け出した。


　宿屋の外がい壁へきに沿そって回り込み、パラベラム達が繫つながれている筈の裏へ。


　だが──


「──なんだ？」


　そこでレオポルドが見たものは、興こう奮ふんして嘶き声を上げるパラベラム、怯おびえる驢馬、それに壊こわれた飼い葉桶だけであった。


「なにが──」


　呟いて周囲を見回すレオポルド。


　その視界の隅すみに──ちらりと火花が咲いた。


「──!?」


　だがそちらを振り返っても何も見えない。


　断だんじて見間違いなどではないと想う。あれは刃物と刃物が打ち合った際に出る火花だ。


　しかし──


「何が一体──」


「ぼーっとしてんじゃねえっ!!　右だ！」


　叫びがレオポルドの横よこ面つらを叩たたく。


　半ば反射的に掲かかげた短剣に──何ど処こからか投げられた刃物が当たって、跳はね返った。


　思わずレオポルドは背せ筋すじが冷えるのを感じた。


　今の攻撃を弾はじく事が出来たのは、殆ほとんど偶然だ。警告を促うながすあの一声が無ければ、投とう擲てきされたその刃物はレオポルドのこめかみに突き刺さっていただろう。


「フューレ!?」


　声の主ぬしを捜さがしてやはり周囲を見回すが、その姿は見えない。


　だが──


（これが、暗殺者の戦いか……！）


　レオポルドは声もなく戦せん慄りつしながら短剣を構かまえ直した。


　夜の闇やみが作り出す無数の影。


　門柱の影。屑くず箱ばこの影。庭木の影。


　それらの闇に潜ひそみ、同化し、そしてそれらの間を飛び交いながら、攻撃の一瞬にだけ気配を解放して刃を交まじえあう。運動能力を最大限に生かし、激しく位置を変え、幻まぼろしの様に現れては消える──


　足場を確保し、正面から相あい対たいして剣を交える正当派の武術とは根本的に異ことなる流儀スタイルの戦闘法だ。


「お前の馬は俺では御ぎよせない！　さっさと連れて行け！」


　声だけが闇の隙すき間まから流れてくる。


「し──しかし！」


「俺一人ならどうとでも逃げられる！　馬はお前が連れて行け！」


　怒ど気きさえこもった声が降ってくる。


「お前が案じるべきは、アイツの安あん否ぴだろうがっ！　他の奴やつの心配してるほど、暇ひまじゃないだろ!?」


「……」


　レオポルドはパラベラムに駆け寄る。


　手た綱づなは既すでに外はずされている。すぐ側の驢馬の手綱をも外し、レオポルドはパラベラムの上に飛び乗った。


　焦あせる気を静めて彼は周囲に現れては消える気配を読む。


（神経を研とぎ澄すませるんだ──）


　レオポルドは呪文の様に自分に言い聞かせる。


　殆ほとんど姿を見る事さえ出来ないとはいえ、辛かろうじて気配は捉とらえる事が出来る。


　ならば……自分に一いつ矢し報むくいる程度の事は出来る筈だ。


（感覚を研ぎ澄ませるんだ──気配の現れる瞬間を、相手の呼吸を、その癖パターンを見み極きわめるんだ……）


　そして──


「そういうのはイヤなんですよっ！」


　叫んでレオポルドは短剣を投げた。


　ぢん！


　金属音と共に火花が咲く。


　火花の向こうに、驚おどろきの表情を浮かべながらよろめく女の姿が浮かび上がる。


　同時に──その腹ふく部ぶに小さなナイフが突き刺さるのが見えた。


「てめえって奴はっ！」


　次の瞬間、闇の中から飛び出してきた影が驢馬の上に飛び乗って叫んだ。


　フューレである。


「ちっとは専門家の意見を聞けよ！」


　言いながら驢馬の腹を蹴けって走らせる。


　レオポルドは驢馬の横にパラベラムを併へい走そうさせながら言った。


「引退したんでしょ」


「ロートルでも真正面から突っかかるしか知らない単純な騎士様よりましだよ！」


　そう叫び返しながらフューレは更に驢馬を走らせる。


「ま──助かったけどな。今のは」


　レオポルドの投げた短剣が作った隙すきを突いて、フューレは相手に攻撃を命中させることが出来たのである。


「……殺したんですか？」


　後方を振り返りながらレオポルドが尋たずねる。


　こういう場でも敵の命の心配が出来るのだから……このレオポルドという少年は、ある意味で大物と言えるかもしれない。


「殺さない方がいいんだよ。こういう場では」


　フューレはそう言って苦笑した。


「死人はその場に放置されるが、怪け我が人にんは他人の手を拘こう束そくするからな。ま──〈グロウ・ランサーズ〉相手にどれだけ通用するかは疑問だが。とにかく行動できる敵を減らせればそれでいいんだ。殺す必要はない」


「なるほど」


　頷うなずくレオポルド。


　だが次の瞬間──彼の左肩に一本の矢が突き刺さった。








　闇の中で何か巨大な質量が動く。


　生物の脈みやく動どうを……いや、胎たい動どうを思わせる断続的な音と共にそれは一個の存在として稼か働どうを開始する。


　本来それの原型となったものに比べると、ひどく不完全でいびつではあるものの──その内側に内ない包ほうする力は隠かくしようがない。


　その強大な力は周囲の空間すら歪ゆがませかねない代しろ物ものなのだから。


　しかし──


「この程度か」


　呟く声には多少の侮ぶ蔑べつと落らく胆たんが滲にじんでいた。


「言ってくれるわね。私としては成功したと思っているのだけれど」


　応じる声は揺るぎない。


　計算通りの結果を導みちびき出した学者の口調であった。恣し意いや感情を排はいし、冷れい徹てつなまでに事実を事実として受け止めている。


「ＥＤＳシステムは元々が代だい替たい兵器なのだから──完全を望むのは無理というものよ」


　そう言うのは蒼あおい髪かみの小こ柄がらな娘であった。


　確かにそこに居るという存在感は在ありながら、しかしその娘はまるで幻まぼろしの様に支えるものも無く空中に浮かんでいる。


　娘の名はナタリイ。


　かつて〈竜機神ドラグーン〉と呼ばれていた超兵器の制せい御ぎよ中ちゆう枢すうである。娘の姿をしているが彼女は人間ではない。生物ですらない。その姿は本来、使用者らとの対話を円えん滑かつに進める為に設定された便べん宜ぎ上じようのものでしかない。


「防御力はあっても復元能力はない。確かにこれは〈竜機神〉の能力の一部を真ま似ねるだけの、フェイクに過ぎないわ。もっとも──それでも三体も揃そろえば十分に〈秩序守護者ピースメイカー〉と戦えるけれど。〈竜機神〉と組めば計算上はアーティラリイ・タイプをも凌りよう駕ができる」


「それは豪ごう毅きな話だが──実働時間十分、戦闘稼働状態ではわずかに三分の兵器が、どれだけ役に立つのやら」


　皮肉げな口調でそう言うのは──亜あ麻ま色いろの髪をざっくりと短く整えた娘である。


　セーネス・ルル・ギアット。


〈獣けもの姫ひめ〉と綽あだ名なされ、危機管理組織〈紅スカーレツト〉を率ひきいるギアット帝国の姫君。通り名に相応ふさわしく、その容よう貌ぼうは美しいが、同時に野獣の猛たけ々だけしさを内包している。


「そこは操あやつる者の腕よ」


　ナタリイは冷然とした調子でそう答えた。


「実際の戦闘で十分も二十分もかかっていては……どうせ勝てないわ」


「言ってくれる……ところで〈フィンブルヴェトル〉の方は？」


「試作型はもうとっくに」


　割り込んできたのは、どことなく緊きん張ちよう感かんに欠かけた声であった。


　振り返る二人は、闇の奥おくから歩み出てくる黒髪の美しい娘を──〈廃棄王女〉の〈守護者ガーデイアン〉たる双子の一方、ラクウェル・カスールの姿を見た。


「これから調整に入るのだけれど──セーネスさん、手伝ってもらえません？」


「私がか？」


　眉まゆを顰ひそめてセーネスは尋たずねた。


　魔法に関しては──特にその記述開発やそれに類るいする領域では、セーネスはラクウェルの足下にも及およばない。同じ魔法の技能を持っているとはいっても、彼女は専もつぱら使うのが専門なのである。


「最終的には魔法戦技能者全員に装備できるよう十基作る予定です。誤作動をなくす為にも調整は複数の人間の手でやる方がいいかと思います」


　まるでお菓子づくりの相談でもしているかのように、ラクウェルは柔やわらかな微笑を浮かべて淀よどみなく喋しやべる。


「ＥＤＳ同様、力が大きすぎるし、律法システムに影響が出て感づかれてしまうから、試運転する事は出来ないけれどね。だからこそ調整は念入りにやっておく必要があるわ」


　ナタリイがそう付け加えた。


「分かった。だが──」


　続くセーネスの声には苛いら立だちの響きが混じっていた。


「そろそろ我が慢まんも限界だ。いつまでもここで武器を作っているだけでは、勝機を逃のがすぞ」


「それは──分かっていますが」


　ラクウェルの微笑はいつもの通りだが──のんびりした声が若じやつ干かん曇くもる。セーネスは溜ため息いきをついてから言った。


「……いや、すまん。言い過ぎた」


　勝機を逃しかねないのは自分自身だ。復ふく讐しゆうに焦あせる余あまり、充分な戦力が整う前に打って出たがっている。


　だが──思えば本当に現状が辛つらいのは一体誰なのか。分からないほど彼女は愚おろかではなかった。


「黙って耐たえるのも戦いの内。分かってはいるんだけどな」


　そう呟いてセーネスは眼前にそびえる巨体を見上げる。


　それは──かなりいびつな人型をしていた。








　周囲の風景が流れてゆく。


　思った以上にパラベラムの疾走速度は高い様だ。このまま落馬すれば間違いなく怪け我がをする。致ち命めい的てきではないにせよ、そのまましばらくは動けなくなるだろう。


「うぐっ──」


　激痛と共に思わず鞍くらから転げ落ちそうになるのを、レオポルドは必死の思いで堪こらえた。


　態たい勢せいを立て直そうと手た綱づなを引き絞り、パラベラムに減速を命じるが──


「止まるな！」


　フューレが叫さけぶ。


「止まったら狙ねらい撃うちだぞ！」


　叫びながら彼は横からパラベラムの腹を蹴ける。パラベラムは嘶いななき声を発して抗こう議ぎするものの、速度を落とすのを止めて再び加速する。


「やっぱり他にも人員を配置してたか」


　呟つぶやいてフューレは右手を閃ひらめかせる。


　夜や陰いんに乗じて飛んできた矢が、彼のナイフに弾はじかれて近くの建物の壁に突き刺さった。


　角度からして後方。


　恐らく馬か何かで追いながらの狙そ撃げきであろう。安定した立地条件での狙撃であったなら、レオポルドは最初の一撃で首を貫つらぬかれていたかもしれない。


「……まずいな。かなり深いか」


　驢馬を走らせながらもフューレはレオポルドの傷を看みる。


　矢は左肩の背中側から深々と突き刺さり、胸の側へと突き抜けている。もう少し位置が下であったなら、心臓を傷つけていたかもしれない。


「レオポルド！　俺の声が聞こえるか？」


　追ってくる狙撃者の気配を感じ取りながらフューレは叫んだ。


「なんとか……」


　脂あぶら汗あせを流しながらレオポルドは頷いた。


　彼の左腕は力無くだらんと垂たれ下がっている。傷そのものは致命的ではないにせよ、左肩はまともに使えないだろう。最悪、腱けんを傷つけている恐れもあった。


　まして狙撃を受けて負傷するというのは精神的にも大きな負ふ担たんを強しいられる。


　それは戦いと言うより一方的な殺傷行為だからだ。自分が標ひよう的てき──いや無力な獲物として狙われるだけという状況は、相当に剛ごう胆たんな戦士でも恐怖を覚えざるを得ない。レオポルドがまだ戦う気迫を喪そう失しつしていないのは、むしろ称しよう賛さんに値する。


「矢は抜くな。下手に抜くと出血が酷ひどくなるからな。逃げ切って、手当が出来るまで落ち着いてから抜くんだ。いいな？」


「はい……」


　さすがにこういう場ではフューレの経験と知識を認めているのか、素直にレオポルドは頷いた。


「よし。左腕、握にぎる位は出来るか？」


「なんとか」


「じゃあ驢馬の手た綱づなを持て」


　言いながらフューレは驢馬の手綱をレオポルドの左手に握らせる。思ったよりもしっかりした握力でレオポルドは手綱を握った。


　しかし──


「ちょっとフューレさん、まさか──」


「怪け我が人にんは黙だまって指示に従え！」


「駄だ目めです！　そういうのは僕は──」


「好き嫌いを言っている場合かっ！」


　フューレは怒ど鳴なってから──驢馬から飛び降りた。


「フューレさん！」


「怪我人は足手まといなんだよ！　さっさと行け！　俺一人なら何とかなるっ！」


「しかし──！」


　フューレの言う事には確かに一理ある。


　ここでどちらかが残って敵を引きつける、あるいはくい止めるなりしなければ、間違いなく二人とも追いつかれてしまうなり、パシフィカ達の元へ敵を案内してしまう事になるだろう。この前の一般兵士とは違う。相手は暗殺者だ。正々堂々戦って全滅させるという訳にもいくまい。


　では残るのであればどちらか。


　これもフューレが正しい。負傷した上に武器のないレオポルドでは時間稼かせぎにすらなるまい。ましてレオポルドは暗殺者の戦い方を──ある意味、騎士のそれとは全く正反対の、目的のためには手段を選ばない戦い方に慣れていない。


　残るのならフューレだ。それは間違いない。


　しかし──


「パシフィカさんは貴方あなたを心配して……！」


　振り返りながらレオポルドが叫ぶ。


「騎士役は文字通りお前に譲ゆずるさ」


　そう言ってフューレは両手を振った。


　袖そで口ぐちから滑すべり出てきたナイフを両手で握る。


「お姫様を護まもるのが騎士の仕事だろうがっ！　だったら、たらたらこんな所で足手まといになってんじゃねえっ！」


　言いながら彼は両手を閃ひらめかせる。


　飛んできた矢が二本、甲かん高だかい音をたてて跳はね上がった。


「く──」


　悔くやしいが今レオポルドが立ち止まっても確かにフューレの足手まといにしかならない。


「必ず──必ず来てくださいよ！」


　更に小さくなる背中にそう叫ぶレオポルド。


　だが──


「──!!」


　次の瞬間、彼は息を呑のんだ。


　追撃者達の気配が沸わいて出る。一人や二人ではない。少なくとも五人。それも──フューレには及およばないものの、恐らくはそれなりの使い手だろう。


　一対一なら問題なくとも──この人数相手ではいくらフューレでも勝てはしない。


　逃げる事すら出来るかどうか。まして長引けば一般兵達も殺さつ到とうしてくるだろう。


　そうなればフューレに勝しよう機きはない。


「く──」


　咄とつ嗟さに手綱を引き絞しぼろうとして──レオポルドは唇くちびるを嚙かんだ。


　切り捨てる正義が欲しかった訳ではない。


　誰かを見捨てる事で得られる幸福や平和が欲しかった訳ではない。


　だが。


　それでも……時に状況は容よう赦しやなく人に選択を迫せまる。それもひどく残ざん酷こくな選択を。


『お姫様を護るのが騎士の仕事だろうがっ！』


　その言葉が重い。


　逆の立場であったなら、パシフィカを護るという責せき務むを放棄して自分の救援に駆け付けるフューレを、レオポルドは決して許ゆるしはしまい。


　騎士は、戦士は、目的があるから単なる殺人者と一線を引き得るのだ。誰かを護る、何かを成し遂とげる、その為ために人を傷つけ、殺すのだ。自分のその場の勢いに任せた感情で、その目的を見失えば、単なる殺人者と差が無くなってしまう。


　だから。


　レオポルドはここで立ち止まってはならない。フューレもレオポルドも、パシフィカを護るために戦うのであるのなら──たとえここで片方が倒れたとしても、パシフィカを無事に逃にがしきりさえすれば、それはレオポルドの、そしてフューレの勝利だ。


「……お姫様を護るのが騎士の仕事……その通りです──だから、後は任せてください。必ず……」


　血が滲にじむほどに己おのれの唇を嚙み締しめながら、そう呟くと──レオポルドは今度こそ振り返らずにパラベラムを走らせた。








　去ってゆくレオポルドの気配を背中で感じながら、フューレは薄く笑った。


「さて──見せてやるよ。〈レイス〉ってのがどういう化ばけ物ものだったかを」


　言いながら、彼は跳ちよう躍やくした。


　常人には到とう底てい真ま似ねの出来ないほどの高さまで彼は舞い上がると、更に通りに面する建物の壁を蹴けって上じよう昇しようする。猿や猫にも等しい──殆ほとんど人間離れした体術である。


　動きの速さと体の軽さには自信がある。


〈ブラック・ホーク〉の中でもこれだけは誰にも──ルーク・スターム少佐にすら負けた事が無かったフューレの自慢だ。


「──！」


　建物の屋根づたいにレオポルドを追おうとしていた女──右手首に小型の弓をくくりつけた〈グロウ・ランサーズ〉の一人が驚きよう愕がくの表情で立ち止まる。


　その鳩みぞ尾おちに、空中でフューレの投げたナイフが突き刺さったのは次の瞬間であった。


「ひいっ！」


　痛みよりも、フューレの異常とも言うべき運動能力と、圧あつ倒とう的てき優ゆう位いに居た自分が傷を受けたという事実に悲鳴を発して、〈グロウ・ランサーズ〉の一人は屋根から転落した。


　一方、フューレはというと──落下しざまにもう一本のナイフを壁に突き立てていた。


　壁に塗ぬられた固い漆しつ喰くいを削けずりながらも落下速度を殺し、着地。そのまま一呼吸分も休む間もなく彼は地を蹴った。


　真正面に二人、別の〈グロウ・ランサーズ〉が迫っている。


　武器はフューレと同じくナイフ。


　一人が向けて突き出してきたナイフを自分のナイフで受ける。だが落下速度を殺すのに使ったのが徒あだとなったのか、フューレのナイフは音を立てて折れていた。


「──ふっ！」


　勝利を確信して更にナイフを振ってくる〈グロウ・ランサーズ〉。


　だが次の瞬間、彼女は腹から胸にかけて血を噴ふいてのけぞっていた。


　フューレの足だ。


　ブーツの側そく面めんに仕込んであった小型の刃物で彼が蹴ったのである。


「──!!」


　回り込んでとどめを刺す──そう考えていたもう一人の〈グロウ・ランサーズ〉は予定が狂って空足を踏んでしまう。姿勢が崩くずれたところにフューレが腰の鞘さやから抜いたナイフで斬りかかり──その白い喉のどを切り裂さいた。


「ひゅー……」


　間の抜けた空気の擦さつ過か音おんを喉の傷口から響かせつつ、女は倒れた。


　更に反転して次の敵を──


「──！」


　そう考えたフューレの足が、もつれた。


　先に腹から胸を斬きられた女が、フューレの足に組み付いてきたのだ。


　どうやら傷が浅かったらしい。


「この──」


　咄とつ嗟さに彼女を蹴り離し、その背中を踏みつけるフューレ。骨の砕くだける異様な音と共に、女は声もなく悶もん絶ぜつした。


　だが──


　ぞす。


　鈍にぶい音と共にフューレの太ふと股ももへ小型の矢が刺さった。


「く──」


　痛みに短く呻うめきながらも後方に跳ちよう躍やくするフューレ。


　まだ狙撃手が居たのだ。


　更に──


　ぞす。ぞす。ぞす。


　左肩。右腕。それに脇わき腹ばら。身の毛もよだつ様な音をたてながら矢が続けざまにフューレの身体からだに突き刺さる。


「ち……くしょ……」


　フューレの動きが鈍にぶる。


　そこへ、物もの陰かげから更に二人の〈グロウ・ランサーズ〉が襲いかかった。


　後は簡単──女達はそう思っていたろう。


　だが、彼女らの突き出したナイフは、やはりナイフで弾はじかれた。


「──!!」


「房ぼう中ちゆう術じゆつの合間に戦闘訓練受けたようなてめえらと一緒にするなよ」


　フューレは──凄せい惨さんな笑みを浮かべながら言った。


　痛みはある。流血による脱力感もすぐに身体を蝕むしばむだろう。


　だが──今のフューレには奇き妙みような充実感があった。


　自分がこうして戦う事がパシフィカの為ためになる。こうして一いつ瞬しゆんでも長く自分が抗あらがう事がやはりパシフィカを一瞬でも長く生かす事にも繫つながる。その実感が彼の中に在る。


　ならば──ひたすら絶望的なこの状況も、むしろ望むところではあった。


　使い道も分からず研ぎ続けてきた刃は今この瞬間に存在理由を得た。


　ならば──今はそれを存分に振ふるう事に喜びこそすれ、何の躊躇ためらいがあるだろうか。


「こっちは文字通り人だろうがモノだろうが、『潰つぶす』技術の専門家だ。両手両足がぶった切られても喉のど笛ぶえ嚙かみ千ち切ぎってみせるぜ？」


「……」


　女達は一瞬、顔を見合わせる。


　次の瞬間──後退した彼女らと入れ替かわるようにして、何本もの矢がフューレに向けて降り注そそいだ。








「レオっ!?」


　戻ってきたレオポルドを見て、パシフィカは悲鳴のような声を上げた。


　半なかば愛馬パラベラムの首にもたれかかるようにして──というか、辛かろうじて馬体に引っかかるような感じで、彼は馬に乗っていた。よく見れば深々と矢が一本、彼の肩を貫つらぬいているのが、茂しげみの陰からでも分かる。


　ウイニアの制せい止しも聞かず、慌あわてて茂みから飛び出るパシフィカ。幸いにして周囲に他の人の姿は見えなかったが──


「ちょっと、レオ、レオ！　大だい丈じよう夫ぶっ!?」


　駆け寄って揺ゆすると、レオポルドは小さく呻うめき声を上げた。


「あの、揺すらないでもらえます？」


「ああ、ご、ごめん！」


　慌あわてて身を引くパシフィカ。


「致ち命めい傷しようではないですが……血がちょっと。貧ひん血けつ気ぎ味みで……パラベラムの鞍くらの小物入れに応急手当用の包ほう帯たいと薬が入ってますから、ちょっと取ってもらえますか？」


「わあっ!?」


　半ば落ちるようにして馬から下りたレオポルドにのしかかられるような形になり、パシフィカが思わず声を上げる。


「あ、す、すいません」


「いいけど。ちょっとびっくり」


「──はい」


　ウイニアが取り出したその薬くすり瓶びんと包ほう帯たいを受けとると、レオポルドは歯を食いしばって矢に手をかけた。


　既すでに筋肉の収しゆう縮しゆくが始まっており、矢を締しめ付けている。それを引き抜くのは相当苦痛を伴ともなう作業だ。


　だが、レオポルドは一気にその矢を引き抜いて、投げ捨てた。


「──うあ……」


　血まみれの矢を見てパシフィカが思わず呻うめく。


　矢には血だけでなく、微び量りようだが細かな肉にく片へんまでくっついていた。恐らく引き抜く際には文字通り肉を引き裂さく痛みがあったろう。


　レオポルドは黙だまって上着を脱ぐと、止し血けつ薬を傷口に塗ぬる。右腕一本では作業しにくかろうと、パシフィカが包帯を巻くのは手伝った。


　そして──


「あの──それで」


　物問いたげなパシフィカの表情を察さつして、代わりにウイニアが尋ねる。


「フューレさんは……」


「彼は──」


　言って──レオポルドは口をつぐんだ。


　沈ちん黙もくが三人の間に横たわる。


　レオポルドの傷と表情を見ていれば、何があったかはおおよその見当はつく。改めてそれを彼の口から言わせるのはウイニアとしても忍しのびなかった。


　パシフィカも表情を強こわ張ばらせて不安げにウイニアとレオポルドを見比べている。見当が付かないのではなく、どちらかが自分の不吉な想像をうち消す言葉を発してくれるのを、待っているのだろう。


　だが──


「……先に、行けと」


　レオポルドはそれだけを言って今度こそ口をつぐんだ。








　視界が重く暗い。


　全身を蝕むしばむのは、既に痛みを通り越して身体が分解して崩くずれ落ちてゆく様な疲ひ労ろう感かんだけであった。


　どの程度の傷を負ったのか自分でもよく分からない。軽くはないだろう。流した血の量も半はん端ぱではない。


　だが我われながらよく戦ったと思う。一年以上も現場から退しりぞいていた身で……彼よりは技能が劣おとるとはいえ、五名以上の暗殺技能者を返り討うちに出来たのだから。


　これで還れる。


　パメラの──パシフィカの所へ。


　彼女と彼女の仲間が待つ場所へ。


　そうして彼等と一緒に逃げる。彼等さえ望めば何ど処こまででもついていこう。パシフィカを追う者達がいつか諦あきらめるまで。あるいは世界の果てまででも。


　彼女が──彼女こそが目的の無かった彼の生活に充実と緊張を与えてくれた。使い手もなく剝むき出しのまま放置された──そしてそれ故に錆さびてゆくだけであった刃物の様な自分に、彼女が意味を与えてくれた。


　だから還る。


　自分が自分を認められるように。


　自分が今此こ処こに生きて在る事を喜んでくれる人の元へ──どれだけかかってでも。


　一歩ずつでもいい。


　還る。彼女の元へ……




[image: ]


　だが──


「………………」


　大量の出血により身体感覚のほぼ全てを失っていたフューレは……自分がただ倒れたまま虚むなしく手足を痙けい攣れんさせているだけに過ぎない事さえ、最も早はや自覚できなくなっていた。




　終章　路ろ地じ裏うらにて







　そこで死し闘とうが在あったのは間違いなかった。


　死体が幾いくつも転ころがっている。いずれも女なのだが、武ぶ装そうしている上に、どうやら全員同じ相手にやられたらしい。刃物傷の癖くせが──たとえ使う刃物が違っても、切り方に使い手の癖が出ることがある──いずれも似ているからだ。


　誰だれが、何の為に戦ったのか。どちらが勝ったのか。戦いの目的は達せられたのか。


　それは通りがかりに過ぎないシャノンには分からない。


　だがもしこれらの死体が一人の人間によって作り出されたものであるならば──女達の相手は相当な使い手であった事だろう。


　そして──


　転てん々てんと血の痕あとが路ろ面めんに残っている。


　こすった様な痕は──何者かが、流血しつつも、脚あしを引きずりつつも歩いた事を示していた。流された血の量からすれば、既にその場で昏こん倒とうしていてもおかしくはない筈はずなのに、この血の主は……満まん身しん創そう痍いの身体で、一体何ど処こへ行こうとしていたのか。


「──あいつか」


　血の痕を追ったシャノンの視線は、とある建物の脇わきに倒れている少年の所に行き着いた。


　少年の傍かたわらには一本のナイフが落ちている。その身体には矢が十本近く突き刺さっており、他にも刃物傷らしいものが幾つか見える。


　シャノンは少年の側まで歩み寄ると、うつ伏ぶせになっていたその少年の顎あごに手をかけて、顔を挙あげさせる。


　少年は既すでに死んでいた。


　笑っているかのような、泣いているかのような、余よ人じんには判断の付きかねる表情を浮かべたまま、彼の開いたままの眼は無限遠の彼方を見み据すえ凍こおり付いている。


「──知り合いか？」


　尋ねてきたのはシャノンの傍かたわらに居るシーズだ。この冷徹とも言うべき〈秩序守護者〉がわざわざそんな事を尋ねてきたのは、単なる気き紛まぐれではあったろう。彼等にとって人の生き死になど、蟻ありのそれよりも無意味な現象に過ぎないのだから。


「──いや」


「意味のない行動だ。この失血で動けば助からないであろう事など、本能的にでも──」


「こいつはな」


　シーズの冷れい酷こくとも言うべきその声をシャノンはやや苛いら立だたしげに遮さえぎった。


「還ろうとしてたんだよ」


「──何？」


「何ど処こへ、誰の所へ還ろうとしてたのかは知らないけどな。何処か──還ろうとしてたんだよ。大事な自分の何かがあるところへ」


「──何な故ぜ、分かる？」


「……」


　シャノンは答えない。


　理屈ではない。だがこの少年の顔を見て彼は瞬間的に悟さとったのだ。きっと──自分も戦って死ぬ時は、こんな表情をしているのだろう……と。


　何かの為に死にものぐるいで戦い、誰かの為に殉じゆんじるという事を知っている者でなければ、この感覚は分かるまい。まして不ふ死じ身みとも言うべき〈秩序守護者〉にとって限りある、たった一つの命を賭として戦うという事の意味がどれだけ通じるか。


「せめて──」


　この少年の魂たましいだけでも、彼が帰ろうと──還ろうとした場所に行ける事を。


　何処か──最も早はや決して辿たどり着けない彼方かなたを見据えながら、開かれていた少年の眼をシャノンはそっと閉とじさせた。






　あとがき







　遠く離れた相手と意い志し疎そ通つうをしようとする場合に距離は様々な情報を削けずり取る。顔を合わせて言葉を交かわせば一いち目もく瞭りよう然ぜんの事柄でもそれが通信手段という媒ばい介かいを間に入れた瞬間から、不ふ正せい確かくである事を余よ儀ぎなくされてしまう。


　無む論ろん、本来不可能である物事を可能にする技術に感謝こそすれその不十分さを糾きゆう弾だんするべきではあるまい。


　しかしそれを逆さか手てにとった行こう為いも出て来るに至れば──面めん従じゆう腹ふく背はいなど珍めずらしくもないのだが──文句の一つも出ようというものではあった。





「そういえば[image: ]さかきさん。例の読者が考えたキャラクターを小説内に出す、という件ですが」


「はいはい。きちんとプロットあげてますって」（まだやってない）


「まあ無理せずにね。下へ手たに話のバランス崩くずす位くらいなら通りすがりとかチョイ役でもいいですから」（「無理して原稿落とすなよ」と想っている）


「いやいや。もうきちんと出します、これ以上はないって位に」（自信ありげ。しかし根こん拠きよなし）


「はあ」（不安げ）


「しかしこの企画、ドラマガで募集かけたときって、えらく扱いが小さかったですよね。誰も気付かなくて応募してくれなかったらどうしようかと心配したものですが」


「はっはっは。大丈夫ですよ[image: ]さん。その時は私が読者のふりをして投稿しましたから」


「……をい」





　という訳で。


　どうも、[image: ]です。ドラゴンマガジン誌上にて連載された王都編、別名フューレ編でございます。棄すてプリはおよそ半年振りの刊行、お待たせした方々、申し訳ない。





　ちなみに本刊に登場する主役級キャラであるところのフューレ君ですが、彼は前記の通り、ドラゴンマガジンの誌上で募集した「君の考えたキャラが棄てプリに出る！」とかなんとか、まあそういう感じの企画（すんません、企画名は忘れました）によって誕生したキャラクターです。


　当初、担当のたなぽんは、本当にちょい役位の事を考えてこの企画を立てた様ですが（まあ予定外のキャラを作品の中に無理矢理入れる訳ですから、当然ですわな）、そう「ちょい役でいい」とか言われるとまたへそ曲がり根性が顔を出してきて、主役級に持ってきてしまうという暴ぼう挙きよに出たのでした。





　ちなみに馬ま橋はし星ほし彦ひこさんの投稿ハガキによってフューレは誕生しました。


　ちょっと、馬橋さんへの私信。お気遣いどうもです。一応、身体には気を付けてがんばっております。先日も健康診断行ってバリウム飲んできましたですよ。生まれて初めての経験でしたが、思ったほど飲みにくくはなかったなあ。





　それはまあともかく。


　無論、この企画──今後の展開とか何とか全まつたく知らない人が提案してくるキャラを使う訳で、棄てぷりに出すのは元々かなり無理があります。そういう意味では苦労もしました。


　なんせ「出来ればサッカー選手がいいけどそうもいかないでしょうから」とか書いてあるんだもんなあ（笑）。でもフューレの戦い方にちょこちょこ足技が出てくるのはその名な残ごりですな。


　あとは煙草たばこ、そして片手で器用にマッチをすれる、というのもそう。「レイス」という彼のコードネームもキャラの名前に「フューレ・タクト＝レイス」とあったためです。


　ちなみに他の設定としては「17歳くらい」「１７５センチくらいの身長」「武器はナイフ」「髪と瞳の色は闇色」「特技：片手だけでマッチがすれる」「一人称は俺」等々。「左肩に大きな傷」という設定は使えませんでしたが、まあ文章に出てこなかっただけで、傷きず痕あとがあると想っておいてください（笑）。





　とはいえ、私では考えもつかなかった要素（「マッチ」とか「サッカー選手」とか）も幾つかあったので、やっていて楽しめたのも事実。安曇先生のキャラデザも、全体はオーソドックスながらも何処かそのシルエットは特徴的という味のあるものに仕上がっており、今ではお気に入りのキャラの一人ではあります。


　また結果的にフューレ君、かなりの人気が出たようで、王都編の最終回に関してはかなりうちの公式ファンサイトとかドラマガの読者コーナーでは話題になっていた様です。





　閑かん話わ休きゆう題だい。


　さて──そろそろ棄すてプリも終盤戦に突入です。読者の方々には、番外編も含め、このまま最終巻までお付き合いいただければ、嬉うれしい限りです。


　ではでは、また次の本で。





２００３／３／１６


ＢＧＭ：なし（東京に向かう新幹線の中なんです）


ＭＡＣＨＩＮＥ：東芝リブレットＬ１





　追伸。


　この本が出る頃にはアニメの放映も始まっていると想います。とりあえず私は今は期待して待つのみ、ですが、アニメも読者の方々に楽しんでもらえるものであることを祈りつつ──さあ、明日はアフレコの立ち会いだ！（ドキドキ）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００１年６月号～11月号までに連載されたものに加筆したものです。




スクラップド・プリンセス11


路ろ地じ裏うらの挽ばん歌か
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